















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








第１話「ああ、死んでしまうんだ」






「男の人ってちょっとメタボってるくらいが可愛かわいいですよぉ〜」

　歓楽街にある小さな雑居ビルの４階、下品なピンクのネオンがほの暗く灯ともった店内。

　カウンター越しに立つ、安っぽい真っ赤なチャイナドレスで着飾ったリナは口元だけに笑みを浮かべてそう言った。店の中はハロウィン仕様になっており、夜になると肌寒くなってきたものの、店内にいる女性はみな、まだ夏を引きずっているかのような露出の多い格好をしている。

「そうですかね……ハハッ」

　愛想笑いを浮かべてみたものの、本当に世の中の女がそう思っているなら、37歳の誕生日を、こんな場末のガールズバーで過ごしていない。とっくに可愛い奥さんと子供たちがいて、折り紙を切って繋つなげたリングで飾り付けされたリビングで、手料理とともに祝ってもらっているはずだ。

　事実、結婚している同僚たちは一次会が終わりさっさと帰ってしまったので、こうして高校時代の親友である端たん野のが仕事終わりに駆けつけてわざわざお祝いをしてくれているのだ。

「にしても浅あさ川かわは、なんていうか相変わらず不器用だよね」

「いや、大丈夫。気にしてないから」

「だってまた浅川が考えた企画なんでしょ？　うーん。それで同期たちが出世していくのはいたたまれないというか、自分が考えた企画です！　って上司にはっきり言えばいいのに」

「俺がそんなこと言えると思うか……？　高校時代から知ってるお前から見て」

「まぁ、それはわかるけどさ」

「もういいんだ。俺を残して同期が出世していくのはちょっと辛い時もあるけど、別にみんなと仲良いしそれに周りは家庭持ちだから、金だってかかるだろうし。すいません、ハイボールもう一杯お願いします」

「はーい！　銘柄は何にしますぅ？」

「じゃあボウモアで」

「あーごめんなさい！　ボウモアはさっき切れちゃったんですよぉ」

「えー！　誕生日なのについてない……」

「ああ、リナちゃん。角ハイでいいよ」

　カウンターに頬ほおをつけ、うなだれた俺の隣に座る端野が、すかさずリナにフォローを入れた。

　端野は昔からやたらと女に甘い。痩せ型で面長な顔立ち、弱い恐竜みたいな見た目の奴である。正直いって全くもってモテるタイプではない。しかし、アイドルオタクということもあってか、女が目の前にいる時だけは、スマートな振る舞いになるのだ。

　この店も、端野が「誕生日くらい女の子いるとこ行こう」と連れてきてくれたのだ。

　俺自身はガールズバーやキャバクラが特別好きな方ではなかった。仕事の付き合いでくることはあっても、あからさまなお世辞に胸を踊らせるほど愚かではないという自覚があったからだ。

　褒められてもどう返せばいいかわからないし、無駄に褒めてくる女性も苦手だった。なんだか内心見下されているんじゃないか、と疑心暗鬼な気持ちが渦巻いてしまうからである。

　あとは、そんな上辺だけの会話に大金を支払う意味がどうしてもわからない。それなら貯金するなり、趣味に金を使うなりもっと有効な使い道があると思う。まぁ、偉そうに言ってるわりに誇れるような趣味もないんだけども。

「……はぁ、なんか虚むなしくなってきたな。37歳ってもっと大人というか威厳があるというか、高級セダンとか乗ってるイメージだったけど、俺全然よくわかんない歳の取り方してるわ。今日の昼飯も普通に牛丼屋だったし」

「まぁ、言いたいことはわかるけどそういう生き方もあるって。出世だけが全てじゃないっていうか、浅川みたいに後輩とか部下からの人望があるってすごいことだよ」

「けど、その部下たちも俺を追い越していくんだろうな……ううっ……やばい泣けてきた」

　カウンターの端に置かれた箱ティッシュをこちらに差し出した端野が俺の顔を心配そうに覗のぞき込こんだ。俺はティッシュを数枚引き出し、勢いよく鼻をかむ。

「もー泣くな、浅川〜。わっ！　てかお前、顔真っ白だぞ!?　大丈夫か」

「ああ、そういえば、今日で25連勤目だからな……最近頭痛も酷ひどいし」

「ええ!?　ちゃんと寝てるのか？」

「ああ、毎日３、４時間くらいかな……。ほら、うちブラックだから……」

「えー！　３、４時間はやばくないですかぁ？」

　カウンターに立つリナが、甲高い声で笑いながら話に割り込んできた。３、４時間睡眠がやばいことくらい俺もわかっている。けどなんだか軽い感じで笑われると、とても耐えきれない虚しさがこみ上げてきた。

　きっと酒のせいもあったのだろう。その瞬間、俺の中でいままで長年溜たまっていたネガティブな感情が一気に溢あふれ出でてしまった。

「俺だって……こんな無理な働き方したくないよ。けどそうじゃないと生活できないから耐えてるんだよ。だから、そんな風に笑われると……うっううっ……女の人はいいですよ」

「浅川、大丈夫か？」

「ちょっと顔がよければ、テキトーに笑って話を合わせてれば金になってさ。俺だって適当に相あい槌づちうって金もらえるならそっちがいいよ。もっとイージーモードで生きたかったよ、こっちだって!!」

　不満をぶつけた後、仕事の疲れや睡眠不足で必要以上に不満が溜まっていたのかもしれないが、頭だけが妙に冴さえているように思えた。

　そして、冴えた頭で浮かんできた言葉をそのままリナにぶつけてしまった。その言葉に、リナが顔を歪ゆがめ、目に涙を溜めるまではほんの一瞬だった。

「あ、ごめん……ちょっと言いす……」

「いいの、ごめんね浅川さん」

　リナは俺の謝罪を遮るようにそう言うと、目も合わさずに周りの客に申し訳なさそうに小さく頭を下げる。

「リナちゃんごめん、お会計。ほら浅川いくぞ」

　大人げない反応をしてしまった、と思ったが時すでに遅し。リナはカウンターの奥に引っ込んでしまった。

　端野に腕を引っ張られ、立ち上がった瞬間──視界が真っ白になり、俺は床に倒れ込んだ。

　床から見えたのは驚いたような客の顔。すぐさま駆け寄る端野。そして後頭部を襲う激しい頭痛。

「どうした!?　大丈夫か!?」

「あ、うん……なんか頭がすっごく痛い」

「起き上がれるか!?」

「いや、無理かも。ごめん端野、これ病院行ったほうがいいかも」

「救急車呼んだほうがいいか？」

「ああ、ちょっとまじでやばいかも……」

「リナちゃん！　救急車呼ぶからここの住所教えて！」

　店内にぼんやり響き渡る声が、どこか他人事のように思える。

　ああ、俺は倒れているのか。そして胸が圧迫されているかのように息さえできない。全身から大量の汗が溢れては、寒気が襲う。絶え絶えとなった呼吸と歪んだ視界の中で、俺は「ああ、死んでしまうんだ」と本能的に感じた。

　人生の意味とか、やり残しとか、後悔が浮かぶ隙もなく、ただ呆あっ気けなく幕を閉じる自分の命の、おそらく残り数分を呼吸荒く激痛に耐えているだけのみじめな生き物と化した。








第２話「俺の人生がパッとしなかった理由は……」






「でも、やっぱり可哀かわい想そうですよね……もう一回上級天使に掛け合ってみましょうかね」

「は？　ダブリスが定員オーバーになりそうって言い出したんじゃん、いまさら善人ぶるなよ」

「うーんけど、よく考えたらそんな悪いこともしてないっぽいですし……」

「じゃあ、こいつにいままでの悪行自白させて証拠とればいいんじゃん」

「……確かにそれもありですね」

「じゃあ、さっさと起こしてよ」

「浅川さん、浅川長な束つかさーん」

　若い女性が耳元で俺に呼びかける。目の前が妙に明るい。近所の眼科か？　いや、インプラントの値段にびびって通うのを途中でやめちゃった歯医者？　目を開こうとするも上う手まく力が入らない。寝入る寸前のまどろみに似ている。

「ベリアルちゃん、全然起きてくれないです」

「はぁ……しょうがないな。ちょっとダブリスそこどいて、首に激痛でも走れば嫌でも起きるでしょ。……おい、起きろ！」

「痛っ！！！！」

　首元に激痛が走り、驚いて起き上がると見知らぬ黒髪の少女が俺に覆いかぶさるように抱きつき、首元に顔を埋うずめていた。さらさらの黒のロングヘアに濃い紫色のマントのようなものを羽織っている。

　え？　コスプレイヤー？　いやこれどういう状況？　何事かと固まっていると、黒髪の少女が俺の首元から顔を離し、立ち上がりペッと血を吐く。どうやら、首元に噛みつかれていたらしく、ジンジンと痛みが走る。首元を左手で押さえ、少女の方に顔を向けまじまじと顔を見た。紅あかい三白眼の瞳と鋭い八重歯が特徴的な冷酷な雰囲気をもった美少女、である。




「！！！？？？」




「はぁ、やっと起きたか」

「もう、ベリアルちゃん乱暴だよっ！」

「は？　だったらダブリスが起こせばよかったじゃない」

　紅い瞳の美少女が話しかけた先にもう一人、柔らかそうな真っ白のワンピースを着たショートカットの美少女がいた。原宿系の読者モデルかコスプレ写真でしか見たことのないような、わずかなムラもない綺き麗れいな銀色の前髪から覗く大きな蒼あおい瞳で心配そうに俺の顔を見ている。紅い瞳の美少女と違い、どちらかといえばおどおどとした雰囲気の優しそうな美少女である。

　周りを見渡すと、あたり一面真っ白な場所であった。強い風が吹いて霧が流れ、一見雪景色のようにも見せるが、寒さはない。どちらかといえば春を思わす暖かな風だ。

「ていうか、ここ一体……どこ？」

「単刀直入に説明するわね。そこのあなた。浅川長束。37歳独身、男性。あなたはブラック企業で休みを取ることを許されないまま奴隷のように働き続け、25連勤目の夜、くも膜下出血により……死亡しました。私はベリアル。まぁ人間の言葉で説明するなら悪魔って表現が近いかしらね」

　ベリアルと名乗る紅い瞳の美少女は淡々と俺の死亡理由を語った。

「はい？」

　自分の死亡確認を聞いたことのある人間は一人もいないだろう。そして現に俺には意識もあるし、体もこうして起き上がる。

　何を言われているのか、そもそもここはどこなのか、いや一体何からつっこめばいいものか、「？」が多すぎる状況に、どう言葉を繋つないでいいのかわからない、というのが率直な感想である。

「あら、あんまり驚かないのね。普通の人間は取り乱すのに。ブラック企業でよっぽど訓練されたのかしら。それともただのマゾ？」

「ベリアルちゃん、言い方！　ああ、浅川長束さん。ということであなたは死んじゃいましたぁ。私は、ダブリスと申します〜。いわゆる、天使ですねっ」

　ダブリスと名乗る銀髪の美少女は、ベリアルの容赦ない毒舌に釘くぎを刺す、という気遣いを見せてくれた。んん？　こっちは天使？　ていうかこのコスプレイヤーたちは何を言ってるんだ？　なにここ、俺マニアックな設定のイメクラでも入ったっけ？

「あの全然状況がわかんないんだけど……」

「だからいま説明してやってるんじゃない。あなたはこれから私が地獄に連れていく予定なんだけど……地獄に連れていくには悪行が足りなくてねぇ。そこで、現世で行った悪行を自白してもらいたいのよ」

　ベリアルは口元に笑みを浮かべ、心底嬉うれしそうにこちらを見下ろしながらそう言った。

「浅川さん……ごめんなさいっ!!　本当は天国にお連れしたかったのですが……天国はたったいま定員オーバーになっちゃって、入居審査が厳しくなってるんです。すぐには空きが出ないようで……本当にすみません……」

「ダブリスが〝天国が定員オーバーなんですっ！〟って私に泣きついてきたのよ。けど、地獄も誰でも入れるわけじゃないの。現世である程度の悪行ノルマをこなした悪のエリートじゃないといけないわけ。そこで、現世でのあなたの行動を確認させてもらったんだけど……パッとしないのよねぇ」

「……」

「つまり、あなたは天国にいくにも、地獄にいくにもパッとした経歴がないのよ。最近多いのよね、テキトーな人生を送って、テキトーに死んでいくやつ」

「おい……さすがに言っていいことと悪いことが……!!」

　言い返そうとした瞬間、言い終わるのを待たずしてベリアルは、目の前に屈かがみ、俺のネクタイをグッと掴つかんで引っ張った。首元が圧迫され、意思とは関係なく俺はベリアルに飼いならされた犬のように涙目で彼女の顔を見上げる。

「なに？　じゃあ、あなたなにか頑張ったって声を大にして言えるわけ？　大した人生歩んでこなかったくせに私に口答えしないで」

「いや、そんな……」

　首輪のように締まるネクタイの息苦しさに耐えながら、俺はベリアルの言葉に耳を傾けていた。いや、俺は決して頑張らなかったわけではない。俺なりに頑張ってはいたのだ。

「クソみたいな人生だったのはあなたの頑張りが足りなかったからでしょ？」

「……違う、頑張らなかったわけじゃない」

　確かに、俺の人生にはパッとした成功体験はなかった。地元の高校を出て、自分の学力で入れそうな大学に入って、とくにやりたいことも見つからないままの状態で就職活動をこなし、内定をもらったフリーペーパーを発行する会社に営業として入ったが、出世することはなかった。同期にいい企画がないかと相談されては俺が考え、その企画力を認められ大手広告代理店に転職した奴もいる。いまの会社で役職をもらった奴もいる。

　自分を差し置いてどんどん出世する同期の姿を見て、俺は劣等感を感じることもあったが、できるだけネガティブな気持ちには目を向けず、仲間として同期の出世を喜ぼうと割り切っていた。人に相談されるのはいいことだし、後輩も自分に懐いてくれている。端野は、「浅川ももっと器用にやったほうがいいよ」と言うが出世だけが全てじゃない。

　そう自分に言い聞かせ、俺は損な自分の性格に目を向けないようにしていた。

　不器用かもしれないが、真面目に生きてきたんだ。俺には俺の美学がある。

　もっと自分が器用だったら、と思うことも確かにあった。生まれた時から自分のスペックがもう少しでも高ければ、また違う人生だったかも、と。

　俺がもっとイケメンだったら、人間的にいまより余裕が持てていたり好意的な目で世間を見られていただろうし。いや、けどイケメンでも上司からパワハラを受ける奴も少なくないだろう。イケメンよりももっと生きやすい生き物……そうだ。美少女はイケメンよりも圧倒的に生きやすいのではないだろうか。

　 俺がもし、笑っているだけで誰からもチヤホヤされるような美少女に生まれていたら世界はもっと優しく、人生はきっとイージーモードだったはずだろう。

　そうしたら、もっと自分に自信があって「この企画を考えたのは自分ですっ」ってちゃんと胸を張って言えていたのかもしれない……。

　気がつけば、俺はベリアルを睨にらみ返かえしていた。

「違う……そうじゃない。俺は……努力不足もあったかもしれないが、それだけじゃない……俺の人生がパッとしなかった原因はもっと他にある」

「なに？」

　ベリアルはさっきよりもより鋭い目つきで俺を睨み返す。なんの同情心も持ち合わせていない、殺意を混濁させたような冷淡な表情だ。

　ここで口ごもれば、負けてしまう。動物的な危機を感じた俺は、大きく息を吸い込んで、心に浮かんだままの言葉をぶつける覚悟を決めた。こんな時くらい、プライドをむき出しにしてもいいだろう。俺は上司の理不尽な叱しっ責せきにも、納得しないまま頭ばっかり下げてきたんだから、死んだ時くらい本音を言わせてくれ。

「俺の人生がパッとしなかった理由は……」

「だからなに？」




「……俺が、俺が美少女に生まれなかったせいだ！！！！！！！」








第３話「そうよ、美少女アイドルになれば人生イージーモードなんでしょ！」






「……は？」

「よく考えてくれ。美少女に生まれていればアイドルにでもなって人生もっとイージーモードだったはずだ！！！」

　自分でもなにを口走っているのか、正直よくわからないというか正論ではない屁へ理り屈くつをぶつけているな、という自覚はあった。ただ、いままで見ないようにしてきた、自分の惨めな人生を思い返した時に、そういった叫びが浮かんだのだ。

　俺が見目麗しい美少女だったら、もっと違う人生だったはずだ。という思いが胸に溢れてきて、この恨み晴らさでおくべきか……と逆恨みする気持ちが轟ごう々ごうと胸を駆けめぐりだしたのだ。

　予期しない言葉に驚いたのか、一瞬ネクタイを掴む力が緩むのがわかった。さっきまでの鋭い目つきから一転し、目をきょろきょろさせ動揺するベリアルの顔が真近にあった。

「……えっと、それは本気で言ってるの？」

「ああ、大マジだよ。俺の人生最大の失敗はそれだ。俺が美少女に生まれなかったこと。その一点だ」

「はぁ……あんたさぁ」

「どうした」

「……どんだけクズなのよ」

　さっきまで威勢がよかったベリアルが呆気にとられてしまい、続く沈黙。そんな気まずい空気を見かねてか、ダブリスが俺に話しかけてきた。

「じゃ、じゃあ逆に言うとみんなが振り向くようなスーパー美少女だったら、もっと善行をつめるような素晴らしい人生を送れるってことですかね？」

「ああ、そうだよ。スーパー美少女だったらなんの悔いもない人生を送れてたよ」

「そうですか……ベリアルちゃん、ちょっと」

　ダブリスは俺の目の前に屈み込んだままのベリアルの手を引くと、二人で内緒話を始めた。

「ハァ？　ダブリスそれマジで言ってんの？」

「えーだって他に方法がないですよ！　いまのままだとどっちにも入れないから地縛霊にするしかないし……けどそれって不法投棄になっちゃいますし」

　たまにこちらをチラチラ見ながら二人はひそひそと内緒話を続けていく。何かを熱心に説得する様子のダブリス。腕を組みながら怪け訝げんな顔つきで聞いているベリアル。何か軽く揉もめている様子が窺うかがえる。

　あーこういうの苦手なんだよなー。会社でも上司と同僚がひそひそこっち見ながらなんか話してる時はたいがい渋い営業押し付けられるとか嫌な時なんだよなー。

　しばらくすると、ベリアルがため息まじりで頷うなずいた。

「……そこまで言うなら、わかったわ」

「ホント!?　ベリアルちゃん……大好き！」

「あー！　いちいちくっつくな！」

　なにやら二人は話がまとまって盛り上がっている様子だ。

「おい、浅川長束」

　再び威厳を取り戻したベリアルが、見下したような目つきでこちらを向いた。

「ん？」

「いまから望み通り、お前を見目麗しい美少女アイドルにしてやる」

「そのかわり、現世でたっくさん善行をつんできてくださいねっ！」

「……はい？」

　突然の申し出に俺は戸惑った、というか戸惑うしかなかった。美少女アイドル？　この人たちなに言ってんだ？　ていうかそもそもここどこ？

「じゃあ、ダブリスあとは頼んだわ」

「はい！　浅川長束さん、ちょっとビリビリするかもしれませんが、我慢してくださいねっ」

「え？　どういう……わっ!!」

　いつのまにか背後に回ったベリアルに羽交い締めされたと思ったら、ダブリスは手のひらから翼の生えた大きなステッキを召喚した。金属音と共に、ステッキの先端に何か電磁砲のようなエネルギーが集められている。

「えっちょっとまって……ちょっと……」

「浅川長束」

　その時、ベリアルが耳元で吐息まじりに囁ささやいた。

「一度でも泣き言を言ったら、次は転生規約違反で地獄にきてもらう。地獄行きが怖かったら、美少女アイドルとしてせいぜい善行をつむことね」

「へ？　アイドル？」

「そうよ、美少女アイドルになれば人生イージーモードなんでしょ。じゃあ一度だけチャンスをあげるから自分で証明してみなさい」

「じゃあ浅川さんいきますよー！　ちょっとだけ我慢してくださいねー！」

「ええええ!?」

「転生神護！！！」

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　大きな光と体を突き抜ける電気ショックのようなものを受け、俺は一瞬で気を失ってしまった。死んでもなお、このような痛みを受けるとは一体なんの罰なのだろうか……。








第４話「えっ、いや違います……見てません！」






「長束！　長束！」

　再び若い女性が俺を呼ぶ。

「はい……」

　ほのかに肌寒さを感じる。しっとりふわふわの毛布にくるまれて、まだぬくぬくしていたい、そんな心地の良い眠気に包まれていたが、声に反応して目を開けた。

　目を開くと、俺の真正面に、セーラー服っぽいデザインのベージュのセーターを着た、小柄で茶髪のロングヘアの美少女が座っている。眠そうな目つきでぼんやりとこちらを見ているではないか。そしてその背後にはスラッとした巻き髪金髪ロングヘアの美少女が立っている。

「はぁ、やっと起きたね。じゃあ帰るよ」

　後ろから声がして、驚いて振り向くと、さきほど目の前にいたはずの巻き髪金髪ロングヘアの美少女がこちらに話しかけていた。

　金縁の白い襟のついた、赤いチェックのワンピースを着ているその美少女は、つるんとした卵のような肌の小顔で、ハーフモデルのようにはっきりとした目鼻立ちをしている。

「え、え……？」

　ここはどこなのだろう。老朽化の進んだコンクリートの壁には、さまざまなステッカーが貼られ、いたるところに、カラフルな油性マーカーでサインや落書きが書かれている。そして、埃ほこり臭くさい。部屋の隅にはアルミラックと座面の破れた小さな椅子が置かれており、物が散らかった部屋の中には５人ほど女の子がいて、それぞれが壁にもたれかかりながらスマホ片手に自撮りをしている。近くでライブでもやっているのだろうか、激しめの音楽とドスドスと足音のような音が部屋まで聞こえてきていた。

　俺は一体どこにいるのだろうか。

「!!」

　その時だった。部屋の奥にいる少女の一人が、おもむろに着ていた黄色いワンピースを脱ぎ出した。

「あーめっちゃ汗かいちゃった〜」

　柔らかな白い肌はしっとり汗で濡ぬれている。そして汗ばんだ肌に添えられた、薄いピンクのレースの下着。

　どういうことだ、ここは天国か？　いや天国に行けなかったんだっけ？　じゃあセクキャバか？　いやいやいやこれどういう状況なんだ……!!

　息を吐くことすら忘れる衝撃的な目の前の出来事に、俺は瞳孔を開き、ただ固まるしかなかった。すると、下着姿の少女とばっちり目が合ってしまい、俺はいそいで目をそらす。いやいや、俺は見てない！　いや見てたけども！　あくまで見てない風を装う！

「あー！　長束ちゃんいま美み希きをガン見してなかった？」

「！！！」

「なんかエロい感じで見てたでしょ〜！」

「えっ、いや違います……見てません！」

　普通にバレていた。

　慌てて否定したものの……甲高くなった聞きなれない自分の声に、思わず俺は喉のつまりをとるように、ンッンッと咳せき払ばらいした。

　起き抜け第一声の声というのは自分でも、え？　と思うくらいまぬけな声になってしまうことがある。

　例えば、夕方まで爆睡してしまった休日。晩飯を買いにコンビニに出かけた時なんかも「温かいものと冷たいもの、袋わけますか？」と聞かれ、咄とっ嗟さに出た声が変な裏返り方をするのはよくあることだ。まぁ別にいま思い出すことじゃないけども。

　そうだ、そんなことよりもいまやるべきは、下着姿の少女に俺の無実を証明することである。下着姿の少女は、不審そうな目つきで俺をじっと見ていて目をそらしてくれない。

「……絶対にさっきずっと見てた！」

「ち、違います……」

「いや絶対見てたでしょ!!」

　下着姿の少女は引くことなくガンガン俺を攻めてくる。しまった、こんな時のためにアデ◯ーレ法律事務所のＨＰでもちゃんと見ておくんだった。痴漢を疑われた時のＱ＆Ａとか絶対載ってるやつじゃん。

「本当に、え、冤えん罪ざいです！！！」

　俺は反射的に両手を上にあげ、満員電車で痴漢疑惑をかけられ、無罪を主張するサラリーマンのようにとりあえず大声で「冤罪」を主張した。

　すると、どうしたものか一瞬の沈黙を挟み、部屋のなかにいた少女たちからどっと笑い声が湧き上がる。

「やばっ長束ちゃんいまのなにー!!」

「ちょっとおじさんみがあった〜」

「じわるんですけど!!」

　少女たちは大笑いしながら、口々に悪口をぶつけてくる。

　下着姿の美希という少女も「やばー」と言いながらケタケタ笑っている。

「もう〜長束ちゃん冗談だよ〜。ねぇ、そこにあるシュー貸してっ！」

　下着姿の少女は、笑いながらこちらに近づいてきたと思えば、手を伸ばし、俺に覆いかぶさるような姿勢をとった。

　は？　さっきまでこっちを痴漢扱いしてきたくせに……とんだ痴女め!!

「!!」

　傾けられた上半身が、俺の顔のすぐ近くで止まる。顔からブラまでの距離、わずか５センチ。背を反らし避けた瞬間、壁に掛けられた鏡が目に入った。

「長束ちゃんコレ借りるよっ」

　美希は制汗スプレーを手に取ると、くるっと背を向けた。

「え……」

　鏡には、目を覚ました時にこちらを見ていたセーラー服っぽいデザインのベージュのセーターを着た小柄な茶髪の美少女と、下着姿の少女が映っている。

　俺は、鏡を見つめながら恐る恐る右手をあげてみた。

　すると、鏡に映った茶髪の美少女も同じように手をあげる。

　次は左手をあげる。鏡の少女も手をあげる。……俺は格ゲのガチャプレイみたいにとにかくデタラメな激しい動きをしてみた。鏡の中の美少女も同じデタラメな激しい動きをする。

「ええっ……俺……マジ!?　えっえっ？」

　映画やドラマで使い古されたリアクションだ、と自分でも思いながらもとりあえず俺は、両手で自分の胸を鷲わし掴づかみしてみた。

　や、柔らかい。ちょっと小ぶりではあるが柔らかさは申し分のない美乳だ。俺は裾からセーターに左手を突っ込み、直接確かめようとした。




「!!」




　……そこにはブラジャーがあった。つるつるとした生地のブラジャーで柔らかな胸は包み込まれていた。俺はセーターの襟元を引っ張り、深しん淵えん……いやかっこよく言うのはよそう。俺は、ダイレクトに胸を覗き込んだ。








第５話「わー長束ちゃん私服も可愛かわいい〜」






　表面がつるつるとした白いブラジャーがそこにあった。

　ブラジャーの膨らみに、生乳はすっぽり隠れており、近所の中華料理屋でよく読んでいたヤンマガのグラビアアイドル……よりはだいぶ遠慮深い膨らみがそこにはある。

　物足りなさはあるが、女体が手に入ったことには変わりない。ああ、そっか。これは夢なのか。うん、そうだ、さっきのベリアルとダブリスも夢だったのか。

　まぁ夢だとしても俺が女体化してしまったのであれば、この淫夢が終わる前に、存分に堪能しなければもったいないのではないだろうか……？

　自慢ではないが、俺はたとえ腹一杯になってもラーメンの汁は飲み干すタイプである。完飲したドンブリを逆さまに天地返しして、「ごっそさん」をする……ということはないがスープは飲み干す律儀なタイプだ。

　つまり、何が言いたいかというと目の前に出されたものは、ひとつ残さず堪能しきるという美学の持ち主なのだ！

　俺はさっきよりも激しめに胸を揉みしだいてみた。正直、特に気持ち良さを感じることはなかったが女体化したというイレギュラーな設定にただならぬ興奮を覚えていたので、もはや体感などどうでもよかったし、なんなら乳首も触った。揉むという動作にひとしきり満足すると、そっと腰まで手を下ろした。

　……細い。内臓が本当に入っているのか？　と疑いたくなる細さだ。折れそうな腰、とはまさにこういうことをいうのだろう。

　さらに下に手を下げる。お尻は、ほどよい膨らみと弾力があって触り心地もいい。

　俺はどちらかといえば尻フェチである。20代前半までは巨乳が好きであったが、20代も後半にさしかかったあたりから尻の良さがわかってきたのでまだ尻フェチの中では新参者であるが。

　好きな尻の形は豊満で少しだらしなく垂れだした感じの尻なので、俺の好みドンピシャではないが、弾力のある尻もいいものだ。

　尻はあとでまたじっくり触ることにしよう。いまは全身くまなくチェックする方が先である。

　さて尻の次は……いや、ここで下着を脱ぐのはさすがにはばかられるからトイレにでも行って……。

　限りなく下心に近い知的好奇心が暴走しかけた矢先、さきほどの金髪の美少女にグイッと腕を引っ張られる。

「もう、長束！　ふざけてないで行くよ。このあとミーティングもあるんだし」

「え？　行くってどこに？」

「事務所だよ」

　事務所……事務所ってなんなんだ。もしかしてヤクザ事務所？　淫夢が終わりを告げ、実は美人局つつもたせでした的な怖い夢に転換してしまうのか、夢なんだったらそうなる前に醒さめてほしいのだが……。

「え？　事務所!?　つかぬことをお聞きしますが、それってなんの事務所？」

「いや……普通に所属事務所だよ。てか、今日マスク忘れた感じ？　余ってるの一枚あげるよ」

「え？　別に風邪ひいてないよ？」

「じゃなくて……アキバ歩くんだからいるでしょ」

　俺は言われるがまま、マスクをつけ、金髪の美少女と一緒に部屋を出た。重たいドアを開けると、薄暗いフロアにさまざまなカラフルなＴシャツを着た男性が、うろうろしたり、いたるところに列をつくっている。

「なんだこれ？」

「ほら、うちらは平行物販だったけど、みんな最終物販やってるんでしょ」

　金髪の美少女は平然と答えながら、足早に歩く。

「最後尾こちらでーす！」

「ラミキス、これより物販開始しまーす！」

　薄暗いフロアには甲高い声の少女たちがいたるところで、大声でなにかを告知している。

　少女たちを取り囲むように、俺と同じくらいの年から、大学生くらいまでのさまざまな世代の男たちがうろうろとフロアに佇たたずみ、みんなちらちらとこちらを見ている。

　その時、黄色いＴシャツを着た短髪のガタイがいい30代くらいの男が声をかけてきた。

「美み子こちゃん、新曲よかったよ」

「ええ？　タムさんホント？　来週の対バンもまたきてね」

　金髪の美少女は立ち止まって笑顔でそう返す。

「長束ちゃんも、ダンスだいぶ慣れてきたね」

　男は笑顔でこちらにも話しかけてきた。

　ええっ、誰だこの男。ずいぶん馴なれ馴なれしいけれども。

「え？　あははは」

　俺はとりあえず得意の愛想笑いでやり過ごした。

「じゃあ、またね！」

　金髪の美少女は胸元で大げさにバイバイと手を振ると、俺に目配せをした。俺は金髪の美少女のあとをついていく。

「お疲れさまー」

「また来週ね！」

「美子さま美人〜」

「わー長束ちゃん私服も可愛い〜」

　フロアにいる大勢の人たちから、好意的な視線が全力でこちらに注がれているのがわかった。どこか恥ずかしそうだったり、嬉しそうだったりしながらもみんなこちらを見ている。俺の人生で一度も経験したことのない、怖いくらいの注目を集めていることが、全身でわかる。

　フロアを抜けると、そこは大勢の人でひしめく真昼間の秋葉原であった。一見見慣れた風景ではあったが、いつもより視界が低い。そしてやたら人と目が合う。

　夢にしては、ソフマップやラムタラの看板も通行人も妙に鮮明でリアルである。俺は右手で左手の甲を軽くつねってみた。若干の痛みが左手に走る。これは妙にリアルな夢なのだろうか、それとも俺は本当に、美少女になってしまったのだろうか。








第６話「おっさんキャラって新しいね……」






「おつかれさまー」

　美子という名の金髪ロングヘアの美少女に連れられて向かった先は、四ツ谷三丁目駅から徒歩６分ほどの場所にある古めのマンションの一室だった。

　灰色のドアを引くと、ギィッと使い込まれた音が廊下に響く。ドアの先には茶色いフローリングの廊下があり、広めのワンルームに続いていた。部屋の中には、量販店で手に入るであろう白いシンプルなデスクが端っこに２つ並んでおり、その上にデスクトップＰＣが置かれている。

　その他に、小さなリビングテーブルと革がひび割れた茶色いローソファーも部屋の隅に置かれていた。

　ソファーでは白いオーバーサイズのスウェットを着た、黒髪ボブの少女が体育ずわりでスマホをいじっている。スウェットの下から覗く真っ白な足は、全体的に華きゃ奢しゃな体型のわりにふくよかであり、アンバランスな色気に思わず息を飲む。

「おつかれ……」

　黒髪ボブの少女は、そう呟つぶやくものの忙しそうにスマホをいじっており、こちらに目もくれない。

「ゆうゆ、じゅんは？」

　美子は、肩にかけたピンク色の大きなナイロン製のトートバッグを床におくと、黒髪ボブの少女に尋ねた。

「……わかんない、スタバじゃん？」

　黒髪ボブの少女は淡々と答える。

「もう、４時からミーティングするって言ってたのに！」

「長束、じゅんに連絡して！」

「ええっ！　俺っすか!?　ちょ、ちょっと待ってください！」

　俺は慌ててポケットからスマホを取り出し、画面に付着した脂を拭おうと、スカートにごしごし擦り付けた瞬間に、じゅんって誰やねん。俺連絡先とか知らねー！　と我に返る。

　そんな俺の慌てふためいた様子を、美子がじーっと冷たい目で見ている。

「長束、今日変……。なに？　キャラ変？　てか今日からオレっ娘こ？」

　美子の表情からは、こいつ今日、おかしいぞ。なんなんだよ一体。という心の声が漏れていた。うん、美子さん正解。当たってるよ。今日俺おかしいんだ。けどいま「俺もいきなり女体化しちゃってよくわかってないけど、本当はおっさんなんだ！」って打ち明けても、もっと混乱させちゃうから、言うわけにはいかないんだ。すまん。

「……くすくす、おっさんキャラって新しいね……長束、いつもは自分のこと名前で呼ぶのに……ぶりっこキャラやめたんだ……」

　黒髪ボブの、ゆうゆという名の少女が小さく肩を震わせ笑った。ソファーに座りながら上目づかいでこっちを見たゆうゆの、憂いを帯びた瞳に俺は一瞬ドキッとしてしまう。

　黒目がちな瞳と長い睫まつ毛げ……少し寂しそうというか、生気が薄くしか漂っていないミステリアスな表情をする女に俺は昔から弱い。

　なんというか、じっとこちらを見つめられると、自分のことを見透かされてしまうかもしれないという一種の緊張感が、マゾめいた期待を沸き立たせるからだ。

　海外では、長身美麗な女王様風ではなく、ゆうゆのような幼さ残る少女に虐げられたい……！　と焦がれるマゾ男性が増えているらしい。

　どれくらい需要があるのかは知らないが、ネット記事でネタになっていたのだ。

　いま俺のハートはまさに海外のマゾ男性とシンクロしかけていた。４００％……とまではいかないが、起動には支障がない程度にはシンクロできるだろう。

　けれどもいまは海外のマゾ男性に想おもいを馳はせている場合ではない。いつもと変わらない可愛い長束であるという振る舞いをせねば。

「あっ、いやそんなつもりじゃないけど！　なつか、今日はちょびっとおじさん気分なだけだよっ」

　俺は両りょう頬ほおに手を添え、軽く弾んでみせた。郷ごうに入いれば郷に従え。社畜時代に学んだ処世術である。自分のボキャブラリーの中で、一番アイドルっぽい可愛いアクションを選び抜いた結果、このポーズが思い浮かんだので、実行したのだ。

「……なにそれ」

「……えっ、昭和？」

　さっきよりも一層凍いてついた妙な空気が漂う。気まずい。

　俺の描くアイドル像がひと昔古かったのか、二人にはこの可愛いポーズは全く刺さらなかった。すまん、そんな冷たい目で見んといてくれ。おいちゃんもまだ探り探りなんや……。

　その時、玄関のほうからギィッとドアが開く音がした。

「ごめーん☆　スタバ今日から新商品発売みたいで、激混みで遅れちゃった☆」

　口では謝罪しているものの、悪びれた様子が微み塵じんもないハイテンションでやってきたのは、黒髪ツインテールのザ・王道アイドルといった風貌の少女だった。猫目で顔つきもロリっぽい。

「……じゅん、遅いよ。もう時間すぎてるじゃん」

　美子は呆あきれた様子でじゅんに歩み寄る。

「ごめんごめん、じゃあさっさとやっちゃおっか！　てか今日なにやるんだっけ？」

「今日のライブの反省と、来週の対バンにむけてのミーティングでしょ」

「ああ、そうだったね！　じゃあ始めますか！　えーとじゃあ私から！　今日は、新曲いい感じだった！　じゃあ次、ゆうゆ！」

「……じゅんと一緒。いい感じだった。じゃあ、美子」

「うん、私も同じ。初披露だったけど盛り上がったと思う。じゃあ長な束つかは？」

「え、ああ、いい感じだったんじゃないですか……」

「じゃあ反省会はこれにて終了〜！　次は来週にむけてのミーティングね！　私はー元気いっぱい頑張る！　はい、じゃあ順番はさっきと一緒で！」

「私も……精いっぱい頑張る」

「そうだね、私も振り付け間違えないようにする、はい。最後、長束」

「え？　な、なつかも頑張りますけど……」

「はーい！　ではこれにてミーティング終了〜！　じゃあ解散で〜！　おつー!!」

　じゅんが大声で場を締める。ゆうゆも美子も、やりきった、という達成感に満ちた表情を浮かべている。

「え？　待ってください、その本題は？」

「だから、いまやったじゃん！」

　じゅんはなに言ってんの？　と眉をひそめて強めの口調で答える。

「いや、ミーティングやるんじゃないんですか？」

「うん。いまのがそうだけど、どうしたの？」

　美子まで不思議そうに、首を傾かしげる。美子さん、あなた常識人的なポジションじゃないんですか、そんな俺がおかしいみたいな目でこっちを見ないで。

「あ、いや言っちゃなんですけど、これただの意気込み表明じゃないっすか。アイドルのミーティングとかなにするのかよくわかってないですけど……」

「？」

「……？」

「いや、みんなそんな不思議そうな表情しないでくださいよ。ミーティングってもっとこう……今回の具体的な反省点とか、次回までの改善点とかをみんなで出すもんじゃないっすかね……」

　俺の発言が間違っていたのか？　美少女というのは、アイドルというのは、何も知らない無む垢くな生き物なのだろうか？　みんな、要点をよく摑めていないといった表情でこっち見ている。

「ハハハッ☆　長束、今日どうしたの〜」

　じゅんが沈黙を打ち破るように、大声で笑いだした。じゅんにつられ美子とゆうゆも、くすくすと笑いだす。

「そうなのっ……今日なんか長束変なんだよ。あーおかしいー」

「……長束、やばみ」

　俺はなぜ彼女らがこんな大ウケしてるのかわからなかった。それ、ミーティングじゃなくて意気込み表明じゃねぇか！　と社会に出れば絶対に言われるであろう、ごくごく普通の指摘をしているだけなのだが。彼女たちからすると、おかしい主張をしているのは俺の方らしい。

　なぜかこっちが間違っているかのように大笑いされるのは、気分のいいものではない。自分が正論を言っている時は特にそうだ。だんだんと彼女たちの舐なめた態度に少しいらだってしまった俺は……立ち上がる。








第７話「長束それ、痩せる系？　そうか、おっぱいおっきくなる系？」






「いや、ちょっとまって一回整理させて……なつかも正直いまどういう状況かよくわかってないんだけど、えっとこのミーティングってなんのためにやってるんだっけ？」

「そんなの次のライブ良くするために決まってんじゃん☆　ね！」

「いや、それだったらもっとちゃんとミーティングしなきゃ！」

「は？　なんのために？」

　俺の言葉に少しカチンときたのか、じゅんがさっきまで見せなかったケンカ腰な態度で食ってかかってきた。さっきまではお調子者なにこやかな表情だったのに、なにかしらのスイッチが入ってしまったようだ。あまりの豹ひょう変へんぶりに思わずたじろいでしまう俺。

　どうか、中学時代に野球部の部室で隠れて先輩たちとタバコ吸って「次、英語の山本からかおうや！　あいつ最近うざいし」とか学級崩壊を仕掛けてた元ヤンではありませんように……。

「いや、ほら。ミーティングはやっぱり、ライブ良くするためでしょ？　だからそうカリカリせずに……」

「ハァ？　だけどそんなの場数じゃん！　頑張るっつってんだから別によくね!?　ゆうゆもそう思わない？」

「うん……なんか、細かい」

「だね。今日、長束おかしいよ。別に私たち真面目にミーティングしてたし」

　一見常識人に思えた美子まで俺をうざったそうな目で見てくる。するとじゅんが手に持ったクリームとチョコレートがめいっぱいのったフラペチーノをジューと音をたてて一気に吸い上げ、大きなため息をついて立ち上がった。

「はーなんか今日の長束マジうざいんすけど。私帰るわ」

　そんなじゅんの様子を見て、ゆうゆと美子も無言で立ち上がる。

「え？　え？」

　女心と秋の空、ということわざにこれほど納得する場面もないだろう。ライブ良くしたいけど、ミーティングをやる意味はない。という矛盾しかない発言を指摘しただけで、場の雰囲気がここまで悪くなり、挙げ句の果てに俺がＫＹな奴、というレッテルを貼られる始末。

　こんな不条理があっていいのか。というか、いままでこんなワガママがまかり通る環境で生きてきたのか……と思うとカルチャーショックがすぎる。こんなワガママが通用するなんて、彼女たちは恵まれてきたのか、それとも恵まれていないのか。

　可愛い顔に生まれたことで、誰からも否定されず、ちやほやだけされて、社会のあり方や礼節も教わらずに適当にやってきたのかもしれない。アイドルっていっても一応社会人だろう……？　そう思った時、社会人としての先輩魂に火がついた。

　おせっかいな老害野郎かもしれないが、後輩を優しく諭し、きちんと教育するのも先輩の役目である。いらぬお世話だと言われるのは百も承知だ。しかし見て見ぬふりをしては、いつか大きなトラブルを引き起こしてしまう。それならば小さいミスから改善していかなくてはいけない。そう思ってしまうのは悲しき社畜の性さがなのかもしれないが。

「はぁ、たかがミーティングくらいでこんなことになってバカらし」

　吐き捨てるようなじゅんの一言は、俺の社畜魂に引火する。




「いや、ミーティングを有意義なものにするかどうかで組織の士気は変わってくるから」




「は？　しき？　なにそれ、季節の話とかしてないけど」

「組織っていうのは、きっちり回すことで成長していくもんだから、サイクルを。ＰＤＣＡサイクルを……きっちり回していかなきゃ」

　ＰＤＣＡをきっちり回せ。社畜時代に上司に嫌というほど言われた言葉だ。はじめは何言ってんだ、うぜー！　意識高い系か！　どうせ先週知った言葉やろ！　そんなに意味知らんやろ！　と思ったが、きっちりプランを立て、行動に移し、プラン通りだったかのチェックを挟み、改善点を明確にし、新たなプランを立てる。このサイクルを回す大切さはサラリーマンなら誰しもが経験している重要事項である。

　さんざん能書きを垂れたが、ホントのとこは一回このセリフをかっこよく言ってみたかっただけだ。だってＰＤＣＡサイクルってなんか響きがカッコイイじゃん、すごいコンサルとか経営についてわかってる奴っぽい感じするじゃん。

　そんな俺の言葉に最初に反応したのはじゅんであった。

「え……ＰＤ……？」

「ＰＤＣＡサイクル、ね」

　俺はこの時ドヤ感が漏れないように極めてポーカーフェイスを心がけていた。

　え？　ごくごく普段から使い慣れてる単語だよ？　ひっかかるとこなんかあった？　と言わんばかりに。

「え？　それ……何に効くサプリ？」

「……はい？」

　じゅんにつられ、ゆうゆと美子もざわざわしだした。

「ゆうゆ、どっから出てるか知ってる？」

「……知らない、ググってみる」

「長束それ、痩せる系？　そうか、おっぱいおっきくなる系？　こないだ買ったサプリが全然効果なかったし巨乳になるなら買ってみようかな……」

　興味津々なのか、じゅんはぶつぶつ独り言を言い始めた。

「いや、サプリじゃないよ！　ミーティングというか組織強化のための基本だよ！」

「……アマゾンにはないみたい」

　人の話を聞く気がないのか、理解する気がさらさらないのか、俺の話は０・１％も伝わってないようだった。俺が見ているのは夢か現実か。

　夢ならばハーレム展開にでもなって、もう少し俺に癒いやしをくれてもいいのではないだろうか……。

　そんなことを考えていると、玄関の鍵がガチャッと開き、靴を乱雑に脱ぎ捨てる音がした。

「げっ」

「やば……」

　その音を聞いてみんなの表情が一瞬で曇る。

　ドカドカと遠慮ない足音が徐々に部屋に近づいてくる。








第８話「私、グラビアはやらないって決めてるんで」






「おお、おつかれー」

　現れたのは紺色のスーツを着た、40代半ばといった年齢の男性だった。シャツは胸元までボタンが開いており、髪はワックスで固められて濡れたような質感の黒髪のツーブロック。首も太く格闘技でもやっていそうなガタイをしている。その威厳のある見た目と釣り合いのとれた低音ボイス。

「あ、社長おつかれさまです」

　美子はとりあえず、といった感じでやる気なさそうにぺこっと頭をさげる。美子に続き、ゆうゆとじゅんも「おつかれさまでーす」と小声でだるそうに呟いた。俺も慌てて「おつかれさまです！」と頭をさげる。ほう、この人が社長なのか。往年のホストか意識高い実業家かと思ったわ。

「うわー相変わらずテンション低いなー。挨拶はアイドルの基本だぞー」

　社長は呆れた様子でメンバーを見渡した。

「テンション低いっていうか、テンション上がることがないだけですけどぉ……なんかパッとした仕事ないんですか」

　独り言でも言っているかのように、ボソッと呟いたのはじゅんだった。

「その営業に行ってきたんだよ。ほーら！　これに出れば一気に全国区だろ！」

　社長は重たそうな黒い革のバッグからＡ４ファイルを取り出すと、一枚の紙をこちらに差し出した。そこにはさまざまなアイドルグループごとに水着グラビアを撮影し、人気投票によって一位になったグループの撮り下ろしを行う、という企画が書かれていた。

「……グラビア」

「うん、グラビアだね」

　美子とゆうゆは、グラビア企画であることを確認すると、特になんのリアクションも示さずに黙り込んだ。

「……やっぱりダメだったか」

　二人のリアクションを見て社長も肩を落とす。なにが起きているのか俺にはいまいちよくわからない。すると美子が口を開く。

「社長が言ってることもわかるんですけど、私グラビアはやらないって決めてるんで」

「いや、けどさ今回は規模がデカいわけじゃん！　エントリーした時点で雑誌に載れるんだからチャンスだよ！　全国誌だし！」

「じゃあ余計に困ります」

「どうして!?」

「何度も言ってるじゃないですか。これが全国に出回ったら困るでしょ。グラビアだけはやらないって決めてるんで」

「いや、けどさ……」

「けどじゃないです。それは事務所に入った時から言ってます」

「そうだけど、ちゃんとした雑誌だよ？　エロ本とかじゃないよ？」

「どういう雑誌だろうが一緒です。私はグラビアは絶対やりません。ていうか私いまから個人ボイトレがあるんで、お先に失礼します」

　そう言うと、美子はバッグを肩にかけて立ち上がり、社長と目を合わすことなく「おつかれさまです」と小さく呟き部屋を出ていった。玄関のドアは美子の怒りをそのまま表したようにガチャン！　と音を立てて閉まる。

「あーあ、グラビアの話するから美子怒っちゃった」

　美子が帰ったことを確認すると、じゅんはドカッとソファーにもたれかかり社長に追い打ちをかける。俺は美子を追いかけてフォローしたほうがいいんじゃないか？　といらぬお世話かもしれないが焦っていた。

「あの、美子さんを追いかけなくていいのかな？」

「いつものことでしょ、美子はセクシー担当になるのが絶対いやなんでしょ。お嬢だから」

　ふたたび訪れた険悪なムードに俺は気を使ってみるが、みんなグラビアの話題を出すと美子が怒るという一連の流れにずいぶん慣れているようだった。

「はぁ、絶対人気でると思うんだけどなぁ美子はスタイルもいいし。けど本人があそこまで嫌がるなら今回はしょうがないか……」

　各所に営業に回り、やっと手に入れたであろう企画を瞬速で拒否されたことに、社長はがっくり肩を落としていた。よくよく見ると髪をセットしているもののずいぶん頭皮が目立っているではないか。そっか、社長もいろいろ苦労してるんだろうな……。全くの初対面であるが、俺は社長に共感せざるをえなかった。

　俺もさんざん営業に回りクライアントになってくれそうな店舗を見つけても、結局、社内審議で条件の折り合いがつかなくなる辛さを知っているからだ。

　近隣のラーメン屋や居酒屋に広告掲載を掛け合ってみるものの、たいがい「そんなフリーペーパー本当に効果あるの？」と一蹴され、さんざん広告料を値切られ、言われたままの金額で、社内に持ち帰っても結局実を結ばずといった徒労の繰り返しであった。

　俺も正直、フリーペーパーなんかどうでもよかった。地元でもない地域を盛り上げたい！　と高い志をもつほどピュアな人間でもなく、ただ昼食によく利用するつけ麺屋で、フリーペーパーについてる味玉無料クーポン券を個人的に利用する程度の愛着しかなかった。

　けれども、そのクーポン券をつけてもらえるか否かの交渉に駆け回るのが俺の会社での役目であり、俺と社会との接点でもある、という自覚はもっていた。

　スケールの小さい仕事内容に、働くとか、人生とは一体なんなのか？　を自問自答することもあったが、それが俺の人生の一端を担っている仕事であったことは確かなのだ。

　世の中にはやりたくないことはやらずに、自分の好きなことだけをやって成功を収めたり、飯を食っている奴もいるだろう。

　けれども俺にはそんな才能も商才もなければ明確な夢もない。それならば与えられた業務をしっかりとやりきることで自分は社会人であるという責任感を身につけ、自信をつけようと思ったのだ。

　そう思うと、俺には美子の反抗的な態度が、納得できなかった。

「じゃあ、残念だけど今回うちのグループはエントリーしないって方向で先方に連絡入れとくわ……」

　そう言うと社長は、はぁ、とため息をつき立ち上がる。

「社長、ちょっと待ってください」

「え？」

「ちなみに確認だけど、じゅんとゆうゆは別に水着になるのは大丈夫なんだよね？」

「私は全然やりたいかんじだけどっ」

「私は……みんながやるなら合わせる……」

「社長、先方に連絡を入れるのはちょっと待ってもらえませんか。一度、美子に直接掛け合ってみます」

「長束……お前……」

「無理かもしれないですが、一回美子とじっくり話してみますよ」

　中間管理職的なポジションの人間の性かもしれないが、俺は社長の姿を見ていたたまれない気持ちになってしまった。実際に美子を説得することができるかはわからないが一度、美子に掛け合ってみようという責任感に似たなにかが湧き上がってきたのだ。

「長束、お前ボーッとしたやつだと思ってたけど、なんかプロ意識というか社会人らしさが増したな、嬉うれしいよ……この仕事も先方にずっと掛け合っててやっと取れたわけだし」

　社長は、俺の一言に相当感極まったようで「俺の教育は間違ってなかったんだ」と自分に言い聞かすように呟いては、何度もうんうんと頷うなずいた。

「まぁ、美子のＯＫが出たら全国の人に私たちを知ってもらえるチャンスだもんね。いまからダイエット頑張ろっかなっ」

　じゅんは今回のグラビア企画にわりと乗り気なようで、いまからスタイル作りに励むようだ。

「社長、ちなみに先方に連絡するデッドラインはいつになりますか？」

「撮影は一ヶ月後だから、いまから一週間後に最終ジャッジを連絡すれば、大丈夫かな」

「じゃあ、一週間かけて美子を説得してみます」

「ありがとう。お前いつのまにかすげぇ中間管理職っぽくなったな……ハハ、なんか泣けてきた」

「じゃあ、話がまとまったところで、そろそろ解散しますかっ」

「だね……行こっか……」

　感涙する社長に目もくれず、みんな床に置いたバッグを持ち上げ、おのおの立ち上がる。

　一段落したので、もう解散するという和やかな雰囲気だが……そういえば俺はどこに帰ればいいんだ？　というかそもそも家は存在しているのか？　という根本的な疑問にいまになって気がつく。

　しかしここで「そういえばさ、なつかの家ってどこだっけ？」と聞くのも謎すぎる。というか痛すぎる。一体どうすれば……ああ、そうだ。人は行き詰まった時ほどいい感じのアイデアが降ってくるものなのかもしれない。

「うっ!!　みんなごめん……なつか、ちょっと体調悪いみたい……。めまいがする……誰かおうちまで送ってくれないかな……」

　俺は立ち上がった途端、千鳥足でふらつき、壁にもたれかかる演技をしてみた。家の場所どこだっけ？　と聞くのは怪しいが、体調悪くなったから家まで送ってくれ、という算段で家の場所を知るのは不自然ではないはずだ。

　俺は、体調が悪そうなふりをしながら、薄目でみんなをちらっと見た。が、誰も大して動揺している様子はなかった。

「家まで我慢できないレベル……？　歩ける……？」

「うん、歩けるんだけど……家の前まではついてきてほしいかんじかも……」

「家の前……？」

「と、遠いかな？」

　すると、ゆうゆが急に心配そうな眼まな差ざしをこちらに向けてきた。

「……長束、本当にしんどいんだね。わかった、荷物もってあげるよ。ほら、掴まって」

　ゆうゆは俺が右手にもっていた大きなトートバッグを自分の左肩にかけると、右手で俺の左手を握った。

「！」

　ふんわり柔らかいけれど冷たい手のひらと、関節の細さがはっきりわかる指。指先は冷えた陶器のカップの持ち手を思わす冷たさだ。普段触れたことのない感触に、俺は手のひらから、自分が男であることを意識しだす。

　女の子とこんな風に手を繋つないだのはいつぶりだろうか。俺は、手汗に気づかれないように弱々しくゆうゆの手を握ることにした。








第９話「長束……もっと奥につめて」






「ほら、長束ついたよ……」

　事務所から徒歩２分。細い裏道を２度ほど左折した場所に建つ古びた薄灰色の団地マンション。その６階がどうやら俺の部屋らしい。

「はぁ、ただいまー」

　ゆうゆは荷物を玄関に置くと、こげ茶色のフローリングの廊下へ上がる。

　玄関を開けた瞬間から、部屋にはアロマの香りが立ち込めていた。

　ファッションビルに入っている小こ洒じゃ落れた雑貨屋の前を通った時に香る、あのメンタルに良い効果がありそうなリラックスする香りだ。

　嗅覚で、俺は女の子の部屋に来たことを実感する。

　玄関から続く廊下を進むと、廊下沿いに小さなステンレス製のシンクがある。廊下の奥のドアを開けると、そこには６畳ほどの和室があり、その右側には同じくらいの広さの洋室があった。洋室にはシンプルな白い枠組みのシングルベッドが置かれている。

　ふたつの部屋は薄い引き戸によって仕切ることができるようだが、引き戸は開いた状態で、和室と洋室が混在するワンルームのようになっていた。和室からはベランダに出ることができるようで、パステルピンクの柔らかなカーテンが印象的だ。ところどころに紙袋や封筒が散らかり生々しい生活感がある。間取りは２Ｋといったところだろうか。

「ほら、長束寝てたら？　冷蔵庫になんかあるかな……」

「え？　ああ、ありがとう」

「じゃ、いまのうちにお風呂も沸かしとくか……」

　ゆうゆはそう言うと、浴室に向かい、浴槽の蛇口をひねった。

　感情が摑つかめず、一見冷たそうに見えるけど意外と面倒見がいい子なのかな……。俺はそんなことを思いながらも、とりあえず寝たふりをして、ゆうゆが出ていくのを待つ作戦に出ることにした。

　寝床のありかを確保するところまでできたが、まだ俺の身に何が起こっているかを完全には確認できていない。とにかくいまは今日起こったことをゆっくり振り返って、一人になって、タバコでも吸って一服してからでないと頭をリフレッシュできなそうだ。

　確か事務所の近くにコンビニもあったから、そこでハイボールとビーフジャーキーとカップ麺でも買って晩酌しながら今起こっていることを、ひとつひとつ振り返ってみるか……。

　ひとまず俺は寝たふりをすべく洋室にぽつんと置かれたベッドに潜り込んだ。ひんやりしたシーツが肌にぴったり触れる。湯船に徐々にお湯が溜たまっていく音を聞きながら、俺は目を閉じた。だが、リラックスしたのも束つかの間ま、蛍光灯のうるさい明かりに起こされる。

「長束、具合はどう……」

　目を開けると蛍光灯から垂れ下がる紐ひもを握ったゆうゆがこちらを見下ろしていた。

「ごめん、今日はもう休もうかな。ぐうぇっぐうぇ」

　ゴホゴホと咳せきをするはずがいつもの癖で、思わずえずいてしまった。見た目が変わってもえずき癖は治っていないようだった。あゝ、悲しきおっさんの性。

「……そう」

　ゆうゆは手でしっしっと犬でも追い払うような動作をこちらに見せたと思えば、ベッドに腰をかけた。

「長束……もっと奥につめて」

「ご、ごめん！」

　そう言うとゆうゆは、俺の隣にごろんと寝転がった。

「ふぅ……」

　俺に背を向けると、ゆうゆはそのままスマホをいじりだす。

　ゆうゆのサラサラの髪が鼻先に触れる。細く柔らかな毛質で、かすかにバニラのような甘い匂いがする。

　鼓動が早くなるほど罪悪感が混じった緊張感がこみ上げてくる。俺は、自分の気がおかしくならないように、ギリギリまで壁に身を寄せ壁側を向いた。小さく体勢を変えるたびベッドは意味深にギシッと音を立てきしむ。

　この状況、一体どういうことなのだろうか。

　……仮に俺が男だったらこの状況はＯＫサインなのだ、と受け取って次のアクションを起こしていただろう。いや、まぁ男なんだけどな。

　しかし、いまは一応女の子同士だ。女子という生き物は意味なく友達同士で手を繋いだりすることもある。つまり友達同士でもやたらとスキンシップを取りたがる節があるのだ。

　男同士で意味なく手を繋ぐ……ということは俺の青春時代の思い出にはない。

　けれどもただなんの意味もなく、隣に寝るという行為は女の子同士ではコミュニケーションのひとつとして存在しているのかもしれない。

　これは女の子同士のコミュニケーションあるあるを知らない男が立てたひとつの仮説にすぎないけれども。

　けど、よく考えてもみろ。普通に考えてわざわざシングルベッドに二人で寝ることもないだろう。だって狭いじゃん、カーペットに大の字に寝転がって「あーつかれたぁー！」とか言ってマイクロビーズクッション抱きながら意味なくごろごろしてくつろぐという方法もあるじゃないか。

　しかし、ゆうゆはベッド以外の敷地という広大な面積を捨てて、わざわざ俺のベッドに潜り込んできたのだ。これがどういうことかわかるか？

　いやわからないから考えているのだが、ベッド以外のその他の敷地を捨ててわざわざ俺の隣に寝転んだというのは、目的はくつろぐことではなく、「俺」である、という方程式が成り立つのではないだろうか？

　しかも、わざわざ寄ってきたのは相手の方からだ。さんざん能書きを垂れてみたが、この状況を的確に説明できる動機がなかなか見つからない。俺に近づきたくてここに寝転んできたという以外に、信ぴょう性の高い仮説が見つからないのだ……ということはもしかして。

　俺はここでハッと閃ひらめいた。








第10話「……俺は今晩、オンナになれそうです」






　自分の天才的閃きに、思わず口元が緩んでしまう。おそらく答えはこれだ。




　噂うわさにしか聞いたことがないが、おそらく百合ゆりってやつなのかもしれない。




　残業で疲れ果てて帰った夜に、テレビをつけるとそれっぽいアニメをやっていたことがある。

　あの夜、俺は初めて見た百合とやらに思わず見入ってしまった。自分はそういった類のものに興味がないと思っていたが、女の子同士が指と指を絡める恋には、こうなんというか男女にはない崇高な耽たん美びさが潜んでいた。

　雨の中でしっとり濡れた淡い花という表現が似合う影のある美しさだ。それが俺にとっての百合だった。

　……俺の閃きは、さらに続いた。人間、考えが軌道に乗ると次々に天才的考察が浮かんでくるものだ。ここでの閃きは次のようなものだ……もしかして、俺がここで「お姉さまぁ……」とか言って甘えれば、足先から絡み合い、めくるめく百合展開に突入するのではないか。という実践を兼ねた天才的考察だ。

　けれども、俺そういうの初体験だしどういう風にしたらいいかわからない。っていやよく考えたら俺元男だし……意外といい感じにリードできたりするんじゃないか？

　ここは覚悟を決めて、呟いてみるか……。ダメで当然だけど、もしなにかあったらラッキーだし。据え膳食わぬは男の恥という諺ことわざがあるくらいだ。

　ああ、けど一応相手の年齢は確認しとかなきゃな。いまはほら「未成年だって知らなかった」って後で言っても許される世の中じゃないし……。なにか大事になっても貯金もないし。

　鼓動と共に荒くなる呼吸を必死に抑えようとすればするほど、近すぎる距離が気になった。すると、背中に指でちょんちょんとつつかれる感覚が走る。

　これは……あれか!!　俺の方が待ちの姿勢だったからそれを見かねたゆうゆ、いやゆうゆ改め、お姉さまから仕掛けてきたということなのか!?

「長束……」

「は、はい。なんでしょう」

「ねぇ、こっち向いて」

「え!?」

　ついに時は満ちた──俺の予想は大方間違っていなかったようだ。これは、あきらかに誘ってきている。いままでのくだらない不安は一気に砕け散る。俺は、ゆっくりと息を吐き、呼吸の速さを悟られないようにゆっくり寝返りを打ってゆうゆの側へ体を傾けた。

「長束……」

　振り返ると息の温もりが届くほどの近さに、ゆうゆの白い頬があった。ほのかに甘く、柑かん橘きつ系けいタブレットの香りがゆうゆの口元から溢れる。

　朝一番の、まだ誰も足を踏み入れていない一面の新雪のようなすべらかで白い肌に、長い睫毛の影がおちていた。

　ゆうゆは、横たわった姿勢のまま、俺の目をじっと見つめた。

「あっ、あのなんでしょう……」

　大げさに動揺してみせたが、俺は「正直、これはイケるな」と確信しかしていなかった。

　なんなら、あと一時間後には俺はゆうゆとかけ布団の中でお互い生まれたままの姿で膝を丸めて向き合い、指を絡めて「ふふふ」「もう、甘えん坊なんだから」と賢者タイム知らずで愛を語り合うシーンまでが明確に頭に浮かび上がった。

「長束、私が何してほしいか、わかるよね……」

　ゆうゆは意味深に、ゆっくりとした口調で呟つぶやいた。心なしかさっきよりも瞳が潤んでいるようにも見える。

　──今だ。俺は準備していた言葉を呟くことにした。




「おっ、おっ、お姉……お姉さま！！！」




　窓の外では下弦の月がしっとり闇夜を照らしていた。田舎のお父さん、お母さん、大して親孝行もできていない俺ですが……俺は今晩、オンナになれそうです。








第11話「あっごめん、そうだったね、先入ってきていいよ」






「え？　なにそれ……」

　ゆうゆから返ってきたのは、予想外の反応だった。さっきまで潤んでいたように見えた瞳だったが、いま俺を覗き込むのは、さきほどから一変し、乾ききった瞳であった。

「あのさ、弱ってるみたいだから気使ってたけど、ここ私のベッドだから……」

「え？」

「だから、そろそろ自分の布団に戻ってくんないかな……」

　ゆうゆは怒っているわけでもなく、心底面倒臭いのか、淡々とそう告げる。

「え？　俺の布団？」

　しまった、つい自分のことを俺って言ってしまったー！　などと振り返るのが先になってしまったが、どういうことだ？　ゆうゆの言い草的にここは俺のベッドではないということなのだろうか？

「もしかして、しんどくて布団敷けないの？」

「いや、ああ、まぁそうかも……」

「……だったら言ってくれたらいいのに。そんな時のルームメイトでしょ」

「そうだよね。って、え？　……ええっ!?」

　聞き間違い、ではないよな。ルームメイト？　いまルームメイトって言ったよな。うん、確かにそう言った、はず。

「どうしたの？」

「い、いや俺たちルームメイトだよなぁ、と」

　しまった！　また俺って言ってしまった！　自分のことはなつかって呼ぶ設定だろうがぁぁぁ！　なに自分から設定ガバガバにしてんだよぉぉぉ！

　俺は昔からそうなんだ。自分の無能さというか詰めの甘さが嫌になる。もうそんな自分が情けなくてやりきれず思わず両手で顔を隠す。すると、そんな俺の一連の言動がおかしかったのか急にゆうゆが笑い出す。

「ふふふ、なにそれ。ウケるんだけど……」

「ハハハ……」

「長な束つか、今日なんか変。大丈夫？」

　ゆうゆはそう言うと、笑ったままひんやりした手を俺のおでこにピタッとくっつけた。ゆうゆの顔がさっきよりますます近づく。

「!?!?!?」

「んーちょっと熱い？」

　くっつけた手のひらを裏返してはくっつけ、を繰り返しゆうゆは何度も俺に熱がないかを確認してくる。熱がないことくらい自分でもわかっているのだが、俺はゆうゆに言い出せず、されるがまま子供のようにぎゅっと目を閉じてゆうゆの冷たく細い手の感触を感じていた。

「うん、熱はないみたいだね……じゃあちょっと疲れてただけか」

「そっ、そうかもしれない」

「まぁ、いいや」

　そう言ってゆうゆは立ち上がり、隣の和室にある押入れから布団を運び出そうとかかとを上げた。

「よいしょっと……」

　重ねられた布団は分厚く、女の子一人で運ぶには大きすぎるのだが、俺は手伝うとも言いだせず、ベッドで布団にくるまったまま、よたよた布団を運んでくれているゆうゆの姿を申し訳ない気持ちで見ていた。

　頭の中には「ルームメイトでしょ」というゆうゆの言葉が何度も何度も再生され、本来よりも甘い意味でルームメイトという言葉を捉えてしまっている俺がいた。ルームメイト、なんと甘美な響きなのだろう。俺は頭の中でその言葉を繰り返し、夢想の入り口にたどり着いていた。

　ルームメイトとは──つまり、同居人のことである。

　同居人とは──つまり、二人は同どう棲せい中なのである。

　いま俺の視線の先にいる、膝立ちで、かいがいしく布団を敷いてくれている彼女と俺は昼夜を共にする仲なのだ。互いのシャワーの音をごくごく自然に聞き、おやすみやおはようなど日々の挨拶をなんの疑問ももたずに交わし合うのだ。ルームメイトって、素敵やん。

「長束、布団敷き終わったよ……」

「ああ、ありがとうごめんね」

　俺はできる限りか細い声を出し、げほげほと咳払いしながらベッドを抜け、和室に向かった。

「明日もレッスンあるしさ、今日はゆっくりやすんで……」

「うん、ありがとう」

　俺はゆうゆが敷いてくれた布団にゆっくり潜り込んだ。

「なんか欲しいものあったらコンビニで買ってくるから。あ、そういえばお湯出しっぱなしだった」

　ゆうゆはバタバタ風呂場に向かい、きゅっと蛇口を締める。

「長束どうする？　先に入る？」

　先にお風呂に入る……女の子の口からそう聞かれたのは、クリスマスの夜に自宅に呼んだ、あすかちゃん以来である。お店のＨＰで見たよりもがっしりした体型で、ぱっちりした瞳だった写真よりも目つきが悪く、やたらとパサついた茶髪のあすかちゃん。

　愛あい嬌きょうはある方だったので積極的に舌を絡めてくれたりしてサービスこそよかったが、背中にいくつかある引っかき傷が終始気になったのを覚えている。そんな彼女にも、もう会うことはないのだろう。いつでも呼べると思っていたが、いざ呼べないと思うともの哀がなしさが襲ってくるものだ。

「ねぇ、長束どうするの？」

「あっごめん、そうだったね、先入ってきていいよ」

「ああそう。じゃあ入るわ」

　ゆうゆはそう言うと風呂場に向かい、しばらくすると湯船につかるちゃぷ、という音が聞こえてきた。別にこれから二人でなにをするわけでもないのだが、風呂音を聞きながら待つ、という時間に妙にドキドキしてしまう俺がいた。

　けれども、いまはドキドキとリビドーと妄想を掻かき立たてている場合ではない。ゆうゆがいないこの隙に、いま起こっていることの状況確認をしなくちゃいけないのだ。

　まずは体をくまなく確かめたいところなのだが、これはあとで風呂に入った時に調べた方がよさそうだ。

　まずは、そうだな、スマホ。俺のスマホはどうなっているのか確認しなくてはいけない。あと、この長束という子。

　俺と〝なつか〟という名前が一緒なのは単なる偶然なのだろうか？

　この子のプロフィールもきちんと確認する必要がある。財布を漁あさってみたが身分証らしきものは見つからなかった。ただ、外見から察するにおそらく10代だろう。日付を確認すると倒れたあの誕生日の翌日であった。俺は、ゆうゆが玄関に置きっぱなしにしたバッグを取るため布団を出た。

　和室までバッグを運び、乱雑にものがぶちこまれた中身を確認する。ポーチや衣装、お菓子やタオルなどが詰め込まれたバッグの奥に、薄いピンク色のスマホがあった。

　幸いにも指紋認証でロックは解除されたので、俺はメッセージアプリのアイコンを探す。

　アイコンの右上には未読通知が「65」と出ている。

「65ってめっちゃ多いな……」

　ひとつのグループの中で未読メッセージがかなり溜まっているようだった。俺は、そのグループのトークルームを覗いてみることにした。








第12話「……いや、下着」






《美子へーき？》

《社長あれまじないわ》

《まぁいきなりだしねー》




　どうやら通知が来ていたのは、美子、じゅん、ゆうゆ、そして俺の四人で構成されたグループのようであった。




《やば》

《わら》




　わざわざ伝えなくてもいいのでは……という雑な日本語でトークルームはほぼ埋まっていた。まぁ、そのトークの流れをかいつまんでいくと、こうだ。

　美み子こは「社長本当にありえない、私グラビアはやらないって言ってるじゃん！」と憤慨している。ゆうゆとじゅんはその美子の怒りに「うんうん」と話を合わせている、という感じで会話は進んでいた。

　美子の言い分としてはこうだ。どんな仕事でもこなして、とにかくなんでもいいから有名になって大成したい！　というよりも、純粋に歌って踊ることが好きなので自分がしたくない仕事は避けて、アイドル活動をやっていきたいということ。

　自分の信念をちゃんと持っているので、言われるがままにいろんなことを受け入れて、悪い大人に騙だまされてしまう……という心配はなさそうなしっかりした考え方ではあるが、現在がまだ下積み段階ということを考えると、少し頑固すぎるのかもしれない。

　どうも美子はしっかり将来のことを考えているので、アイドル活動に付随したグラビアが、その後の人生の足を引っ張るような黒歴史になってしまうかも……と考えている節があるようだ。

　具体的にどのような未来図を描いているかはわからないが、とにかくアイドル活動だけでなく、人生トータルとしてマイナスになりそうなことに足を踏み入れたくないという思いを強く持っているようだった。

　多くのアイドルがそのようなリスクヘッジを考えて行動しているのか、美子が慎重すぎるのかはわからないが、相当本人にはこだわりがあるように垣かい間ま見みえた。うーん、まだ若いしそこまで頑固にならなくてもいい気がするのだが、いまの若い子はみんなそんなものなのか？　さとり世代ってやつ？　けど確かに会社でも全然飲み会に参加したがらない後輩もいたし、そんなものなのかもなぁ。

　……そう考えると、俺はアイドルのことを全然知らない、という無知さを自覚させられる。

　テレビやネットニュースで頻繁に見かけるような情報や国民的アイドルグループに関しては、多少知ってはいるが、美子やじゅん、ゆうゆのようないわゆるメジャーで活動していないアイドルの生態に関してはなにも知らない。たまに、端たん野のから話を聞いていたくらいだ。

　……そうだ、端野。あいつと連絡を取れたら、少しアイドルについてわかるかもしれない。けれども、そもそもあいつがこの世界に存在しているのかもわからなければ、連絡を取る術もない。見たところメッセージアプリには端野の連絡先は入っておらず、長束という人格の交友関係だけしかない。

　端野がこの世界に存在しているかわかる方法はあるだろうか。端野だけでなく俺が関わってきた人間関係は存在しているのだろうか。それを確かめる方法は──。

　そうだ、メールにログインしてみるのはどうだろうか。もしログインできなければ、おそらく俺の今まで生きてきた世界とは別の世界にいる。しかし、メールにログインできれば、また端野をはじめとする俺の知人に連絡を取れるかもしれない。

　俺は早速、ネット上から自分のアドレスにログインを試みた。




《natsuka****@mail.com》




　８文字のパスワードを入力すると、なんと無事にログインできたではないか！

　どうやら俺の生きていた世界はまだ存続しているらしい。

　そしてこちらにも、未読メールが山のように溜まっている。しかし、そのほとんどが《冬にぴったりの温泉宿》《糖度たっぷりのみかんを入荷しました！》など新商品の購買をすすめるメルマガばかりで、そこで自分の人生のちっぽけさを痛感させられる。

　俺が死んでしまったというのに、俺を心配するような知人からの連絡は一切なく、ただ俺の知らないところで今まで通り世界は回っている。

　そんな日常の延長に俺は自分の人生のちっぽけさを見せつけられているようだった。端野に連絡しようとしてログインしたものの、心に、なんだかいますぐやらないといけないことではない気がしてきた。

　正直に言うと、俺はこの時初めて自分の人生の虚むなしさを直視させられ、どうとも言い難がたいただ圧倒的な虚しさ、呆あっ気けなさに心を食われてしまったのだ。

「はぁ……」

　俺はスマホを手放し、大の字になって天井を見上げた。

「見知らぬ、天井」

　そう呟いてみたものの、碇いかりシンジを気取るには、俺は世の中を知りすぎている年齢だし、感傷を盛り上げて涙を流せるほどの青臭さはもう自分にはないという事実に落胆する。

　一気にやる気を削そがれてしまった時、深く考えても思い浮かぶのはネガティブな過去の出来事と、それに付随する後悔だけである。

　今日はこれ以上考えないように、いま目の前にあることだけを現実と受け止め、静かに眠ってしまおう。そっちのほうがいいし、それが俺がこの37年間で得てきた処世術でもある。

　俺は自分に「自分はもう大人である」、ということを言い聞かすように静かに目を閉じた。

　すると、その時風呂場のほうから声が聞こえた。

「長束、ごめん。まだ起きてる……？」

　どうやら風呂場の中からゆうゆがこちらに話しかけてきているようである。

「うん、まだ起きてるよ」

「そっか、ごめんなんだけどさ……下着忘れちゃったから、持ってきてくれない？」

「え？」

「……いや、下着」

　神様、もう俺を試すのはやめてくれ。俺は心穏やかに寝ようとしていたところなのだ。それを、なぜアイドルに下着を持っていくというクエストを与えるのだ。








第13話「マシュマロとは夢の体現であり──夢はマシュマロ色をしているのだ──」






「ああっ下着ね、了解！」

　声が裏返ったのは、下心を精一杯隠そうとしたから、というわけではない。なにが自然な返しかがわからないほどに動揺してしまったからである。

「うん、私の部屋のクローゼットの一番下の段に入ってるから……。どれでもいいから」

　ふたたびちゃぷんと湯船につかる音がする。

　えーとこれは、行動的にはパシリなのだが、概念的にはご褒美とも捉えることができる。

　俺はのしかかった掛け布団を払いのけ、すぐさまゆうゆの部屋のクローゼットを開けた。

　クローゼットには半透明の衣装ケースが置かれており、一目散に一番下の段を開ける。開いた先に見えたのは、一面の夢畑……ではないが、淡い暖色の柔らかな下着がところ狭しとつまっている。

　その柔らかな暖色に覚えた既視感がマシュマロであることに俺は気づく。

「マシュマロとは夢の体現であり──夢はマシュマロ色をしているのだ──」

　ソクラテスはそんな名言を残してはいないだろうが、俺はなにかしらの真理にたどり着いたような気さえしていた。

　願わくば、全てのパンツと全てのブラジャーを引っ張り出して、伸ばしてみたり、パンツとブラジャー、下から見るか？　横から見るか？　吟味して楽しみたいのだが、いまは時がそれを許さない。

　俺は、とりあえず一番手前にあった淡いオレンジ色の下着のセットを引っ張り出し２回ほど手のひらでパンツとブラジャーの弾力を味わい、なにを確認したわけでもないのに「よし」と呟き、風呂場へと向かった。

　脱衣所のドアを開けると、すりガラス越しに、ゆうゆが入浴しているシルエットが見えた。

「ゆうゆ、適当に持ってきたよ」

「ありがとう、そこ置いといて……」

　風呂場に反響した声が、妙に艶なまめかしい。

「うん、じゃあこのへんに置いとくね」

「ありがと」

　俺はとりあえず脱衣所にあった洗濯機の蓋の上にゆうゆのパンツとブラを重ねて置いた。正式な置き方がわからなかったので、パンツを下に、その上にブラを重ねるようにセットした。

　いや、正式な置き方があるかどうかわからないのだが、なんとなくブラジャーの膨らみが崩れないよう忖そん度たくしたのだ。

　それから数分後、湯船からあがる音が聞こえ、せわしないドライヤーの音が止やんだと思えば、頭にクリーム色のタオルを巻いたゆうゆが脱衣所から出てきた。

「ふぅ、長束も入ったら」

「ああ、そうだね」

　その時、俺はとんでもないものを見つけてしまう。

　ゆうゆの右手に握られているもの、それは俺がさきほど献上したブラジャーである。

　ブラジャーを手に持っている……ということはつまり、ゆうゆはいまノーブラなのか、いやけどさっきまでつけていたブラを手に持っているだけかもしれない、いやいやけど洗濯機は脱衣所にあったはず、じゃあやっぱりノーブラなのか。

　ゆうゆがノーブラなのかどうかはその星柄の白いふわふわしたパジャマを開けてみないことにはわからない。これか、これが世に言うシュレーディンガーの猫的なやつなのか……詳しく知らないけども。

「あ……ブラ」

　しまった。俺は思わず心の声を漏らしてしまう。

「ああ、これはいらないから……ありがとう」

　いらないなら、俺にくれ。いや、そうではない。

　つまり、やはりゆうゆはノーブラだったのだ。ふわふわしたパジャマの中には無限の夢が内包されている、ということがいまはっきり確認できた。先生、シュレーディンガーの猫は、どうやらノーブラだったようです。

　ゆうゆはベッドにボフッと寝転ぶとまたスマホをいじり出した。無防備なその姿に俺の胸はキュゥゥゥゥンと締め付けられる。自然体な姿の女の子って、いいね。

　このままずっと自然体の……ノーブラのゆうゆを眺めていたいのだが、俺にはまだミッションが課されている。そう、スマホの次は風呂場でゆっくり女体を確かめなくてはならない。いまから全貌が明らかになる──。

　テレビ番組ならここで一旦ＣＭが入るだろう衝撃の瞬間だ。さっきのライブ会場では確認できなかったところまで全てを探るチャンスがいまやってきたのである。

「じゃあ、お風呂入ってくるね」

「はいよー」

　ゆうゆはスマホを見つめたまま、とりあえずな生返事を返した。

　俺はそそくさと脱衣所に向かい、洗面台の鏡を見つめる。

　そこには、小柄で、サラサラした綺き麗れいな茶髪ロングヘアのまごうことなき美少女が立っていた。

「よし、いくか」

　俺は鏡の中の自分に話しかけ、セーターの裾に手をかける。








第14話「ファビュラス……」






　抜け殻と化した、床に落としたセーターとスカート。

　鏡の前には一糸まとわぬ姿の美少女がいた。

　ケチのつけどころのない綺麗な裸体の美少女が鏡に映っている。

　細い肩、大きさはないが弾力のある胸、適度に肉付きのいい柔らかな肌、たるみのない細い腰に、体全体のバランスから考えると少し大きなお尻。

　もしもこの子が家電量販店にて水着でＤＶＤ発売イベントを開いたとして、青と白のパネルの前で撮った写真がネットニュースになったとしよう。

　おそらくだが、女性の醜美に厳しいネット民からも「ノーチェンジ」というコメントでスレが伸びるだろう、という予感しかしなかった。そんな、死角のない美少女が鏡に映っていた。

「ファビュラス……」

　俺は鏡の中の自分に思わず見入ってしまう。けれども、どうしてか思っていたよりもエロい気持ちにはならなかった。エロい気持ちと罪悪感でいえば罪悪感のほうが若干勝っているだろう。

　なんというか完成度が高すぎて、欲情を掻き立てられないというかセラミック人形を見た時のような、確かに可愛かわいいのだがエロとはまた違う魅力というか、とにかく思っていたよりも欲情が掻き立てられることはなかった。

　なんだか、ものすごくもったいないことをしているような気にもなるのだが……。冷静になってしまった以上仕方のないことだ。

　俺は見知らぬ裸を一通り視し姦かんしたので湯船につかることにした。

「ふぅ……」

　熱めのお湯に首元までつかると、俺は浴槽のへりに肘をつき、誰の目を気にすることなく大の字になりくつろぐ。

「はぁー」

　両手で顔をばちゃばちゃ洗った俺は、手のひらに触れる顔の面積と肌のなめらかさに、不思議な心地を覚える。

　率直に、見た目だけではなく、手触りからも「可愛い」がビンビンと伝わってくるのだ。手のひらで感じる可愛さ。

　これはいままで俺が生きてきたなかで初めての体験であった。いま、俺は全身で可愛い。そう思うと心に暖かいオイルが一滴ずつポトポト落ちてきて、じんわり保温されていくのがわかる。

　仕事のことで上司に褒められたり、告白が成功したりして感じる瞬発的な自信とはまた違った感覚の、暖かな肯定感が心に広がっていく。

「俺は可愛い」という自信は、客観的に自分を味わうことでもあるのかもしれない。「可愛い俺」が風呂場でゆったりくつろいでいる。「可愛い俺」が入浴剤のＣＭのように、ミルク色の湯船のなかで、右手で左腕をゆっくりと撫なでる。

　そういった小さな所作ひとつひとつを絵として完成させる楽しみを覚えるのが「可愛い」と自覚することなのかもしれない。

　ＳＮＳで若い女性がやたらめったら自撮りを上げているのを見た時、ただのナルシストか自己承認欲求の塊かよ！　としか思っていなかったが、いまならわかる。

　自分は可愛いという自負がある人間にとって、自分の可愛さを表現することは、一種の社会貢献活動に似た気持ち良さがあるのだ、と。

　そう考えると、今日のミーティングや社長に対してのみんなの態度は社会人として舐なめ腐ったもの以外なにものでもないと思っていたが、彼女たちは世間を舐めているただのバカ、と言い切るだけでは済ませられない、自分の人生にはなかった視点を持っているのかもしれない。

　そう思うとどのようにして美子を説得できるのだろうか、という疑念は膨らみ、根性論ではない突破口を見つけなくてはならない気がしてきた。

　小さい頃から周りに可愛い可愛いと連呼されて生きてきたであろう美少女から見る世界と、俺のように、自分はおそらく中の中〜下くらいだと小学校高学年頃からぼんやり思ってきた人間とでは、目の前に映る世界のあり方も違うのではないだろうか。

「……やっぱ、端野に聞いてみるか」

　アイドル好きである端野の弱々しい表情が、再度頭に浮かぶ。

　昔からの親友であるが、俺はこの時ばかりは端野に対して謎の優越感を覚えていた。端野、よかったな。いま風呂場で裸の美少女がお前の顔を思い浮かべてるぞ、くそ萌もえるだろ、この状況。もしこの状況を知ることがあったら、心の中でそっと感謝してくれ。

　端野も俺と変わらないアラフォーの男であるが、端野の方が美少女に対して理解が深い。もしかすると端野に話を聞くことで、みんなのマインドを少し理解できるかもしれない。メールアカウントは生きていたことだし、端野に連絡を取ってみるか。

「よしっ」

　俺は勢いをつけ湯船から立ち上がった。勢いをつけて立ち上がったが、脚の付け根になにも当たらない。感触がないという初めての感触である。

　とっとと体を洗ってシャンプーをして風呂から上がってしまおう、とシャワーの前に立った俺であったが、シャンプー棚に用意されていたのは……またしても難問であった。








第15話「これは女子の神器なのだろうか」






　シャンプー棚に用意されていたのは、ピンク色の楕だ円えん形けいの容器と、同じ形状のグレーの容器、白っぽいチューブがふたつに、半透明の細長い瓶にその他諸もろ々もろ……ざっと10種類の謎のボトルであった。

　おそらくシャンプーやコンディショナー、それにまつわるエトセトラなのであろう。思い返してみれば洗面台にもこのような難問が用意されていたが、なにから手をつけてどのように使用するのが正解なのかを感覚で理解するのは、難しそうだ。

　俺はシャワーがかけられた鏡の前にしゃがみ込み、ひとつひとつを手に取って表記を確かめる。

「これは、シャンプーか……これはコンディショナー……これはボディーウォッシュだから石せっ鹸けんみたいなもんか……」

　しかし、読むに従い次第に難易度は上がっていく。

「こっちはオイルメイク落とし、こっちは洗顔料、こっちはフルーツピーリング？　で、これはバスソルト？　ボ、ボディースクラブ？」

　学生時代、世界史の授業で習ったような謎横文字が頭を駆け抜けていく。ガイウス・ユリウス・カエサル？　ルキウス・コルネリウス・スッラ？　ルルーシュ・ヴィ・ブリタニア……？　いやそれは違った。まぁなんにせよ、全然覚えられない馴な染じみのない無機質な暗号である。

　俺はとりあえず、少しずつ手にとって容器の中身を確かめてみることにした。とりあえず、このフルーツピーリングというやつを出してみるか、なんとなく名前的に柑橘系のいい香りがしそうな気がするし。

　ボトルの上部をプッシュし、手のひらに中身を出してみる。ボトルからどろっと、とろみと適度な硬さのある液体が出てきた。柑橘系ではないが、りんごを思わせる甘酸っぱい香りがする。

　とりあえず、手のひらをこすり合わせてみたのだが、なんということだろうか！　俺はそこまで汚れた人間ではない、という自らの尊厳を思わず叫びたくなるような、灰色の手て垢あか、手垢、ただひたすらに手垢がもろもろと手のひらに浮かび上がった。

「なんだこれ……」

　どういう理屈かはわからないのだが、この液体は泡立つことなく、こすればこするほど、ただもろもろと手垢を生成するのだ。

　怖くなって洗い流してみると、手のひらは生まれ変わったように凸凹のないすべすべした肌質に変わっている。

　これは女子の神器なのだろうか。俺はカルチャーショックという名のジャブを見舞われた気でいた。女子の肌がやたらとすべすべなのは、こういった男性には馴染みないアイテムによって保持されているということか。

　そう思うといままで目を向けることはなかった世界の秘密に触れた気にもなった俺は、もてあました好奇心から全身このフルーツピーリングとやらを塗りたくり、両手であますことなく全身をこすってみるという暴挙にでた。

　何ボトルをプッシュしただろうか。中身の残量など気にすることなく胸、腕、腰、足、目に付いたあらゆる場所にとろみのついた液体を塗りまくり、ひたすら両手のひらでこすってみる。すると容赦ない灰色のもろもろした垢が全身から浮き上がる。すかさず手元にあったシャワーで流しさると生まれ変わったピカピカの肌が俺の両手を喜ばせるのだった。

　あまりの可愛さに、俺は俺を抱きしめる。

　一説によると自分で自分を抱きしめるという行為はリラックス効果を得られるらしく、交互に左右の肩を叩たたくというのは「バタフライハグ」といって心理学的に効果が立証されているらしい。

　俺はハリウッド映画のラストシーンのように熱烈なハグで自分を可愛がっていたその瞬間、足を滑らせ思いっきり床にしりもちをついてしまった。

「ギャ！！！！！」

　黄色い声と、ガンッという鈍い音が風呂場に響き渡る。

「イッタ…………」

　俺は浴室の床にしゃがみ込んだまま、鈍痛に耐えていた。ひんやりした床の温度が、さっきまで意気揚々と盛り上がっていた自分をやたらと冷静にさせる。するとその時、「大丈夫？」という声と共にガチャッとドアが開き冷気が舞い込んできた。

　顔を上げると、ゆうゆが心配そうにこちらを見ているではないか。

「なんか、すごい音したけど……大丈夫……？」

「！！！！！！」

　俺は反射的に両手でバッと股間を隠す。

「あ、ええ……いや……」

　冷静な返し、というのは精神の余裕をもって繰り出される。

　俺の頭にこの時に浮かんだ文字は「ｈｂｃあいぎやｈｆばけじぇｓ」といった赤ちゃんのタイピングで打ち込まれたような支離滅裂な字列であった。

　そして咄とっ嗟さに股間をギュッと隠したものの、よく考えれば胸も露あらわにしているのも恥ずかしいのではないか!?　という思いがこみ上げてくる。

　俺は女の子にいま裸を見られている。しかし、当該の女子は俺の裸に驚くことも、恥ずかしがることもなくいたって冷淡な目つきでただ俺を見下ろしている。

　そう考えると俺の心臓は恥ずかしさとはまた違った感情でドキドキ躍動してきた。この感覚はなんなのか……そして俺はいま胸も隠すべきなのか……。








第16話「若干サイコパスぶってパンツをはいた」






「いや、ちょっとはしゃいでただけだから大丈夫！」

「あ、そう」

　ゆうゆはそう言うと風呂場のドアを閉めて出ていった。

　俺の心臓はゆうゆがいなくなったあともバクついていた。なんというか体は反応しないのだが、胸だけがドキドキして、いても立ってもいられなくなり、俺は恥ずかしさのあまり浴槽に飛び込み頭まで湯につかった。

　あ[image: ]!!　死ぬほど恥ずかしい!!　けど、下半身が反応しない！　いや女の子になったから当然なんだけど、なにこれ！　なんか秘められた気持ちが大きすぎていまにも覚醒してしまいそうだ！　いまなら左目がいきなり覚醒してオッドアイになったとしてもおかしくないレベル！　そんな気がする！

　俺は浴槽の中で左右に体を転がしバチャバチャ波をたてながら必死に気持ちを鎮めた。

　頭に次から次へと浮かんでくる、その後の展開……アニメだったらハレーションや湯気が満載になってしまいそうな妄想を掻き消すために、ひたすら湯の中でダンゴムシみたいに転がり続けた。




「長かったね……」

　結局俺が風呂から上がったのはその40分後だった。浴槽で理性を取り戻した後、シャワーの前に並んだボトルの表記をせっせと確認して髪を洗い、乾かし、そこで風呂を出た。

　ただ、パジャマを持っていくのを忘れたので、バスタオルを体に巻きつけた状態である。俺は恥ずかしさを押し殺して淡々と和室のタンスの中を探し、スウェットとパンツを確保してさっと着替える。イレギュラーなことにいちいち動揺していたら気持ちがもたない。

　本当は初めてはいた女性用のパンツについて長々と思うことはあったのだが、せっかく悶もん々もんとする気持ちが収まったところだったので、深く考えないようにめいっぱい表情筋を殺しながらはくことにした。

　なんだったら「え？　こういったフォルムのパンツはくことで別に心が動かされたりしないよ？　うん。俺、昔から人よりも感情が欠落してるからさ……」といった具合に若干サイコパスぶってパンツをはいた。

　ゆうゆが敷いてくれた布団にまた潜り込んだ俺であったが、寝そべった時に疲れがどっとやってきた。

　風呂に入り、美少女になった自分の裸体と初めて向き合うというミッションは、意外と精神的疲労が大きかったようで、俺はもう今日を振り返るとか、これからどうするかとか考えるのも面倒くさくて、ただサードウェーブ系カフェで流れてるみたいなリラックスできる音楽を聴いてぐっすり眠りたかった。うん、もう寝よう。

「そいえば、明日レッスン11時からになったから、10時20分には出なきゃね……」

　寝よう!!　と意気込んだ瞬間に、ゆうゆが話しかけてきた。なんだよゆうゆ。

　そんなに俺のこと……寝かせたくないのか？　まったく可愛いやつだな！　と心の中で呟つぶやくことでさっき恥ずかしめられた復ふく讐しゅうを果たした気になっている自分が悲しい。

「そうなんだね」

「うん、なんか連絡きてたよ、てか長束……」

「ん？」

「美子は、難しいと思う……なんていうか美子は私たちとはちょっと違うから……」

　意外であった。ゆうゆが自ら、美子の話題を振ってくるとは。ゆうゆは我関せずな態度を決め込むと思っていたのだが、今日のことを少し気にかけていたらしい。さっきも俺の布団を敷いてくれたりとクールに見えて意外と優しい子なのかもしれない。

「そっか、その私たちと違うっていうのはどういうこと？」

「うーん。なんていうのかな……上手く言えないけど……」

「うん」

「なんか、美子はしっかりしてるけど、意外と一番マイペースな気がする……」

「そうなのかぁ」

　美子が一番マイペース。これも意外な告白であった。長身でハーフっぽい顔立ちから醸し出されている雰囲気のせいもあるかもしれないが、俺の目にも美子は常識人でしっかり者に映っていた。まだ数時間しか一緒にいないが、面倒見のいいお姉さんタイプという印象を持っていたからだ。

「えーっと、どんなとこがマイペースに思うの？」

「うーん。なんだろ、いっぱいあるんだけど……あ、そうだこないだ大阪遠征の時あったじゃん？」

「え、う、うん」

「あの時とか……美子だけ空き時間にどっか行って服買ってギリギリに戻ってきたりしたじゃん……」

「ああ、あったね！　うん！」

　人間の記憶とは曖昧なもので「昔、こんなことあったじゃん？」と他人から３度同じエピソードを聞かされると、たとえそれが嘘うそのエピソードだったとしても最後には「ああ！　あったね！」と記憶が捏ねつ造ぞうされるらしい。

　あと２回、このエピソードを聞けば俺も新大阪駅でたこ焼き買ったりして楽しかったあの大阪遠征を思い出せる、はず。

「だからなんていうか……難しいと思う。けど……」

「うん」

「やったほうがいいとも思う……」

　どうやらゆうゆなりに、今日社長が持ってきた仕事に対して考えていたようで、社長の前では気乗りしない態度だったが不真面目な姿勢ではなかったらしい。

「まぁ、そうだよな。あの仕事チャンスだもんな」

「……うん、チャンスになると思った」

「じゃあ、明日頑張って美子を説得してみるから、ゆうゆも援護を頼む」

「……わかった。じゃあ、おやすみ……」

「ああ、おやすみ」

　部屋の電気が消され、俺とゆうゆは眠りにつくことにした。美子をどうやって説得するかもまだ考えられてないし、ガールズバーでぶっ倒れてからの出来事をまだ整理して把握できていないんだけど、とりあえず今日はもう頭がキャパオーバーなので、一旦寝よう。

　明日の朝起きたら、またおっさんに戻ってたりするのかな……。








第17話「まさかその格好でやらないよな」






　朝９時30分に目覚めた俺の体は、いつもの背中が重い感じも、酒がまだ抜けていなくて錆さびているようなダルさもなく、全身がただひたすら軽かった。

　こんなすがすがしい朝は何年ぶりだろうか。

　歯磨きをしてもえずかない。鏡を見て「あーちょっとやばいかなー」と減りゆく毛髪に落ち込むことも、ヒゲを気にすることもない。

　もうすぐやってくる冬の気配を感じさせる冷えた空気も、神聖なものに思える。そうだ、ベランダに出て、小鳥さんに挨拶してみよう。だって……世界はこんなにも愛で満ち溢あふれているのだから。

「長な束つか、寒い……窓閉めて」

「あ、ごめん」

　ゆうゆの一言で、すっかり現実へと引き戻されてしまった。引き戻されたといっても、夢のような現実なんだけどな。

　俺とゆうゆは朝の支度を済ませ、俺は人生で初めてプリーツスカートをはき、足元がスースーする感覚を味わいながら、四ツ谷三丁目から30分ほど離れた場所にあるレッスンスタジオへと向かった。

　乗り慣れた路線であったが、俺は車内でもいままで感じたことのない初めての感覚を体験した。電車を待っているホームや電車に乗り込む瞬間、そして車内で、やたら人と目が合うのだ。

　つまりは、すれ違う人がみな俺とゆうゆのことをチラッと見るのである。目が合えばみんなさっと目をそらしてしまうのだが、通勤ひとつをとってもこんなに世界が違うものなのか、と俺は美少女目線の世界に酔いしれていた。

　途中でゆうゆが「ごはん買っていこうよ」と言ってきたので、レッスンスタジオの近くにあるコンビニへと立ち寄ることにした。

　そういえば昨日の夜は、なにも食べていないことを俺は思い出した。

　いまからレッスンって言ってたし、なにか腹に溜ためておいたほうが良さそうだ。

　スポーツドリンクとかも必要なのかな……俺はコンビニで食料を物色しながらゆうゆが何を買っているのかちらっと見た。するとゆうゆは手に、大盛りの明めん太たい子こパスタと明太子おにぎり、１リットルの水、さらにポテトチップスとチョコレート菓子を抱えて、さっそうとレジへと向かった。

「!?」

　糖質のオンパレード……あれを全部朝食にたいらげるというのか？　あんな華きゃ奢しゃな体のどこにそんなに大量に入るのだ……。俺もこの間までそれくらいたいらげていたが、ゆうゆとかつての俺では体型が違いすぎる。

　なんだ、もしかして食べても食べても太らない、胃下垂ってやつなのだろうか？

　俺は呆気にとられ、ゆうゆが会計を済ます姿に見入ってしまっていた。

「長束、早くしないと遅刻しちゃうよ……」

　会計を済ませたゆうゆに急せかされ、俺は適当にスポーツドリンクと目の前にあったおにぎりをふたつ手に取りレジに向かった。

　到着したレッスンスタジオは、プレハブのような二階建ての建物だった。外付けされた、カンカンと金属音が響く階段を上り、薄いドアを引くと、そこには壁が全て鏡張りとなったダンススタジオであった。

　するとダンススタジオの端のカーテンで仕切られた一角から、黄緑色とピンク色のタンクトップを重ね着し、黒いハーフパンツをはいた女性が出てきた。

「おはよう。ゆうゆ、長束。今日も早いな」

　20代半ばくらいだろうか。快活な口調と明るい笑顔、少し日に焼けた引き締まった体の女性である。身長は１６０センチくらいといったところだろうか。高めの位置でまとめられた、艶つややかな茶髪のポニーテールが揺れる。うーんいわゆるウェイ系の一軍女子って感じだ。ナイトプールに常駐してそうな雰囲気がある。

「おはようございます……」

「あ、おはようございますっ!!」

「今日は新曲のおさらいからやろうか」

　話している内容と、アグレッシブな服装的に、おそらくダンスの先生なのだろう。先生はスマホをスピーカーに繋つなぎ、黒人ラッパーが歌ってそうなＲ＆Ｂをかけた。スクールカースト上位の陽キャしか聞かないであろう低音が効いた洋楽である。俺のスマホにはこんな系統の音楽は一曲も入っていなかった。

　先生はそのまま鏡の前でベターッと開脚し、上半身を前に倒すと準備体操をはじめた。

　ゆうゆはそんな先生の様子にはお構いなし、といった感じでスタジオの隅に体育ずわりし先ほどコンビニで買ったパスタをもぐもぐと食べだした。

　俺もゆうゆの隣にちょこんと座り、さきほど買ったおにぎりをとりあえず食べることにした。

　いまから、ダンスをやるんだよな。ダンスなんてやったのは中学生の頃、体育の授業であった創作ダンス以来である。一応バスケ部に入ってはいたものの、ただの『スラ○ダンク』の影響で真面目にスポーツをやってきた経験はない。……大丈夫だろうか。足つったり脇腹痛くなったりしたら嫌だな……。

　久しぶりの運動に不安になってきた俺はゆうゆが食べ終わるのを待たず、さっさとおにぎりふたつをたいらげ、見よう見まねで先生のストレッチを真ま似ねることにした。

　鏡に向かって開脚し、前屈してみるのだが、思ったよりも大変である。どうやらこの体もそこまで股関節が柔らかいわけではないようで、床に手のひらをつけるのが精一杯というところだ。上半身をベターッとつけるにはまだ至らない。

　すると鏡越しに俺のぎこちないストレッチを見た先生が急に立ち上がり、俺のそばまでやってきた。

「長束、着替えは？　まさかその格好でやらないよな」

　先生は笑みを浮かべながら、鏡を見てみろと言うかのようにあごをくいっと鏡のほうに向けた。先生の動きにつられ、鏡を見てみると、そこにはパンツ丸出しで開脚している俺がいるではないか。

「！！！」

　スカートをはく習慣がない、というのはパンツが見えないように気にする習慣もないということだ。リラックスした体勢をとったり、何気ない仕草ひとつひとつの中で、いちいちラッキースケベが発揮されないように、所作を気にしないといけないというのか。なんというか、女になるっていろいろ面倒というか人の目をいちいち気にしないといけない窮屈さも付随しているのかもしれない。

　俺は美少女生活二日目にして、美少女としての生活は、思っていたような完璧な楽園ではないのかもしれない、というちょっとの不安にこの先の生活が少し心配になった。








第18話「ダサ恥ずかしいという造語が頭の中を駆けめぐった」






「なに？　レッスン着忘れたのか？　仕方ないな、ほら」

　パンツ丸出しで開脚してた俺は、先生に「さっさとレッスン着に着替えろ」と言われたものの、レッスン着がいるということすらわかってなかったので、先生が持っていた着替えを借りることになった。

　ダンスレッスン、と聞いていたので動きやすい着替えがいるかも？　と思っていたものの、アイドルのレッスンだから、もしかして衣装を着て踊るのではないか？　ほら、ターンするたびにスカートをひるがえしたりしてさ。あれ、めっちゃ可愛いじゃん。とか不ふ埒らちな妄想を膨らませるあまり、途中から着替えのことをすっかり忘れてレッスンスタジオまで来てしまったのだ。

　昨日さんざんみんなに対して「ミーティングとは〜」と先輩目線で語っていたくせに、初歩的な忘れ物をしてしまうなんて、恥ずかしい。

　普段めちゃめちゃ先輩面するくせに、飲みに付き合ったら、人より多く飲んでたのにきっちり割り勘してくる先輩くらいダサい奴やんけ……。と俺は金子先輩の顔を思い出しながら我がフリを恥じた。

「もう次からは忘れ物するなよー」

「はい、すみません！　ちゃんと洗って返すので」

「そのままで大丈夫だから、気合い入れて練習だな」

　飾り気のないさっぱりした口調ではあるが、怒っている様子もなくカラッと明るい先生は、「ＦＬＯＲＩＤＡ」とピンク色の文字でデカデカと描かれたポリエステル素材のボストンバッグを漁る。そして折りたたまれた服を俺に手渡してきた。

　俺は、さっそく着替えようとカーテンの奥に入り、もわもわ柔らかい白いタートルネックとグレーのプリーツスカートを脱ぎ着替えようとしたのだが……バッと広げた服は、俺が想像していたオーソドックスな形状とは一線を画していた。

「え、なにこれ……アメリカのストリッパー？」

　先生から渡された服は、紺色のピタッとしたホットパンツと、ネオンオレンジの、これなんて説明したらいいんだ……ああ、あれだ。浅草サンバカーニバルで、普段のおとなしい自分とは違う、陽気な自分を解放するＯＬさんが付けてそうな攻めすぎたデザインのブラジャーだった。

　ネオンオレンジのテカテカしたブラジャーにはスパンコールが縫い付けてあり、動かすたびにシャラシャラと音を立てる。こんな衣装を付けているのは、自分を解放したがるＯＬか、痴女か、水着グラビアもこなす鳩はと胸むねが魅力的な女子プロレスラーかぐらいだろ。こんな姿でダンスレッスンって、マイナーな羞恥プレイかよ。

「あの、先生この服……」

　俺は、試着室に入ってみたものの、サイズが合わずワンサイズ上の服はあるかを恥ずかしがりながら店員に尋ねる客のように、カーテンで身を隠し顔だけをひょっこり出した状態で先生にＳＯＳを送る。

「どうした？」

「いや、この服ちょっと過激すぎないですかね……」

「それしかないやー。てか、どうせ汗かくだろ」

　まじか。この服を着てダンスレッスンやれってのか。いやまぁ本もとを正せば忘れた俺が悪いんだけれども。うん、それはわかってるんだが……まじか。

　ためらう気持ちしかなかったものの、俺は恥を忍んで、手渡された服に着替える覚悟を決めた。

　なんというか、家でだらけている時にはパンツ一丁でいることもあったし、会社の忘年会で、その年に流は行やった芸人の真似をして半裸になったこともあった。だからそこまで半裸に抵抗があるわけではないはずだ。

　しかし、その時よりも布面積は多いはずなのだが、この圧倒的な恥ずかしさはなんなのだろう。

　中途半端に隠されている衣装だからこそ、余計にいけないことをしているような気になるというか、隠された部分に視線が注目してしまいそうで恥ずかしいのか。うーん、上手く言語化できないが……ダサ恥ずかしいという造語が頭の中を駆けめぐった。

　俺は着てきたタートルネックのセーターをタオル代わりに胸元を隠し、カーテンを開ける。するとそのタイミングで「おはようございまーす」と美み子ことじゅんがドアを開け、レッスンスタジオへやってきた。帽子を目深にかぶった二人と目が合う。一番に口を開いたのは美子であった。

「げっ、長束なにその格好」

「長束まじウケるんだけど、激エロじゃんその格好！」

　うん、美子さんそうなるよね。自分でもよくわかってるから、深くは触れないでくれ……。




「じゃあ、まずはストレッチからなー」

　先生はさきほどから流しているＲ＆Ｂの音量をあげると、立ったまま足を肩幅より広めに開き、手のひらを組んだ両手を、天井にむけて伸ばした。ダンスレッスンはなにをするのか？　要領を摑つかめていない俺は、周りの様子が見渡せるように、一番後ろの位置でとりあえず先生の動きを真似る。

　さきほど、美子に「なにその格好」とツッコまれたが、よくよく見ると、みんな一風変わったレッスン着を着ているではないか。確かに痴女めいた服装をしているのは俺だけだが、みんなのＴシャツに印字された文字も、お世辞にもお洒しゃ落れといえるものはなかった。

　美子は「外神田めんそ〜れフェスタ」、じゅんは「ＫＡＭＩＫＡＺＥ」、ゆうゆは「もんじゃの後は、ファブ○ーズ」と、一体どういう因果関係で手に入れたのか謎なＴシャツばかりであった。お前たちだって充分ダサ恥ずかしいぜ！　俺はみんなのＴシャツに書かれた謎のデザインに意識がいかないように、先生の動きだけに注目しストレッチを続けた。

「じゃあ、早速新曲のおさらいからやるか」

　一通りストレッチが終わった後、先生はかかっていたＲ＆Ｂを止める。

　その瞬間、メンバーの雰囲気が少しピリッとしたものに変わる。

「先生、まずはフォーメーション確認なしで、振りがちゃんと入っているか確認お願いします」

　美子はこちらに振り向いて「まずはそれでいいよね？」と同意を求めてきた。

「うん、そうだね！　一人鏡一枚使う感じでっ」

「……うん、歌もちゃんと歌ってやろう」

「えっ歌!?　ダンス!?」

　まずい。彼女たちの歌もダンスも一曲も知らないので、すぐにボロが出てしまうと思った俺はなんとか誤ご魔ま化かそうとしたが、上手い言い訳が思い浮かばなかった。しかし、そんな俺の反応とは相反するようにじゅんとゆうゆも昨日事務所で会った時とは違う、真剣な眼まな差ざしでやる気に満ち溢れているようであった。

「じゃあ、立ち位置確認なしで、振りの確認を通しで！　先生お願いします！」

　美子はそう言うと、スタジオの真ん中より少し左に立った。ゆうゆは美子よりさらに左。じゅんは美子の右側に立ったので、俺はじゅんのさらに右側にあたるスタジオの端に立つ。

　やばい、やばい、やばい……サビすら知らないんだけど。

「じゃあいくよ」

　挙動不審になる俺のことなどお構いなく、スピーカーから音楽が流れだす。








第19話「実際にやってみるとマルチタスクをこなしているようなものだ」






　しかし、どうしたものか。そのメロディーになぜか聞き覚えがあったのだ。初めて聞いた知らない曲なはずなのに、何度も聞いて体と頭に叩き込まれている気がしたのだ。体が覚えている、とはこういうことを言うのかもしれない。俺の体と頭にはダンスの振り付けや歌詞がきっちり叩き込まれていたようで、自転車をなんなく運転できるように、一曲を踊りきることができた。鏡に映った自分の姿をじっと見ながら踊るような経験は普段なかったので、気恥ずかしさを覚えたものの、周囲の真剣な姿勢に触発されて、真面目に踊りきった。

　たった５分ほどの曲であったが、動きっぱなしでいるとじんわり汗をかいてくるものだ。

　音楽が止まるのと同時に、先生がパンパンと手を叩く。

「えーと気になったことをひとつずつ言っていくな。まずイントロのターンの部分、みんな合ってない。特にゆうゆがちょっと遅い」

「すいません……」

「もういっかいみんなで確認しよう。６部分で右足をかけて、７で回って８で正面を向く。はい、１、２、３、４、５、６、７、８」

　先生は手拍子を叩きながら拍数を刻む。みんなそれに合わせて綺麗にターンする。

「こら、長束。長束もボーッとしないでちゃんとやる！」

「あっはい！」

「じゃあもう一回、１、２、３、４、５、６、７、８……まぁさっきより良くなったな。じゃあ次。Ａメロで手を伸ばすとこ。その時の角度が合ってない。みんなそこどうやって手をあげてる？　やってみて」

　再びスピーカーから音楽が流れ、それに合わせてみんなはまた踊りだす。そして先生が気になったというＡメロの途中で音楽がぴたっと止まる。

「はい、手はそのまま止めて。えーと美子と長束は45度くらいだな。で、じゅんは70度くらいになってるな。高くあげすぎだからもっと美子くらいに合わせて」

「はい！」

「で、ゆうゆは下げすぎ。美子に合わせて」

「はい……」

「で、みんな全体的に部分でも指先がへにゃってなってるから、指先まで見られてるってちゃんと意識して。薬指に力を入れるように意識してピンと！」

「はい！」

「じゃ、もう一回イントロとＡメロやってみよ」

　俺たちは、先生に言われたことを頭に叩き込み、再度振りを確認する。そして、それを何度も何度も繰り返した。

　１時間半も踊りっぱなしだと少しバテてくるのだが、誰一人「休憩したい〜」とは言わないし、息切れはしているものの、眼差しは真剣なままだった。

　すげぇ。なんというかプロ意識的なものを、メンバーたちの目の奥に感じた瞬間であった。昨日のミーティングの時はみんな帰りたいオーラが全開であったが、今日のダンスレッスンに関しては誰一人弱音を吐くやつも、やる気のないやつもいない。正直、俺がみんなのことを舐めすぎていたのかもしれない。人とは一瞬では判断できないものだ。

「じゃあ頭から一曲通して、そのあとに一旦休憩入れるか。さっき言ったこと全部忘れないように」

「はい！」

　先生に活を入れられ、俺はさっき受けた指摘をうっかり忘れないよう意識しながら、再度踊りだす。

　アイドルのダンス映像は傍はたから見ると、みんなただ楽しく踊っているようにしか見えないが、実際にやってみるとマルチタスクをこなしているようなものだ、ということを初めて知った。

　歌詞を間違えないよう歌いながら踊る、だけでなく立ち姿や指先など細部まで神経を張り巡らせ、なおかつ表情が崩れないように常にキメ顔をして踊っているので、頭をめちゃくちゃ使うのだ。

　これをさらっと自然にこなせるようになるまでは、まだまだ時間がかかりそうである。振り付けだけでなく振る舞いそのものを体に覚えさせなくてはいけない。ただ楽しそうにダンスしているだけではなく「楽しそうに見せる」ということの難しさを思い知る経験となった。

「はい、じゃあ10分休憩！　終わったあとはフォーメーション確認と、次のライブでやる曲を予習しよう」

　先生はコンビニ袋からカフェオレを取り出して飲む。メンバーたちは「暑〜」と言いながらハンドタオルで汗を拭き、１リットルサイズの水をがぶ飲みする。

　ここにきて俺はスポーツドリンクを買ってきたことに後悔する。口の中が乾ききっているので、スポーツドリンクでは甘ったるすぎるのだ。次回からは、きちんと水を買おう。

　そんなことを考えながら、ちびちびスポーツドリンクを飲んでいると、ゆうゆがガサゴソとバッグから一冊の黒いノートを取り出した。

　ゆうゆは、ペンを持った右手を時折口元にあて、なにかを思いだすような仕草をとっては、熱心にノートに書き込んでいた。

「？」

　真っ黒なノートの表紙には銀色でなにやら英文字が書かれている。あれ？　このデザインなんか既視感あるぞ……どっかで見かけたような……!!　まさか！　死神の……!!

　俺は目を凝らし、表紙に書かれた英文字を読む。「ＤＥＡＴＨ　Ｎ●ＴＥ」と空目したが、よく見ると普通に「ＤＩＡＲＹ　ＮＯＴＥ」と書かれていただけであった。……そらそうか。

　けれども短い休憩時間を削ってまで、そんな熱心になにを書いているんだろうか、と気になった。

「ゆうゆ、なにしてるの？」

「メモとってる……」

「メモ？」

「うん、さっき先生が言ってたこと……書かないとまた忘れちゃうから……」

「!!」

　なんとできた子なのだろう。俺はその穢けがれのない純粋さに、ウユニ塩湖の透明度を思った。ネットでしか見たことないけれども。

　そう、社畜時代にさんざん上司から「できひんのやったら、ちゃんとメモとりや!!　すぐ忘れるやろ！」と怒られていた記憶がフラッシュバックした。

　俺は何度怒られてもポーズでメモをとるだけだったから、あとで読み返してもなんのことを書いたか全然わからない雑字ばかりのメモしかもっていなかったが、ゆうゆ、君は自主的にメモをとるのかい。君が営業だったら優秀者表彰されていたであろう。社長から表彰されているスーツ姿の君、というパラレルワールドがフッと頭に思い浮かんだよ。








第20話「泣いているのだ、ということは容易に想像できた」






　先生から言われたアドバイスを熱心にノートにまとめるゆうゆの姿勢に感激していた俺であったが、美子とじゅんも、水を飲み終えるとすぐに立ち上がり再び鏡の前に立った。

「あのさ、ここの部分って左、右で踏み出すんだっけ？」

「うん、そこは左足が先であってるよ」

「じゃあさ、このサビのとこは、４で手を出すのか５で出すのかどっちだっけ？」

「そこは５だね。一回やってみるね。１、２、３、４、５！」

　休憩中ではあるが、二人も熱心に振りのタイミングの確認をしているようだ。練習熱心な姿勢は、もはや俺が想像していたアイドル像とは違い、アスリートに似たストイックさを感じる。

　俺はその熱心な姿に焦りというか劣等感のようなものを感じた。

　ミーティングの時こそ、適当にこなしていたが、お客さんから見えないところで気を抜かずに熱心に努力をしているその姿に、ああ俺の人生でこんなになにかに打ち込んだことはあったかな……と、みんなのことを羨ましくも感じた。

　熱意とか熱狂とか、言葉こそ気軽なものだが、俺はこの熱狂という言葉に一種の嫉妬心を覚えることがあった。

　自分が支配されるほど、なにかに熱狂したような経験に覚えがなかったからだ。

　10代や20代頃は、スポーツにしろ趣味にしろ、なにかに熱狂している奴をあざ笑うようなことも多かったが、30代に差し掛かったあたりから俺はそんな自分が、虚むなしい人間のように思えてきた。

　なにかひとつのことに熱狂することもできず、ただ熱狂している、戦っている人間の不ぶ恰かっ好こうさを笑うような自分の内面は空っぽなんじゃないか？　という影が心に忍び寄ったからだ。

　熱狂。それは俺がいくら欲しがっても自分には縁がないものであり、ある一定数の人にしか巡ってこない一種の才覚だと感じるようになった。そんな俺は、熱狂できる人間に対する嫉妬心やコンプレックスのような負の感情を隠すようにバカにするのだったが、影はしっかりと心深くに根を伸ばしていくのだった。

　10分の休憩時間はあっというまに終わり、俺たちはダンスを再開した。ペットボトルの中身も空になり、４時間にわたるレッスンもそろそろ終盤に差し掛かろうとしていた。

「じゃあそろそろ終わりだから、最後に次のライブでやる曲を全部通しで！　頭から全部」

「はい！」

　次の対バンライブで俺たちは30分の時間を与えられているようで、曲数は５曲であった。だいたい１曲５分前後プラスＭＣを挟むので、30分の尺だと５曲くらい楽曲をできるようだ。

「じゃあ、最初は板いた付つきで始まるから」

　美子がみんなに話しかける。板付、というのは暗転中にステージにポーズをとった状態で待機し、曲をスタートさせることらしい。

「あっ！　先生あとスマホお願いします！」

　美子はそう言うとスマホを取り出し、先生に渡した。

　先生はスマホを横にするとこちら側を向いて、鏡の前に体育ずわりをする。

「えーと、そうだな。みんなもうちょっと後ろ下がって。うん、よしこれで入る」

　ピコンと動画撮影がスタートした音がする。

　俺たちは１曲目の立ち位置につき、曲が始まるのを待った。




「……はい、おつかれ！」

　５曲踊りきった俺たちは、先生の声がけに言葉を返す余裕がないほどに息切れしていた。

「あ、ありがとうございます……」

　美子はぜぇぜぇと息を切らしながら、先生からスマホを受け取った。

「みんなもうちょっと基礎体力つけないとな。えーと今日気になったことを言うぞ。まず美子」

「はい！」

「全体的に上手くできてるけど、ステージで後ろに下がりすぎる時があるから、もっとバミリを見て立ち位置をしっかり。美子がセンターにいる時は特に気をつけて」

「はい、気をつけます」

「で、じゅん。じゅんは、後半になると手の動きが雑になりがち。最後までしっかり意識してやりきるように」

「はいっ、最後までちゃんと頑張ります」

「次、長束。長束は表情をもっと意識するように。おどおどしすぎだ。特にソロパートの部分では注目されているんだから、もっとお客さんを魅せられるように、表情を研究しろ」

「は、はい！」

　表情を研究……確かにダンスはみんなに食らいついてなんとか頑張ったが、表情も気にしないと！　と思いつつそんな余裕を持てずにいたな……むぅ、なかなか難題だ。

「最後、ゆうゆ。ゆうゆは……」

　先生はそこまで言うと、急に口ごもった。

「多少きつい言い方になるが、みんなよりテンポが遅れすぎだ。正直、ゆうゆがステージの完成度を下げてる。みんなより課題が多いからしっかり自主練をするなりしないと、ゆうゆのせいでグループの質が下がる。そのあたり自覚してるか？」

「はい……」

　スタジオの空気が急にずんと重くなる。俺はその重い空気に、ゆうゆの顔を見ることもできずただじっと俯うつむいていた。美子とじゅんがどんな表情をしていたかわからなかったが、二人もなにも言葉を発することはなかった。そしてそのすぐあとで、鼻を小刻みにすするような音が聞こえてきた。

　顔を上げることはなかったが、ゆうゆが泣いているのだ、ということは容易に想像できた。








第21話「もしかして……長束ってタバコ吸ってるの？」






「じゃあお疲れ〜また来週」

　先生は飲みかけのカフェオレを片手に颯さっ爽そうとスタジオをあとにした。

　美子もじゅんも、ゆうゆに特に言葉をかけることもなく、帰り仕度をしている。

　俺はというと、静かに泣いている女の子を目の前にただオロオロとしていた。

　ゆうゆに「大丈夫だよ」とか「先生も言いすぎだよな！」と慰めの言葉をかけてもよかったのだが、中途半端に慰めるべきなのか、正直この場での距離感を掴めずにいた。そして、泣いているゆうゆを特に気にも留めず、我関せずといった感じでバッグに着替えを詰める美子とじゅんの様子も若干怖かった。

　女同士の付き合いはもっとベタベタしたものだと思っていたが、この三人の様子を見ると意外にもビジネスライクなものなのかもしれない。

　そして、ゆうゆが泣いている件は気になるが、俺には美子にグラビアをやるように説得するというミッションも課されているのだった。

　正直このイレギュラーな場でなにを優先することが大切なのかわからないでいたが、仕事と考えるといまは予定通り美子を説得することもおろそかにすべきではない。ゆうゆのことは家に帰ってから励ますことにしよう。

　俺は、意を決して美子に話しかけてみることにした。

「美子……さん、あのさこのあとちょっと時間あったりする？」

「このあと？　うん、夜までなら時間あるけど。どしたの？」

「いや、ちょっと話したいことがあって、そのよかったらお茶でもしない？」

「別にいいけど……」

　美子はそう言うと、ゆうゆとじゅんの方をちらっと見た。ゆうゆは相変わらず俯いて美子と目を合わせることはなく、じゅんはじゅんで忙しそうにスマホを触りながら「ごめん、私このあと予定あるんだよねっ」とだけ言い残し、足早にレッスンスタジオを出ていった。

「じゃあ、どうする？　二人でお茶する？」

　美子はゆうゆに声をかけることなく、俺に聞いてきた。

「そ、そうだね、このへんなんかあったかな……」

「まぁ適当に駅の近くいけばあるでしょ」

「じゃあ、いこっか。ああ、ゆうゆも来る？」

　俺は一応、ゆうゆに気を使ってみたものの、ゆうゆは俯いたまま首を横に振るだけで、誘いにのってくることはなかった。俺と美子はゆうゆを残して、駅へと向かった。




「長束どっかあてはある？」

　レッスンスタジオから駅までお茶できそうなところを探しながら歩いてきたものの、意外とカフェは見当たらなかった。美子とゆっくり話さなくてはいけないので、居心地がよくゆったりできるカフェはないものか……と周りを見渡していると、ふと見慣れた看板が目に入る。

　白い看板に黒い文字で「喫茶室ルノ◯ール」と書かれたサラリーマンのオアシスである。よく営業回りで疲れた際に立ち寄った記憶が蘇よみがえる。ルノ◯ールは、ドリンクこそ他のチェーン店と比べて割高だが、分厚いおしぼりも出てくるし、最後に温かいお茶も出てくるし、そのホスピタリティを考えると決してコスパは悪くない。

　しかも、隣の席との間隔もゆったりめにとってあるので商談など込み入った話をするには最適の場所だ。そして、なんといってもタバコが吸える。それらの理由すべてを合算するとルノ◯ールは居心地のいい喫茶店の最高峰ともいえるのではないか。よし、ここはルノ◯ールに立ち寄ろう。

「美子さん、ルノ◯ールにしよ。ほら、ルノ◯ールだったらタバコも吸えるし」

「え……？　タバコ？」

「あ、美子さんは吸わないよね……」

　しまった!!　そこまで口走ってから俺は、サラリーマンのオアシス・ルノ◯ールを目の前にして気が緩みきっていた自分の醜態に気がつく。タバコ吸わないよね……じゃねぇよ!!　なに非喫煙者に対して気遣いを忘れないのが大人のマナーみたいな口ぶりで言ってんだ！　吸うわけねぇだろ！　ていうかたぶん未成年の女子じゃねえか！　俺もな！

「え？　もしかして……長束ってタバコ吸ってるの？」

　美子は、困惑した表情で俺の目をじっと見てきた。いや、この体になってからは吸ってないよ、以前は確かに吸ってたけど、電子タバコに切り替えたからほぼ吸ってないようなものかもしれないよ……。と苦しい言い訳は浮かんだものの、当然そんな屁へ理り屈くつを美子にぶつけることもなく俺は、生徒指導部の先生に喫煙を疑われた男子高校生みたいに真面目な態度に出た。

「いえ、吸っていません」

「じゃあなんでいきなりタバコとか言い出したの？」

「いや、ほらルノ◯ールは喫煙席と禁煙席できっちり分煙されてるし！　吸わない美子さんも煙たくないよ！」

「え？　ああ、ありがと……」

　どんな逃げ方やねん、と自分でも言っていて苦しかったが俺はなんとか会話を繋げ、入り口へ続く階段を上がった。

　途中、前を歩く美子のグレーのミニスカートから覗のぞく、薄手の黒タイツをまとうスラッとした脚の艶なまめかしさに心臓を射抜かれそうになったが、俺は頭を真っ白にし、さきほど見かけた高収入求人の宣伝カーから流れるテーマソングを頭の中でリピートすることで煩悩を消し去ることに成功した。ありがとう、助かったよバ○ラ……。




「で、どうしたの？　いきなり」

　注文したゆずスカッシュを一口飲むと、美子はいきなり核心に迫ってきた。俺はコーヒーをすすり、カップをソーサーの上に置く。

「えっと、仕事の話をいろいろ美子としたくてね」

「そっか、私もどうしたものかと思ってたんだ……」

　美子は意外にもすんなり、俺が振った話題にのっかってきた。昨日のトークルームの流れだと、「グラビアとかありえない」とお怒りのご様子であったが、ひと晩寝て考え直したんだろうか。昨日までの苛いら立だった様子はすっかりなくなり、余裕ある受け答えだった。

「美子も考え直してくれたってこと？」

「まぁ、そうだね。考え直したっていうか、このままじゃいけないなってのはずっと思ってたよ」

「そっか、じゃあ社長にちゃんと伝えるの!?」

「うーん、社長に伝えるのはまだ早いかなぁ？　って思ってたけど、そろそろ時期かもしれないね」

「それ絶対、社長も喜ぶよ!!　よかったぁ」

「ホント？　長な束つかもそう言ってくれるとなんか安心するなぁ。ほら、私一応最年長じゃん、だから大人げないことはしたくないなぁっていろいろ考えてて」

「うんうん、けどそう思えるのはすごくいいことだと思う！」

　なんということだろうか！　俺が説得するまでもなく、美子は昨日の自分の行動を大人げなかった、と反省してくれていたようであった。

　ゆうゆから美子は一番マイペースなやつだ、と聞いていたこともあってきちんと説得できるのか不安だったものの、意外とすんなりいきそうだ。

　こうも素直な反応を見せられたら、美子のことが、とても可愛かわいいらしく愛いとおしい存在に思えてくるから不思議だ。

　もちろん美しい顔立ちをしているのだが、それとは別にこう胸の奥から暖かな想おもいが湧いてくる。なんだ、見た目は一見、キツそうで高飛車な印象だが、話してみると素直でいい子じゃないか。

「せっかくだしさ、いまのうちに社長に伝えたらどうかな？　きっと喜んでくれると思うよ」

　俺は、美子の気が変わらないうちに早速社長に連絡をするよう、促すことにした。

　これは営業経験から得た知恵であるが、クライアントの気分がのっているうちに一気に契約まで推し進めることは、基本中の基本である。時間を置いてしまうとテンションが下がったり、他の人から余計なことを言われて結局契約までたどり着かないなんてこともあるので、気分がのっているうちに言げん質ちをとることが必要なのだ。

「え？　いま社長に話したほうがいいの？」

「うん、いま電話して伝えるのがいいと思うよ」

「でも……いきなりすぎないかなぁ？」

「大丈夫だよ！　いま電話しちゃお！」

「そっかぁ、うん！　わかった」

　美子は、まだ少し戸惑っているようであったが、俺の後押しを受けて社長に電話する決心をしたようだった。長い脚を組み、スマホを耳に当てる美子の姿を見て俺は、安心してすこし冷めたコーヒーをすする。

「あ、もしもし社長ですか？　はい……ちょっとお話があって電話しました」

　美子は周囲に気を使うように、口元を手で隠しながら社長と話す。

「はい、はい。そうです、仕事のことで……いま長束と一緒にいまして──」

　美子はこちらにアイコンタクトを送りながら通話を続ける。俺は、美子の目を見て、「ファイト！」という意を込めて大きく頷うなずいてみた。すると次の瞬間、口元で笑みを作った美子から衝撃的な言葉が飛び出たのだった。




「あの、二人で話し合って社長に伝えようってなったんですが……えーと……ゆうゆを辞めさせてください！」








第22話「……もしかして本当になにも知らないの？」






「！！！」

　突然の出来事に思わずコーヒーを噴き出してしまったが、俺の聞き違い……ではなさそうだ。美子はいま確かに「ゆうゆを辞めさせてくれ」と言った。ゆうゆをや、めさせて、ください。ゆう、ゆをやめさせてください……ダメだ。

　読点をどう動かしてみても全然しっくりくる意味にならない。

　けれどもどういうことだ？　グラビアやりますって伝えるんじゃなかったの？　いままで全然話が噛かみ合あってなかったというのか？　というか美子さんいきなりなに言ってんだよ！！！　ゆうゆは仲間じゃないのかよ！

　俺は美子にスマホを貸してくれというジェスチャーをして、社長と直接話すことにした。すぐ俺のジェスチャーに気がついた美子はスマホを俺に手渡す。

「あ、なんか長束が話したいらしいです」

　俺は強めにスマホを奪うと、社長に謝罪する。

「社長すみません、なんか美子さんが先走ってたようで……」

　スマホ片手にぺこぺこと何度も頭を下げる。

『いや、俺も突然のことで驚いてるんだけど、今日レッスンでなんかあったのか？』

　社長も突拍子のない美子の申し出に驚いているようだった。まぁ、それはそうだよな。いきなりすぎるし、そもそも美子から社長に伝えるなんて酷ひどすぎる。

「いや、まぁたいしたことはなかったのですが、ちょっと美子さんと話している中で齟そ齬ごがあったようで、このような連絡をしてしまいすみませんでした。はい、はい。大丈夫です。じゃあ失礼します」

　美子は俺のリアクションに驚いていたようで、もう一度自分に代わってほしいというようなジェスチャーをしていたのだが、俺は半ば強引に通話を切ってから、美子にスマホを手渡した。

　一体どういうことなのだ。俺はてっきり昨日のグラビアをやりたくない！　と言っていたことを考え直したのかとばかり思っていたが、まさかゆうゆのことを言うなんて。

　俺は少しばかり目の前の美子さんのことが怖くなった。彼女は一体なにを考えているんだ。マイペースにもほどがあるだろう。

「ちょっと！　長束どういうこと？　いきなり意味わかんない！　言えって言ったのはそっちじゃん！」

　スマホを取り上げるなり、美子は眉間にしわを寄せてすごい剣幕で捲まくし立たててきた。

「いや、だっててっきりグラビアの話すると思ったら、ゆうゆのこと？　なんで？　ゆうゆ頑張ってたじゃん」

「はぁ？　いや長束だって見たでしょ。ゆうゆありえないでしょ」

「ダンスが苦手なのは、しょうがないだろ？　練習しようとしてたじゃん」

「は？　長束は全然わかってないよ！」

　ヒートアップし思わず大声を張り上げてしまった美子と俺に、ルノ○ールでほっこりリラックスしているスーツ姿のおっさんたちからの視線が注がれる。

　そこは、美少女だから大目にみようという温かな視線ではなく、こっちは忙しい合間にせっかく休んでるんだからちょっとは静かにしろや！　といったお叱りの視線である。すまん、サラリーマンの皆様方。俺も本当はそっち側だからその気持ちすごいわかるんだ。束つかの間まの休み時間にまで人の怒鳴り声聞きたくないわな。

「ごめん、ちょっとヒートアップしすぎたわ……オーケー美子さんちょっとクールにいこう」

　俺は美子を諭して、まずは彼女の意見を聞くというフェーズに入ることにした。こうお互いがヒートアップしている時は、一旦自分の主張を置いておいて相手の意見をじっくり聞かないと、余計に話がこじれるものだ。

　俺は美子と真正面から向き合わないように、椅子の位置をすこしずらした。人は真正面に座られると、隣に座るよりも相手に敵意を持ちやすいようなので、こういった場合は座る位置から相手の気持ちを緩和させたほうがいいのだ。

　そして、俺は美子の喉元に注目した。人は呼吸のタイミングを合わせた方が、相手もリラックスしやすいからである。人がしゃべっている時は息を吐いている状態なので、そのタイミングに合わせてこちらも息を吐く。呼吸のタイミングを極めるのは、喉元に注目するのが一番である。

「で、美子さんがそんなにゆうゆのことを怒ってるのは、どうしてなのかなぁ？」

　美子を落ち着かせようとして話し始めた俺だが、海外ドラマに出てくるヒステリックな妻をなだめるカウンセラーのような口調で美子に話を振る。

「はぁ……だって長束だってわかってるでしょ？」

「え、あれでも今日のダンスの時に最後泣いたりしたことでしょ」

「いや、それもだけど。それだけじゃないよ。あの子は足を引っ張ってる。取り返しがつかなくなる前に辞めた方が、ゆうゆのためでもあるよ」

「足を引っ張ってるって、今日先生が言ってたみたいなダンスのこと？　けどあれは本人がちゃんと練習すればよくなるんじゃないかな、ほらそこはみんなで支え合ってさ！」

「はぁ〜」

　俺のフォローを待たずして、美子は大きなため息をついた。どうしたんだ？　俺が言ったことはそんなに的外れだったのだろうか？

「いや、私が言ってんのはそんなことじゃないの。あの子の弱さが、私は許せないの」

「弱さ？」

「うん、長束……もしかして本当になにも知らないの？」

　意味深に呟つぶやいた美子の目は、少し不安げに曇っていた。

「うん、どういうこと……？」

　すると、美子は黙ったままスマホをいじりだし、俺に画面を突きつけてきた。

「これ、見てみて」

「！！！」








第23話「五反田の風俗嬢だっただと!?」






「ほら」

　印籠のように、目の前に突きつけられたスマホに表示されていたのは目元を片手で隠し、舌をベーッと出した少女の写真であった。丸く縁どられており、どうやらツイッターのアイコンのようだ。

　写真といっても鮮明なものではなく色鉛筆で輪郭をぼかしたような、少しアートめいたものだった。一体これは……こういうのどっかで見たことあるぞ。

「これは、もしかして……」

　……五反田の風俗嬢、と続けようとしたが俺はその一言を飲み込んだ。

　風俗情報サイトにはこういった目元を片手で隠したプロフィール写真が載っている。さらにいうと五反田界かい隈わいなどＭ性感系の風俗店だとこういった舌を出したりと、ちょっと挑発的な写真があったりするのだ。

　脳内でシナプスが綺麗にそう繋がったので、俺はそのまま言葉として発してしまいそうになったわけだが、いままでの失敗を踏まえ、飲み込むには少々大きいが噛み切れなかったステーキを飲み込む時のように、無理やりごっくんした。オプション料金はかかりません。

「この写真は一体……」

「まぁ、これがゆうゆなわけだけどさ。こんなことやるなんてありえないでしょ」

「えっ！！！　これゆうゆなの？　あいつこんなことしてたの？」

「そうだよ、ありえないでしょ。さすがにプロ失格だよ」

　あのゆうゆが……五反田の風俗嬢だっただと!?　ああ、だからか。俺の中でまたシナプスが再度ジャキンッ！　と綺麗に連結された。

　昨日風呂場にあったいろんなボトル、俺は見落としていたがおそらくあの中にはなにかそういう18禁なことに使うとろみがかった液体やらなんたらが潜んでいたのかもしれない！

　よく考えるとあの肌がすべすべになるピーリングとやらも、やっぱりほら体が資本なお仕事だから常備してあったのか。

　そうか、残念ながら見落としていたから帰ったら風呂場に直行してきちんと確認してみないといけないな……。けれどもアイドル活動の傍らそんなことをしていたなんて驚きというか、ちょっと悲しい気持ちになるというか、これがあれか芸能界の闇ってやつか……。

「そうか、ゆうゆがそうだったのか……」

「私が怒ってたのはダンス云うん々ぬんとかじゃなくて、こういう意識の低さなわけ」

「けどさ、美み子こさんはいつそれに気づいたの？」

「なんかたまたまエゴサしてる時に見つけちゃったんだよね」

「エゴサ……？」

「エゴサだよ。自分たちの評判とか気になるじゃん。悪いとことかあったら改善していきたいし」

　俺は、テーブルの下にスマホをさっと隠し「エゴサとは」とグーグル先生に聞いてみた。エゴサとはエゴサーチの略称らしい。

　どうやらネットで自分の名前を検索にかけ、自分の評価を覗のぞき見することのようだ。

　うーん、サラリーマンの生活圏内では自分の名前を調べて「ふふふ、みんな俺についてどんなこと言ってるのかなぁ？」なんてニマニマすることなかったからな。

　正直自分の名前で検索したことはあったが「浅あさ川かわ長束　さんの名前占い」という誰でも検索ワードがひっかかるようなサイトしかヒットしなかった。

「まぁ、ぶっちゃけた話さぁ」

　美子はゆずスカッシュをストローでチューとすすると、さっきよりもゆったりとした口調で話し始めた。

「はっきり言っていまのイデアって地下アイドル界隈ではわりと人気だけど、こんなとこで満足しててもなんの意味もないじゃん」

「うん……」

　俺は美子が何を言っているのか専門用語過多でよくわからなかったがとりあえず頷くことにした。イデア？　ああ、これはもしかしてグループ名なのかな。

「長束はどう考えてるか知らないけど、少なくとも私はそう思ってる。中途半端にやって中途半端なまま終わるなんて一番最悪。ちやほやされてそれでよかった〜！　満足！　みたいな思い出作りをしてるわけじゃないし。私向上心のない人が一番嫌い」

「お、おう」

　おそらく俺に向けた悪口ではないのだが、美子の言葉は俺の心を容赦なく打ちのめす。向上心がない……か、まぁ向上心がある方、ではなかったかな、うん、なかった。

「だから、ゆうゆがこんなグループの評価落とすようなことをやってるのが許せないの」

「そっか」

　美子さんよ……そこまで言っといて水着グラビアはやらないんかい！　社長にはあんな態度とるんかい！　と思ったものの、それがゆうゆが言っていた「美子はマイペース」ということなのだろうか。

　アイドル活動に懸ける熱意はあるものの、自分が納得していないことは絶対にやりたくない！　という強い自我を持っているのか。

　むぅ、言ってることは多少めちゃくちゃではあるが、正直俺は嫌いじゃないぞ。こういう断言癖のあるマイウェイなタイプ。

　本人の中では筋が通っているのだろうが、傍から見たら論理は破綻している。

　けれども本人は意志の強さでマイウェイを突っ走る。こういうタイプは中小企業のワンマン社長に意外と多い。

　気分屋で、自分の思いつきで周りを振り回すのだが、本人に悪意はなく、決めたことはひたむきにやり抜くという愚直で純粋な一面もあるので意外にも憎めないタイプなのだ。

　まぁ、ゆうゆのやっていることはどんな理由があるかわからないが、アイドル活動をするにあたってはマイナスになることには間違いないし、美子には美子なりの考えと、アイドル活動に対する熱意があるようだ。

　ここは俺が、フォローしなくてはいけないフェーズなのかもしれない。

　まさか美少女になってもなお、中間管理職的な調整役を請け負ってばかりとは思ってもみなかったが、これが俺の誇るべき特技でもある。

　サラリーマン時代に養ったスキルで、なんとかみんなを一丸とさせたい。まだゆうゆに理由を聞く前であったが俺は、自分がなんとか解決してみせようと腹を括くくり、美子に宣言する。

「よし、わかった。じゃあ、直接本人に掛け合ってみるよ。ゆうゆに……その、風俗を辞めさせよう」








第24話「一回エゴサしてる時に見かけたことあるんだよね」






「風……俗？　えっゆうゆって風俗で働いてるの？」

　美子はまばたきひとつせず、固まった表情でそう呟く。風俗、という単語に反応したのであろう、対角線上の席に腰掛ける新聞をひろげたおっさんと思わず目が合ってしまった。

「え、そういうことじゃないの？」

「いや私が言ってるのはこの裏垢のことだよ。この裏垢で、もうしんどいとか、やめようかなぁ、とか愚痴ばっかり言ってるのよ」

　美子はもう一度スマホを俺の顔の前に出してきた。

　なるほど、俺はゆうゆが舌をベーッと出した写真にばかり目を奪われていたが、問題視すべきはそのライトエロなアイコンではなく、そのアカウントで呟かれている愚痴であったか。

　なーんだ。風俗で働いているかもしれない疑惑に比べれば、裏垢なんてすぐやめさせられるではないか。本人のモチベーションから改善するには多少時間がかかるかもしれないが、風俗に比べれば裏垢を持っていることぐらい可愛いものというか、小さなアクシデントである。

「あーはいはい、そっちね……」

　俺はあたかもわかっているような口ぶりで、コーヒーカップに手をかける。

　確かに裏垢で愚痴を呟くのは素行不良の一環になるかもしれないが、まぁそのくらい若い女の子の文化ではないか。

　それくらいのことで美子も騒ぎすぎである。若いうちはたいしたことではない問題も大げさに捉えて盛り上げるようなところが俺にもあった。いま考えるとそれは日常が暇だからであり、常に自分の心を奪ってくれるような刺激を求めているからであったと思う。小さな問題を大きくすることで、日常を少しでもドラマティックなものにしたいという人生に対する工夫であるのだ。

　なーんだ、心配して損した。しかし、安あん堵ど感かんに包まれた俺とは逆に美子は神妙な面持ちで黙りはじめた。腕を組んでなにかを考えている様子であった。

「けど……もしかしたら長束の言うとおりかもしれない……」

「え？」

　美子は口元に手を当てて、少なくなったゆずスカッシュのグラスをじっと見たまま語り出す。

「ゆうゆ、もしかしたらマジで風俗で働いてるかも……！」

「はい!?」

　再び風俗という言葉に反応した、周囲のサラリーマンたちからの熱視線が俺たちに注がれる。

「いや、なんかさ一回エゴサしてる時に見かけたことあんだよね」

「と、いうと？」

「なんかイデアの子がその……おっさんと新宿のホテルに入っていくとこ見たっていう書き込みがあってね」

「はいいい!?」

「まぁゆうゆだとは書いてなかったし、そういう書き込み見かけたの一回だけだったけど、もしかしたらマジかもしれない。逆に長束、一緒に住んでてなんか怪しいことなかったの!?」

「いやまだ１日しか経たってないしなんとも……」

「１日？」

「あっいや、うーん、特に変なとこはなかったかなぁ。ていうかそんなことだけでゆうゆを疑うのも可哀かわい想そうかと……」

「いや、長束。ここはちょっとゆうゆがガチでやばいことやってないか調べてきてよ」

「え!?」

「万が一、だよ。万が一。私もまさかそんなことはやってないとは思うけど、もしなにかあったら困るのは私たちだよ。だってゆうゆは私たちに黙って裏垢でずっと愚痴呟いてたんだから、万が一ってこともあるじゃない」

「いや、それはさすがに飛躍しすぎでは……」

「これは、ハインリッヒの法則ってやつよ!!」

「ハインリッヒ？」

「１つの大きな災害の前には、29の軽傷を負う事故があり、29の軽傷の前には３００のヒヤッとするトラブルがある。つまり大きな事故が起こる前には、小さなトラブルがたくさんあるものなの。つまり小さなトラブルをなくしていけば、大きな事故は起こらないってわけ」

　美子は得意げな顔つきで、そのハインリッヒの法則とやらを語り出した。

　美子によると１：29：３００という割合があるらしく、例えば会社で大きなトラブルや事故が起こる前には、従業員の仲が悪かったり、小さなミスがあったりと、細部でミスが頻発していてそれらの小さなミスが大きな事故に繋つながるということらしい。

　この１：29：３００の割合をハインリッヒの法則というようだ。名前こそ聞いたことがなかったが、なるほど、ようは「神は細部に宿る」的なことなのだろう。けれどもよくそんな専門用語知ってるな。

「美子、よくそんなこと知ってるね」

「たまたま最近授業で習ったのよ」

「授業？」

「ほら、大学のね」

　どうやら美子はアイドル活動の傍ら大学にも通っているようだ。まぁどっちが本業なのかはわからないが。まぁ、けどそれもそうだよな。それくらいの年齢だよなぁ。学生生活というのは、もう遠い日々であったので、「学生」という言葉を聞くと懐かしさよりも新鮮さを感じてしまう。しかし、メンバーたちはまだその新鮮さの真まっ只ただ中なかにいる。

　そりゃ、まだ社会のこともよくわかってないのだろうな。アイドル云々の前に、俺と見ている世界も全然違うのだろう。彼女たちからすると世界は可能性や夢に溢れ、日常は疲れの連続ではなく、夢へのロードマップを歩いているような気分なのだろう。

　それから俺と美子はすでに少なくなったドリンクと、店員さんが運んできてくれた温かいお茶を飲み干して店を出ることにした。最後に温かいおしぼりを出された時、反射的に顔を拭いかけたが、そこは手にグッと力を入れ拭きたくなる衝動をこらえた。駅に着くまで、美子から「ゆうゆの件、なにか怪しいことがないかちゃんと探ってね。お願いだよ」と３度ほど念を押された俺は、美子と別れてから、大切なことを忘れていたことに気づくのだった。

「あ、グラビアの件話すの完全に忘れてた……」








第25話「どう弁明しても、空き巣とそう変わらない」






「ただいまー」

　と言って玄関のドアを開けたものの、俺とゆうゆがルームシェアしている部屋に明かりは灯ともっておらず、朝出かけたままの状態から陽が落ちたくらいしか変化は見当たらなかった。

「まだ帰ってないのか……」

　時計の針は午後６時を少しすぎた場所を指しており、そろそろ夕飯どきということを考えると、ゆうゆは晩御飯でも買いに行ったのかもしれない。

　スマホを確認してみるが、特になんの連絡も入っていなかった。

　俺はとりあえず朝から敷きっぱなしの布団の上にボフッと寝転んだ。帰宅してすぐに布団に寝転ぶという習慣は、体が変われど抜けないものである。布団に大の字に寝転びながら目を閉じようとしたその時、スマホがぶるっとひと震えする。




《今日言ってた件よろしくね！　ちゃんと調べといてね》




　届いたのは、美子からのメッセージであった。美子のなかではゆうゆの風俗店勤務疑惑はオフホワイトではなく限りなくグレーであるようで、俺が証拠を掴むことに期待しているようだ。

　けれども、もしその疑惑が本当で証拠を掴んだとして美子はどうしたいのだろうか。

　鬼の首でもとったかのように騒ぎ立てて社長に突きつけたいのか。ゆうゆを責め立てたいのか。それともただの興味本位か。

　俺が調べたことがきっかけで、ゆうゆが不幸になってしまうような目的のためだったら避けたいし、そこはきちんと美子に確認しておいたほうがいいのかもしれない。俺は早速美子にメッセージを打つ。




《わかった、けどもし証拠が見つかっても約束してほしいことがある》




　すぐに既読になり美子からメッセージが返ってくる。




《うん、なに？》

《その時は社長にすぐ報告したり、ゆうゆを責めたりしないでほしいな》

《なんで？》

《だってさ、普通に考えてさ風俗で働こう！　とか気軽に思わないはずじゃん。もし働いてるなら、なにか理由があるはずだろうし》

《うーん、まぁそっか》

《だから、もしそうだったとしたら一回メンバーだけで話し合ってみよう。ゆうゆにちゃんと理由を聞いてみよう》

《りょ》




　りょ、って。おいおい軽いな！　人が真面目に語ってるのに！　と言いたかったが、ここは大人しく引き下がったほうが良さそうだ。

　とはいってもどうやって証拠を探せばいいのだろうか？　何気なくふとした時……そう二人で深夜バラエティーでも観みている時に「そいえば風俗で働いてるっ？」とか聞けばいいのか？　そうかコンビニで買った夕飯をつつきながら「そいえばさー時給がいい夜のバイト探してるんだけど、いいお店あったら紹介してくれない？」とか軽快に聞けばいいのか？　いや多分どっちもダメだろ。

　うーむ。本人に聞く線はないとすると……あれか。結構やっちゃダメなラインだけどガサ入れ的なやつか。もし働いてるなら、なんか怪しいものが出てくるかもしれないし。うーん、ちょっと気が引けるけど、後にも引けないというか、俺もちょっと気になってきたというのが本音である。

　俺は、罪悪感を背徳感というスリルにすり替えながら、昨日下着を取りだしたゆうゆのクローゼットを開けた。

　なにかやましいものを隠す時は、勉強机の一番下の引き出し……というのが思春期男子の定説ではあるが、あいにく部屋には勉強机がなかったので、その理論に従って半透明の衣装ケースの一番下の引き出しを開けることにした。が、一番下の段には昨日と同様マシュマロ色の下着が敷き詰められているだけで、その柔らかな密林の奥に手を伸ばし入れてみたものの、防虫剤がひとつ入っていただけで怪しいものはなにも見つからなかった。

　俺はその勢いで、上の段も開けてみる。しかしセーター、スカートなど冬物の洋服が詰まっているだけでなにも変なものは入っていない……のだが、靴下が入った箱の奥にガサゴソと手を入れた時に、なにかすべすべした柔らかいものが指先に当たった。なんだこれ。

「バ○ラ……？」

　取り出してみると先ほど喫茶店を探してうろうろしている時に、見かけた高収入バイトの宣伝カーのＵＲＬとキャラがでかでかと印刷されたポケットティッシュであった。そう女性の高収入求人の案内が書かれている。……どんな伏線回収だよ。

　まぁ、けれど駅前で紫色や緑色のロングヘアにこれでもかっ！　といたるところにピアスを開けまくった痩せ型のバンドマンが配っている光景はありふれているので、このティッシュを持っていたから怪しいわけではないだろう。

　けれども、このタイミングで見かけるとどうにもシンクロニシティを感じる。

　その時、玄関からガチャガチャ鍵が開く音が聞こえた。

　……まさか。ヤバい。ゆうゆが帰ってきてしまったというのか、この最っ悪のタイミングで。俺は急いで、引き出しをしまおうとするが、そこで焦ってしまったのが愚かだった。仕事でもスポーツでもなんでもそうだが、こういうピンチの時にいかに冷静に対処できるかが、プロと素人の力量を分ける。この場合のプロがなんなのかわからないけども。

　ゆうゆの帰宅に焦った俺は、力任せに引き出しを元どおりに押し込もうとするが、その力任せがいけなかった。引き出しは大人しく元どおりの場所に収まることはなく、スライドから外れてしまい、そのまま床に落下してしまう……。

「……ただいま」

　背後からゆうゆの声が聞こえた時にはもう遅かった。俺の行動はどう弁明しても、空き巣とそう変わらない。さぁ何と言って切り抜けようか……。








第26話「源氏名はみなみちゃんでいいかな？」






「なにしてんの？」

「あ、いや模様替え……ではないけど」

　ゆうゆは蔑むような目つきでこちらをじっと見つめる。

　陽が落ちかかったうす暗い部屋で、ゆうゆが右手に持ったスマホの画面だけが明るく灯っている。俺は必死に言い訳を考えるのだが、咄とっ嗟さに上手い嘘うそで切り抜けられるほど器用な人間ではない。ここで上手く切り抜けられるくらい口が達者であったならもっと出世していたはずだ。

　えーっと、ここで一番疑われてはいけないのはなにかを盗もうとしていた、という誤解である。なにかを盗もうとしていたわけではないという主張をするためには、なにかを探していたという言い訳がぴったりである。あぁ、そうだ。

「ご、ごめんね、勝手に開けちゃって。実はちょっと探し物をしてて」

「探し物？　なに？」

「……パンツ！　最近買ったパンツが見当たらなくて、もしかしてゆうゆのとこに紛れてるかな〜とか思って！」

「えっ、それってどんなやつ？」

「あ、赤いやつ！　わりとセクシーめな！　レースの！」

　……どんなやつか。そこまで俺シナリオ練ってねぇよ！　なので咄嗟に好きな下着の色を答えてしまう俺であった。うう、これはなんの告白なのだろうか。

「赤いやつ？」

「うん、そうそうそれがなくなっちゃって」

「あ……」

　するとゆうゆは、なにを思ったのかプリーツスカートの裾を指先でつまんだと思えば、ゆっくりと捲めくり上あげた。

「！！！」

「……うん、これは私が買ったやつだ」

　言こと霊だまを信じるか？　と言われれば俺はこの瞬間までそんなスピリチュアルめいたもの信じていなかった。

　けれども確かに言霊というものは存在した。思考は現実になる。俺は一瞬で引き寄せの法則の存在、肯定派へと寝返りそうになった。

　なぜならゆうゆが捲り上げたスカートの先には、俺好みのパキッとした赤色のレースのパンツが顔を覗かせていたからだ。

「いやいやいや、けどゆうゆ、そんな簡単に大人にパンツを見せちゃいけないよ！」

「ん？」

「ほら世の中いい大人ばかりじゃないしさ！」

「……なに言ってんの」

　俺の反応がおかしかったのかゆうゆは少し鼻で笑った。けどさ、笑い事じゃなくてマジでそんな俺の咄嗟の嘘に引っかかってパンツを見せちゃいけないよ！　うん、いや責めてるわけじゃないんだけどね……むしろありがとうございます。

「で、そのパンツを探してたから、ひっくり返したの？」

「あ、いや！　これはちゃんと片付けるので」

「そう……けど人のクローゼット勝手に見たりするのはよくないよ」

「そうですよね、すみません」

「……今後は勝手に見たりしないでね」

「はい……気をつけます」

「はぁ」

　ゆうゆはため息をつくと、俺から顔をそらし天井から垂れ下がった紐ひもを引っ張り、部屋の明かりをつける。

　そして昨日と同じようにそのままベッドに横たわると、枕元の充電コードをスマホに挿さしてから、いつものように画面をいじり出した。

「長な束つか……」

「はい、なんでしょう」

「片付けあとでいいから、お風呂沸かしてほしい」

「はい」

　おそらく多少気分が悪いであろうが、表情にはっきりとは出ないゆうゆの機嫌をこれ以上損ねないために、俺は言われた通り風呂場へ直行し、栓をして蛇口をひねる。こういう時の無言のプレッシャーは本当に堪える。

「もう！　クローゼット開けるとか絶対やめてよね！」と面と向かってはっきり叱られる方が楽なものである。相手が無言だと怒りのボルテージがどこまで上がっているのかを測りきれないし、なんといっても場の雰囲気が重い。この重圧は何度体験しても慣れないものである。

　俺は、心ばかりの誠意として風呂場の床を備え付けのブラシで磨き、シャンプーやコンディショナーのボトルをなんとなく揃そろえる。正解の並びはわからないので、なんとなく大きさ順に並べてみるという程度の気遣いだが。

　一通り気づいた程度のことはやりきったタイミングで、軽やかなメロディーと共に《お風呂が沸きました》というアナウンスが聞こえる。湯船に手をつけると、少し熱めではあるがいい湯加減となっていた。

　俺は濡れた手を念入りにタオルで拭き、片付けを再開するために、ゆうゆの部屋に戻る。

　お湯が沸いたことを知らせるアナウンスを聞いたゆうゆは、俺と目を合わせることもなく、片手にタオルと下着を持ち、風呂場へさっさと立ち去った。むぅ、やっぱり機嫌を損ねてしまっているようだ。まぁ、けどこういったものは時間が解決するしかないし……。

　と、床に広がったセーターを畳もうとした時、ピコピコとゆうゆのベッドの方から音がした。俺が使っているスマホと同じメッセージの着信音に反応して、ちらっと覗のぞくと、鳴ったのはゆうゆのスマホのようだ。

　どうやら、充電器に挿しっぱなしにして風呂に行ったようだ。……が、画面に表示されたメッセージが俺の背中の体温を奪う。ヒヤリ、としたのは秋の夜の隙間風のせいではない。




《じゃあ、出勤する日は次の火曜日で。源氏名はみなみちゃんでいいかな？　うちのお客さんはみんな紳士だけど、なにか不安なことがあったら言ってね！》




　源氏名……。その明確な一言に俺は、さっきまで「まさかなー」と半信半疑であった自分をなんと危機感のない発想なんだ、と悔やむ以外に後悔の方法が見当たらなかった。言霊、というものはないだろうとあくまでリアリストな俺であったが、思考は、こうも現実になってしまうというのか。てゆうかゆうゆ、マジ、ですか……!?!?!?








第27話「俺の憶測ではアイドルは３タイプに分かれる」






　やっちゃいけないライン、だとは重々承知であるが俺はつけっぱなしであったアプリをゆっくりと上にスクロールしてみる。

　メッセージを送ったのはゆうゆの方であったらしい。どうやら誰かの紹介で、この相手と知り合い、自分の顔写真（そんなに目はデカくなっていないもの）を送り、相手から《可愛かわいいね！》とお褒めの言葉が入り、そして具体的な出勤日に会話が繋がる、という一連の流れであった。

　相手の素性は完全にはわからなかったものの、おそらくなにかしらのそういった18禁なお店に勤めているかスカウトマンなのだろう。

　お店のＵＲＬや地図もメッセージには見当たらず、これ以上詮索しても有益な情報は得られそうにない、と悟った俺はとりあえず自分のスマホで一連の会話を写真に収めることにした。

　スマホの右下にあるスピーカー部分を親指で押さえ、極力音が出ないように細心の注意を払って写真を撮る。自分がやっていることはプライバシー保護の観点から見ると褒められたことではないが、事の重大さを考えると、ここで写真に収めても許されるレベルではないだろうか。

　証拠を押さえたら、美子に連絡をするという約束をしていたが、このままの画像を送ったら最悪の揉もめ事ごとに発展することは容易に予想がついた。俺は、この件は自分だけで解決したほうがいいと一人心に誓い、とりあえずは美子に何か聞かれてもしらばっくれようと決めた。

　それにしても、ゆうゆなんでだよ。一人で抱えるには大きすぎる予想外の出来事を知ってしまった俺は、襲ってくる焦燥感に耐えるしかなかった。

　自分がおじさんのままだったら、こんな時は一人でバーに出向き何気ない会話に逃げたり、具体名を持ち出さない会話としてさらっと誰かに相談していたかもしれない。けれども、この特異な出来事を相談できる相手が、いまの俺にはいない──。

　と、思ったが……そんな時頭によぎったのは端たん野のの顔であった。そうだ、昨日から連絡してみようとしてなおざりにしていた端野に連絡をしてみるとなにか糸口が摑つかめるのではないだろうか。

　俺は早速メールにログインし、端野に連絡をとってみることにした。

　一日ぶりにログインしたメールボックスは相変わらず新商品の購買をすすめるメルマガで溢あふれていたが、俺はその中から端野のメールアドレスを探し出す。

　それにしても、あいつと別れたのはこの間、俺がガールズバーでぶっ倒れた日が最後である。

　あいつはおそらく病院まで同行してくれているハズなので、俺が死んだ、と思っているかもしれない。けど、まぁいいか。多少の混乱を招いたところで、この状況に一番困惑しているのは俺自身なのだから。




《端野、久しぶり。こないだは心配かけてごめんな。ありがとう。ちょっと回復したからメールしたんだけど》




　俺は自分の病状が大したことなかった、といわんばかりのさらりとしたメールを送った。すると端野から３分とたたずメールが返ってくる。




《端野：おお！　大丈夫なのか!?　もう心配したぞ。その後どうだ？　退院できそうか？　なにか欲しいものあったら買っていくから言ってくれよ》

《長束：いや、退院はまだかかるかもしれないけど、いまはちょっと回復してる。心配かけてごめんな、ていうかちょっとお前に聞きたいことがあってメールしたんだ。すげー話変わるけど》

《端野：何？　てゆうかなぜメール？　メッセでよくない？》

《長束：いや……なんかメッセはアプデできてなくて、すぐ落ちちゃうんだ。ごめん。あのさ、端野アイドル好きだったじゃん？　そのいわゆる地下アイドルってさ、風俗とかで働いたりするもんなの？》

《端野：お前なんの話題だよｗ　いや、働いたりしないだろｗ　ただ、やってる子もいるだろうな。俺の憶測ではアイドルは３タイプに分かれるからな……》

《長束：３タイプ？》

《端野：うん、アイドル目指すっていわば就職するってのとちょっと違うわけじゃん？　だから普通に大学いって普通に就職するのが当たり前だと思っているようなタイプは少ないわけよ。そうなるとどうなるのかと言えば、３タイプに分かれる》

《長束：ほう、どんなタイプ？》

《端野：１つは、どうしてもアイドルになりたい子。小さい頃からいろんなオーディションを受けて絶対に芸能界で成功したい！　って考えてる野心家タイプ。

　もう１つはお嬢タイプ。家が裕福でようするにモラトリアムを楽しんでるタイプだな。お金を稼がなきゃ！　という危機感がなく楽しそうだからやってる、みたいなタイプ。

　そしてもう１つは、あんまり深く考えてないけど見た目が可愛かったタイプ。高校出たらとりあえずフリーターでもいいしキャバ嬢でもやるかなーってノリの子で、たまたま顔が可愛かったからスカウトされてそのまま芸能界入り、みたいなタイプだな。このタイプはよく考えてないし、勉強熱心でもないことが多いからまぁ、もしかしたら一番そういうバイトに走りやすいかもなぁ。ま、俺の憶測だけど》

《長束：なるほど、そうか。お前地味にすごいな》

《端野：ていうかいきなりそんなこと聞いてくるってことは、お前アイドルに興味もったわけ？　なんてグループ？》

《長束：いや、興味もったというか……ちょっと変なこと聞くけど例えばお前は俺がその、俺じゃないような感じになっても信じてくれるか？》

《端野：え！　いきなりなにその中二病みたいな発言。いや別に治療で顔が歪ゆがんだとしても髪がなくなったとしても、気にしないぞ！笑》




　……ごめん、端野。俺は顔が歪んだり、髪がなくなったりしたわけじゃないんだ。むしろその逆でめちゃくちゃ可愛くなってしまったんだ、本当に。おそらくお前が見たら黙り込んでしまって会話にならないくらい。

　けれど、こんな映画みたいな話信じてくれないよな、いやけどあいつはどちらかといえばリアリストというより、ロマンチストだからもしかすると信じてくれるかもしれない。








第28話「数本サンプル動画見るくらい、バレないんじゃないか？」






《長束：そのさ、もうちょっと回復したら会ってくれるか？》

《端野：もちろん！　景気付けにガールズバーいこうぜ！》

《長束：いや、ガールズバーじゃなくてできたら、ファミレスとか健全な店で頼む……》




　端野、お前のこと内心「弱い恐竜みたいな顔だなー」とか若干見下している時もあったが、お前はマジでいい奴だよ。いままでごめんな……。

　願わくばお前に俺の身に起こっていること全てを打ち明けて、どうすればいいのか相談に乗ってほしいくらいだ。けれど、俺自身も混乱しているから、もう少し心の準備ができたらな。

　心の準備ができたら……って言い回しがもうすでに美少女っぽいな。今後もこのフレーズ積極的に使っていこう。

　端野がさきほど言っていたアイドルを分類した３タイプだが、まとめると「アイドルで成り上がりたい野心家タイプ、モラトリアムなお嬢様タイプ、可愛かったからなんとなくアイドルになったタイプ」に分かれるということか。美み子ことじゅんはまだ深く接していないのでどのタイプかは断定できないが、ゆうゆはこの最後の「可愛かったからなんとなくアイドルになったタイプ」に属しそうだ。

　野心家……というには無気力な気がするし、お嬢様っぽい品性も特別感じない。となるとやっぱり……。と思ったが、言っても端野一人の偏見だしなぁ。もうちょっと他の意見も聞いてみて総合的に判断したいものである。

　こんな時ネットというのは本当に便利だ。自分が知りたいワードを打ち込むだけで、知識がないようなことでもサッと無数の知識にアクセスできる。

　まぁけれども調べたことが、そのまま知識になるわけでない。

　なにかのビジネス書で読んだのだけれどもジョン・サールという哲学者の思考実験で「中国語の部屋」というものがあるらしい。

　この中国語の部屋というのは、中国語を理解していない人が、中国語で書かれたメモがある部屋に入ってその中国語を読解できるか？　というような思考実験なのだが、中国語を読めない人からすると、中国語が書かれたメモはただ意味不明な記号が羅列したメモとしか読めず、内容を理解することはできない。

　しかし、その部屋の中に「中国語翻訳辞典」があれば、頑張って読解できる。だが、その場で読解できたとしても、部屋の外に出たあとにその人が中国語を知識として身につけたか？　といえば答えはＮＯである。

　中国語翻訳辞典があったから切り抜けられただけで、実際にその人の知識にはなっていないからだ。

　ネットはまさにこの中国語翻訳辞典のようなもので、知識がなかったとしてもその場しのぎの知識を得ることができるのだ。つまり人間は誰でも瞬間的にではあるが博学めいた人間になれる時代に突入した、というわけである。

　俺は早速「アイドル　風俗　勤務」というキーワードで検索にかける。俺と同じような境遇の人は、おそらくいないだろうが……もしかするとなにか手がかりとなるヒントがあるかもしれない。

　しかし、検索で上位にヒットしたのは有益な情報ではなく、「この先は成人向けコンテンツになります。あなたは18歳以上ですか？」と年齢確認を念押しする動画サイトであった。

「これは……」

　左側に出た《はい、私は18歳以上です》ボタンをクリックすると、そこには「アイドル級美少女が風俗店で働く」というジャンルのそういう、うん、そういった感じの動画が人気順でずらりと並んでいた。

　俺はいつもの癖でつい、興味をそそるパッケージの横のサンプル動画ボタンを押してしまう。可か憐れんな少女の自己紹介パートが始まった時に、俺はハッと我に返る。

　やばい。いつもの癖でついサンプル動画を確認してしまったが、そもそもここ、いっつもの俺の家じゃないし！　ゆうゆに聞こえたらどうすんねん！

　俺は匠たくみの速さでスマホをマナーモードに切り替えると、スピーカー音を消音にし、再び動画に目をやった。

　うーん、やっぱり消音だと味気ない。音を出して聞きたい。うん、きっとゆうゆもすぐには上がってこないだろう。数本サンプル動画見るくらい、バレないんじゃないか？

　そう思った俺はバッグの中からイヤホンを取り出し、スマホに装着する。

　うん、さっきまでは「アイドル　風俗　勤務」という言葉に嫌悪感を覚え「ゆうゆはそんなことしていないはずだ！　辞めさせる！」とか正義感振りかざしていたが、実際動画にしてみると……そんな悪いものではない。いや、むしろあとでどれか本編を買ってみてもいいくらい、いい。

　俺はうつ伏せに寝転び、足をパタパタさせるという乙女感溢れるポーズをとりながら、片手で動画を楽しんだ。

　美少女と一緒に暮らしている部屋で。俺は、今スカートをはいていて。美少女は入浴中で。というフェチ企画ものでもそうそうないであろうニッチな状況に背徳感というか……正直ただならぬ恍こう惚こつを感じていたのだが、自己陶酔というものは危険なものである、なぜなら陶酔している間は、周りが見えなくなってしまうからである──。

　しっかりと耳の穴にはめたはずの右耳のイヤホンがいきなり取れてしまった、と思い振り向いたらそこにはタオルを頭に巻き、髪がまだ半乾きのゆうゆの顔があった。

　しゃがみ込んで動画を覗き込むゆうゆからは湯上がりということもあって髪からはシャンプーの香りがほんのり漂い、肌はしっとり潤んでいる。

　ゆうゆは勝ち誇ったようないじわるな笑みを口元に浮かべる。

「へぇ、長束ってそんなの見るんだ」

　俺のツメが甘かった、サンプル動画だからといって、短いから数本いけるでしょ、と思っていたとこまで神様、時を戻してください──。








第29話「これはまとめサイト見てたら、間違ってアンテナサイトに飛んじゃって」






「あゅっ、いや、これは違って」

　全く意図していない、萌もえキャラが言いそうな謎擬音を挟みながら俺はとりあえず違うと言い切った。なにが違うというのかわからないが、この場合とりあえず違うんだ、と言ってみるのが正しい日本語の使い方のような気がする。

「ふーん。いっつも私がいない時見てたの……？」

「いや、今日が初めてだよ！」

　この時ばかりは俺は、嘘をついていない。本当に今日が初めてである。

「なんのために見てたの……？」

「いや、トレンドをほら確認するためっていうかほら市場調査的なものも兼ねてというかマーケティングというか」

　……正直、苦しい。市場調査とか堅めの四文字熟語で誤ご魔ま化かしてみたものの言ってる内容はめちゃくちゃである。しかし、俺の困惑具合と比例するように、ゆうゆの口元はさっきにも増してにやけていった。

「別に正直に言ってくれたらいいんだよ。なんで？　なんで見てるの……？」

「いや、これはあの、まとめサイト見てたら、間違ってアンテナサイトに飛んじゃって。そしたらほら、なんかうっすらバナーが浮き上がってきて。あー次のページに進むってボタン押したはずなのに間違ってバナー押しちゃった！　こんなパズルゲーム、ダウンロードするつもりないよーみたいなことあるじゃん！　ああいうトラップにひっかかってそのまま再生しちゃっただけで」

「長束って、まとめサイト見る時イヤホンするんだ……」

「うっ、いやこれはノイズキャンセリング機能搭載のイヤホンだから外部の騒音を遮断しようとしただけで」

「ふーん、じゃあクリアな音質で楽しんでたんだね……」

　くそっ、こっちが屁へ理り屈くつをこねまくって相手がその屁理屈にいちいち突っかかっていくのもバカらしくなってフェードアウトする、という討論スタイルで挑んでみたものの全然ゆうゆには効かないようである。

　むしろこっちがこねた屁理屈から肝となる部分だけを抜粋して、こっちに話すだけ話させて、矛盾をつくという手て練だれのスタイルで挑んできやがった。これ以上吠ほえれば吠えるだけ不利な戦いになってしまうだろう。言い負かされる未来図しか浮かんでこない。もう何を言ってもひたすら核心をつかれるのであれば、全てぶちまけて楽になりたい……。

「長束、黙り込むことないよ……。別にただ見てただけでしょ？」

「そう、ですね……」

　俺が早速降参した素振りに満足したのか、ゆうゆは無邪気で得意げな笑みを浮かべる。

　いつもはどちらかといえばぼーっとした目つきのゆうゆだが、この時だけは、瞳孔が俺を捉えて離さなかった。

　上瞼がいつもより重たそうな、少し冷たい目つきで俺の目から視線を外してくれない。

　さっきレッスンスタジオで泣いていた顔が嘘のように、攻撃的な目をしたゆうゆがそこにはいた。もしかして、ゆうゆはあれかもしれない。ちょっとイライラしたりメンタルが不安定になると、人をからかったりして追い込むことで、ストレスを軽減させようとするタイプなのかもしれない。

　なぜ俺がそう思ったかというと職場にもそのようなタイプの上司がいたからである。怒りに任せて怒鳴ったりするようなことはなかったが、ちょっとイライラするようなことがあると、ネチネチと理詰めで俺を叱ってくるようなタイプだ。

　おっさんにネチネチと理詰めで追い込まれた時は、こっちも低温火傷やけどのような怒りでイライラを募らせていたが、美少女から追いつめられるとなぜか甘えたくなるのは男の不思議な性である。

　けど、もうこれ以上は許してください。俺の中でなにかしらの性癖が開花してしまいそうだから……。

「ごめんね、長束。別に責めてるわけじゃないんだよ……」

「いや、こっちこそごめんなさい」

「照れてる長束が可愛かわいかったから、ついいじわる言っちゃった……」

　ゆうゆはそう言うとさっきまでのいじわるな笑顔から聖母のような笑顔へとジョブチェンジしてみせた。俺はその急な切り返しに、心臓をキュッと鷲わし掴づかみにされてしまう。いや聖母フェチとかではないし、例えばマザー○レサとかをエロい目で見たことも意識したこともないんだけどなんというか、ああそうか。これがバブみを感じるってやつなのか。

「可愛いなんて、いやそんなことないよ……」

　俺は拳にギュッと力を入れ、両腕をドラえもんみたいにピンと伸ばし、顔をプイッと左下に背ける。おそらく頬ほおは赤らんでいたであろう。慣れていない賞賛の言葉を突然投げかけられた時、マンガで見たようなリアクションをしてしまうという陰キャあるある、である。

「ううん、長束は可愛いよ……」

　ゆうゆは畳みかけるようにさらにジャブを打ってきた。どうやらこのバトルはまだ終わっていないらしい。もう俺は降参していいんで、誰かリングにタオルを投げ込んでくれ。きっとこの子は俺が召されるまで、ここから一気に勝負をかけてくるつもりだ。だって口元は笑ってるけど、目はめちゃくちゃ据わってるんだもん。

「ねぇ、じゃあ……一緒に動画の続き見よっか」

　ゆうゆは、またいたずらに微笑ほほえんだ。柔らかな表情であるが目の奥は笑っていない。これは俺にＮＯと言わせないつもりで、勝負をかけて打ち込んだアッパーである。








第30話「俺はいまをときめく人気女優をピックアップする」






　続きを見よっか、という軽々しい一言であったが、その一言は呼吸が一瞬止まるほどの打撃を心臓に与えた。

　今までアダルトな動画を見ているところを女の子に見られたこともなければ、女の子に一緒に見ようと誘われたこともなければ、一緒に鑑賞したことも、ない。

　そう、俺にとってゆうゆの誘惑は初めての行為であったのだ。くそぅ、ゆうゆめ、俺の初めてを軽々しく奪いやがったな!!　と恨み口調で内心少しにやけてしまう。

「いや、こういうの一緒に見るものじゃないし！」

「へぇ、そうなんだ……」

「そうだよ！　こういうものは一人で見るものなんだよ！」

「ふーん、だから一人で見てたんだね……」

　……もう、何を言っても揚げ足を取られてしまうことを悟った俺は、もう観念することにした。観念というと少し違うか。

　正直にいえばここまでメタメタに打ちのめされて俺の中に眠るささやかな、微々たるプライドに少し火がついたのだ。

　はっきり言って、アダルトな動画に対する免疫はゆうゆよりも俺のほうがあるはずだ。それだけは自信を持って言える。一挙一動に「キャー！　ヤダー！」とか反応することなく俺はポーカーフェイスで最後まで鑑賞しきることができる。なぜかって？　そらもう年季の入り方が違うからな。こちとら選手歴20年以上よ。

　このまま負かされっぱなしで終わるのも癪しゃくなので俺はここから反撃に出ることにした。

「そこまで言うなら、わかったよ。じゃあ一緒に見ようか」

　俺はできるだけ鼻息が荒くならないよう、極めてさわやかな表情を作りゆうゆに尋ねかける。ここでゆうゆが「……やだ」と拒否すれば俺の勝ちだし、もし乗ってきたとしてもそれはそれで儲もうけものである。まぁ、けど「……やめとく」とか急にトーンダウンして終わりというのが関の山だろうけど。こういったラッキースケベ的な展開は現実世界では思わせぶりなリーチ演出だけかかって結局当たらないのがオチなのである。

「ふふっ、良かった。やっと見る気になってくれたんだね……」

　ゆうゆは俺の作り笑顔を凌しのぐ、極めてナチュラルな微笑みで俺の予想をすっぱりと裏切ってきた。俺の隣にしゃがみ込んだまま、スマホに装着されたイヤホンのコードを引き抜くと、

「ねぇ、どれにする？」

　と、いたずらに笑って顔を覗き込んできた。いやいやいやいや、まじかよ！　なにこの状況！　なんかおっさんの時はこんな感じで可愛い女の子と至近距離で、しかも相手リードで、ドキドキするような状況に陥ったことがなかったけど、美少女になった途端、いままで縁がなかったモテ期が一気にきているじゃないか。

　女同士だから互いに警戒心がない的なこともあるだろうがこんな甘酸っぱい経験できるなら、俺もっと早く美少女になっても良かったんじゃないかなー。とすら思ってしまった。

「えっと、ちょっとまってね。うーん、じゃあこ、これとかどうかな！　ほらこの女優さんとかなら有名だからテレビで見たことあるんじゃないかな？」

　俺は小柄でショートカットの、いまをときめく人気女優の動画をピックアップした。温泉宿に行く、というごくごくオーソドックスな動画を候補に上げるという仕事のできる俺を誰か褒めてほしい。

「ふーん、やっぱ詳しいんだね……」

「いや、詳しいわけじゃないけど！　ほら深夜番組とかにたまに出てるからさ！　ほらフォロワーもめっちゃ多いし！」

「別に、そんな弁解しなくていいから……じゃあこれにしよう」

　ゆうゆの左手の人差し指がスマホの画面に触れると、さきほどの人気女優のイメージカットが再生される。

　動画を見ている間、俺の頭の中は、ああこれどんな気持ちで観ればいいのか？　とか、ゆうゆの手をいま握ってもいいのだろうか？　とか握ったところで次どうするんだ、女同士だしよくわかんない。とか、ゆうゆはなにを考えてこの動画観てるんだ？　とかあらゆる心の声と算段がぐちゃぐちゃに混線しており、結局ゆうゆとまともな会話をできなかった。

　時折ゆうゆが「ハハッ」とよくわからないタイミングで乾いた笑い声を出すのに対して、「フッ」と目立ちすぎない程度の音量で合わせて笑ってみるくらいで、具体的になにをどうしたいとか緻密に段取りを考えるよりも味わったことのないドキドキで埋め尽くされてしまったのだ。

「うん、一通り見られたね……」

　動画が次のシチュエーションに行く前に、ゆうゆはそう呟つぶやいた。おそらくこれはもうだいたい見たからいいや、という合図なのだろう。

「そうだね。じゃあこの辺で終わろっか」

　俺はひとまず一時停止ボタンを押してから、ゆうゆの方を向いた。するとさっきまでのいじわるな笑みが嘘のような、曇った横顔がそこにはあった。

　まるでなにかを考え込んでいるかのような表情である。ゆうゆは、黙り込んだまま何も話さない。なにか、気に障るようなことでもあったのだろうか。

　いやけれども怒っているわけではなさそうだ。どちらかといえば、不安げな、なにかを思いつめているような表情だった。

「ゆうゆ……？」

　ゆうゆは俺の声に反応することなく、しばらくの間じっとそのまま黙り込んでいた。俺からもう少し、なにかを言った方がいいのだろうか。声をかけるのもはばかられるような神妙な空気に負け、俺は次の言葉を探すがなかなかこの場を打ち砕くような言葉が見つからない。すると次の瞬間、ゆうゆの両手がこちらに伸びる。頬に柔らかなふわふわしたパジャマの袖がかすった。

　俺はそのままぎゅっとゆうゆに抱きしめられる。








第31話「シンプルに辞めろってことだよ!!」






　鼻先に触れる半渇きの髪とシャンプーの香りが、さらに俺を戸惑わせる。

　ゆうゆは俺をふんわり抱きしめたまま特になにも語らない。この場合、俺も抱きしめ返すべきなのではないかと、使命感のような「べき論」が浮かんだのだが、ゆうゆに抱きしめられていることに、なにか予兆があったわけでもなく、別に二人のムードが最高潮に達してというわけでもなかったので、俺はゆうゆの肩に手を回すことができなかった。

「ハハ、長束ちょっと冷たいね……」

「そ、そうかな。ゆうゆは温かいけど」

「ごめんね、いきなり抱きついて……」

「い、いや別に謝らなくても大丈夫だよ」

「人肌恋しいとは違うけど、ちょっと甘えたくなってね……」

「そっか、それはなんか不安なことでもあった？」

「うーん、そうだね。あるかもね……」

　聞くのならばいまだ、というタイミングはリズムゲームのように明確に見えていたのだが、俺は次の一歩を踏み出せなかった。

　いま核心に迫ってもそれはそれで人の弱みにつけ込んでいるようでなんとなく嫌であったし、ここで気まずくなってしまっても俺はその後の空気に耐えられる自信がない。

「あっ、けどなんかあったらなんでも相談乗るから」

「そっか……長束は優しいね。同い年なのにお姉さんみたい」

「お姉さんみたい、かぁ」

　ゆうゆと俺は同い年なのか。何歳なのか知らないけど、おそらくまだ繊細なティーンエイジャーなのだろう。

　そして、お姉さんみたいと言われるのも新鮮すぎてどう受け取っていいのかわからない。俺の兄弟構成は弟が一人いる兄、なのだが自分の中にお姉さんみがあるというのはいままで思ったことがなかったし、そもそも何を指してお姉さんみというのだろうか。

　頼れる、という意味なのか母性的という意味なのか、よくわからないが、俺のいままで知らなかった一面を発掘してもらったかのような気恥ずかしさがあった。

　いままで他人から注目を集めたり、深く興味を持たれたようなことがなかったりというのも関係しているかもしれないが、他人に観察され自分の内面に関する指摘を受けるというのは、ネガティブなものでない限り少し嬉うれしいものである、ということを初めて知った。

「けど、もう大丈夫。ちょっと元気出た……」

　ゆうゆは俺の首の後ろに回した両手をほどくと、肩に手を置き目を見て頷うなずいた。まだ不安げな表情は完全には消え去っていなかったが、少し心が落ち着いたようであった。

「そっか、ならよかった」

「うん、ありがとう……あっ、てゆうかあれだね。ちゃんと動画チェックしなきゃだね。忘れてた……」

「えっ!!」

「うん、だってちゃんと動きを確認しないと上達しないじゃん……」

「じょっ、上達ってなんのために？」

「なんのためって、本番のために決まってるじゃん……」

「本番!?」

「うん、来週本番じゃん……」

「！！！」

　まさかのゆうゆは、隠す気がないようであった。

　こんなあっさりとカミングアウトしてしまうのかよ。ていうか本番って……一体どんな店で働くつもりなんだよ。

　まさか、あれか？　いま話題のパパ活的なことを斡あっ旋せんするような店で働くつもりなのか？　いや、いまそれを俺に打ち明けられても一体どうすればいいんだ。

　俺が言うのもおかしいかもしれんが、俺はそんな汚らしいおっさんの毒牙にかかってほしくないし、傷ついてほしくないから絶対にゆうゆをそんな目に遭わせないようになにがなんでも止めるつもりだが、ゆうゆの中ではもうとっくに覚悟は決まってしまっているということか──。

「いやゆうゆ、そんな確認することないよ。ていうかもう働くのやめなよ！」

「え……それってどういう意味？」

「シンプルに辞めろってことだよ!!　どう考えてもゆうゆに向いてないからさ！」

「向いてない……？」

「いやどう考えても向いてないだろ！」

「え、なんでそんな酷ひどいこと言うの……？」

「酷くないよ！　ゆうゆのためを思って言ってるんだよ！」

　俺は真心を込めて言ったつもりだったのだが、ゆうゆは俺の言葉を聞くとそのまま目に涙を溜ためた。溜まった涙が頬を伝うまで、時間はかからなかった。ゆうゆは鼻をぐずぐず鳴らし、か細い指で涙を拭き取る。

「ご、ごめん」

「長束……私のこと、そんな風に思ってたんだね」

「いや、傷つけようと思ったわけじゃなくてさ」

「酷いよ……私みんなについていけてなかったから一生懸命自主練しなきゃって思ってただけなのに……」

「えっ」

「長束だって見てたでしょ。今日私だけできてなかったから、だから動画見てちゃんと確認しなきゃって……来週のライブまでにはみんなの足を引っ張らないようにしなきゃって……」

「あ、本番って……」

　そっちの本番だったかー!!　ライブのこと本番って呼ぶなんてアイドル業界用語が俺のボキャブラリーになかったから早とちりしてたけど、そっちの本番か!!　俺の辞書にある本番の意味はライブのことではなくだな、うん全くライブのことではなかったのだがこんな言い訳が通じるはずもない。

　動画も、さっきまで見てた動画のことだと思っちゃったんだよ、流れ的に。まさかレッスン風景の動画だとは思いつかないよ。そう考えたら俺、とんでもない暴言をゆうゆに吐いてしまっているではないか。辞めろ。ゆうゆには向いてない。わぁぁぁこれ会社だったら普通にパワハラ案件じゃんか。せっかく心を通い合わせかけていたというのに、挽ばん回かい不可能。








第32話「盛れないでしょこれじゃ。あとで加工する感じ？」






「ゆうゆ、ごめん。そんなつもりじゃなかったんだけど」

　案の定、ゆうゆは俺の言葉をなかったものかのようにスルーし、黙り込んだままベッドに潜り込んだ。俺も、片付け途中だった衣装ケースをはめ込んでその場を立ち去ることにした。

　一度機嫌を損ねてしまったらしばらくは何を言っても取り合ってもらえない。俺の失言によって怒らせてしまった女性たちはみな、そうであった。

　大学生の頃、この現象がどういうことなのかを女友達に聞いてみたことがあるのだが、次のような理屈であるらしい。この取り合ってもらえない間、彼女たちは心の中で俺に対する文句やぶちまけたい本音を幾度もリピートしているようなのだ。

　しかし、本音をぶちまけたいという衝動を押さえ込んで、不機嫌な顔で無視を決め込んでいるのだ。

　俺からしてみれば、長時間ギスギスするくらいなら、面と向かって本音を言ってもらい、すぐに仲直りしたいのだが、どうやらそう単純なことではないらしい。なぜかというと、ぶちまけたところでどうにもならない、と彼女たちもわかっているからだ。

　ぶちまけたところで収まりがつかない感情をなんとか抑制しようということに集中しているので、こちらとコミュニケーションを取るのを避けているということらしいのだ。

　しかし、理屈ではわかっていても、あからさまに不機嫌な態度を取られるとこちらも凹へこんでしまうものだ。けれども勘違いとはいえ、深く傷つけてしまったことに変わりはなく女の子が泣いているのを見ると辛いものがある。

　俺はとりあえず自分の部屋に戻ってみたものの、隣の部屋から聞こえるゆうゆの泣き声を聞き続けるのが辛かったので、とりあえず風呂に入ることにした。

　風呂から上がると、ゆうゆの泣き声さえ収まっていたものの「ゆうゆ、ごめんね」という俺の投げかけに対し、「大丈夫」とだけ無機質な声色で呟く彼女にそれ以上投げかける言葉は見つからなかった。

　はぁ、今となってはどんな反省の言葉もこの場を収める特効薬にならないというのは辛いものがある。




　翌日、事務所に集まってダンスの振り付けの細かい確認をメンバーだけで行ったのだが、ゆうゆが俺に話しかけてくることは一度もなかった。事務所に向かう時も帰る時も、俺を待つことなく一人でさっさと出ていってしまうゆうゆに対して、ますますなんて話しかければいいのかがわからなくなるばかりである。時が解決してくれるとはいうが、時に耐えている間はため息の数がかさばるばかりである……。

「ねぇ、そういえばアレどうなったの？」

　みんなが帰ったあと、事務所の戸締まり確認をしていると美子が話しかけてきた。アレ、というのはおそらくこの間のトピックなので風俗店勤務疑惑のことだろう。

「いや、別にどうもなってないよ」

「えーうそだ。じゃあなんでゆうゆとケンカしてるの？」

「えっ!!　別にケンカしてるわけじゃないです」

「いやいや、明らかにゆうゆ、長な束つかに対してピリピリしてたじゃん」

「そんな感じ出てた？」

「あきらかに出てたでしょー！　てことはなにか長束からアクション起こしたの？　でどうだった？　やっぱ働いてた？」

「いや、なんか今日はゆうゆ疲れてるだけじゃないかな」

「そんなわけないじゃん」と即答したかったのだが、人は嘘うそをつく時、イエスかノーかの２択で迫られてしまったら第３の選択肢で答えようとしてしまうらしい。

　正直に答えるのも、嘘をつくのもバツが悪いので、第３の選択肢という逃げ道を自分でこしらえてしまうからだそうだ。逆にいえば相手が嘘をついているかもしれない、と疑わしい時はずっと２択の質問で追い込み続けるのが効果的なようだ。そして、俺が選択した第３の答え方に対して、美子は不満げな様子であった。

「ふーん、なんか怪しいんだけど。正直クロだったってことでしょ」

「いやそんなこと言ってないよ」

「絶対？」

　美子は、首を傾かしげて覗のぞき込こむように俺の顔をじっと見る。首を傾げた瞬間、ゆるやかに巻かれた明るいロングヘアが少し弾み、ふわふわした白いボンボンが先についた、長細いイヤリングが揺れる。

　その女性っぽいリアクションと揺らぎに俺は少しドキッとしてしまう。

「う、うん。なにかあったら言うから」

「約束だよ。あ、そうだあとさ。火曜日、暇？」

「火曜日？」

　火曜日、といえば……例の日である。昨日ゆうゆのスマホに来ていたメッセージに書かれていた、出勤日だ。俺にはゆうゆが出勤する前に入店を阻止するというミッションがあるではないか。まだなんの手がかりも掴めていないので尾行するくらいしか手はないんだけど。

「火曜日にね、ブランドのサンプルセールがあるの。よかったら一緒に見にいかない？」

　サンプルセール……？　一体なんのことだろう。

「火曜日か、そうだね空いてるかもしれないけど、もしかしたら用事入るかもしれなくて」

「なにその、行けたら行く的なやつ」

「いや、そういうわけじゃないんだけど、ちょっとまたわかったら連絡するね」

「じゃあ、またあとで詳細送っとくね。あ、そういえば今日ブログ用の写真撮り忘れてたね……」

「ブログ？」

「今日の担当長束じゃなかった？　ほら写真撮っとけば？」

「え？　ああ……」

　ブログか、そうかアイドルだもんな。ブログくらいやるよな。で、今日の更新俺なのかよ。一体どんな文章書けばいいんだよ。ナチュラルにアイドルっぽく書くって、意外と難しそうだな。俺はとりあえず美子に言われた通りスマホのカメラを起動する。

「げっ長束いっつもノーマルカメラで撮ってんの？　アプリ使わないの？」

「え、ああ。あの目がでかくなるやつ？」

「盛れないでしょこれじゃ。あとで加工する感じ？」

「加工？　いや実はそういうの全然わかってなくて」

「いままでどうしてたのよ。まぁいいや、じゃああとで送って。いい感じに加工するから」

「あ、ありがとう」








第33話「《一軍》の人間に対するコンプレックスが心に引っかかってしまう」






　帰宅すると、ゆうゆはまだ帰ってきていないようであった。俺は１人、布団にねころびながらスマホをいじる。

　幸いスマホにダウンロード済みであったブログアプリを開くと、そこにはアイドルグループ・イデアのこれまでの軌跡が載っていた。

　活動を開始したのは約一年前だったらしい。みんなオーディションで集まって、オーディションを通過した四人が活動をはじめて、ここまで頑張ってきてという流れであった。さすがに写真を見て「みんな若いなー」という月日を感じるような変化はなかったが、当初よりも現在の方が抜群に垢あか抜ぬけていた。

　結成当初の写真はまだみんな顔が丸かったり、目つきがぼんやりしていたり、髪にうねりがあったりと隠しきれない素人っぽさがあったが、現在はみんなアイドルと呼ぶにふさわしい洗練された可愛さがある。

　もともとの顔立ちも可愛かったが、やはり人前に立ったり、ファンの人から「可愛い可愛い」と言われると容姿も変化していくものなのだろうか。女性は花と一緒で愛めでた分だけ綺き麗れいに開花する、などと言われることもあるが、そういうことなのだろうか、と俺は考え込んでしまった。

　まだメンバーたちと会って数日しか経たっていないが、みんなの軌跡をたどっていくと、自分も励まされたような気になるから不思議だ。

　圧倒的に完成度の高いものとして前から存在していたわけではなく、こうした経緯やストーリーがあって現在の場所にたどり着いた彼女たちに対して親近感を覚えるというか、愛いとおしさを感じてしまう。見守り続けたい、という感情が一番近いのだろうか。

　正直いままで誰かに対してこのような気持ちで応援したいと思ったことはなかった。プロ野球選手にしても、サッカー選手にしても頑張っていることはわかるのだが、自分よりもヒエラルキーがずっとずっと高い、いわゆる「一軍」の人間に対するコンプレックスのようなものが心に引っかかってそこまで熱狂することはできなかった。

　ようするに、幼少期からこじれた物の見方をしてこなかったであろう「一軍」の人間は、俺を傷つける側だからという思い込みがあったからである。

　傷つけられるといっても実際にいじめてくる、というわけではないが彼らが放つ光属性オーラが眩まぶしすぎて、自分のふがいなさというか闇部分が際立つような気になってしまうからということだ。

　俺は彼らのように器用に生きることができない。いつも前向きに、明るく、モチベーションを維持しながら高みに向かって不断の努力をできるような意識の高い人間ではないのだ。そういう自分に対する評価が、自分の自尊心を殺しにかかってくるのだ。

　けれども、なぜかメンバーに対しては、そのようなやっかみめいた気持ちが湧いてこなかった。少し前までは「美少女アイドルになれば適当に金持ちと結婚したりして人生イージーモードだわー」と思っていたが、いまとなってはそんな上辺だけの思い込みで全てを斬り捨てていた自分のあさはかさが、痛い発言のように思えなくもない。

　これは自分が可愛くなったことによって余裕が生まれたからか、メンバーが一生懸命レッスンしている姿を見たからか、明確な理由はよくわからないけれども。

　とりあえず俺は、いま俺が励まされたように、誰かの励みになるような元気いっぱいのブログを書かなくてはいけない。今日の出来事を思い出して、俺はスマホ画面に向かった。




《本日は事務所にてダンスレッスンを行いました。

　各自振り付けの確認を行い、互いに間違いがないか点検し一通り指摘し合いましたので、技術の向上に努められたと思います。

　引き続き気を抜かぬよう精進してまいりますので、今後とも何なに卒とぞお引き立てよろしくお願いいたします。美み子こさんと記念写真を撮りました。》




　……一通り書いてみた時に気がついた。これは、あれだ。ブログやなくて報告書や！　むぅ、ブログなんて簡単簡単と思っていたが自分で実際に書いてみると難しいものだな。ブログ自体は難しくないのだろうが、こう社会人としての礼節と美少女アイドルとしての愛らしさのバランスをとろうと思ったら中庸の文体が見つからないのだ。うー、もうちょっとアイドルみを出した元気いっぱいの文章にしてみるか。




《やっほ〜[image: ]

　今日はメンバーたちと事務所でダンスの振り付けの確認をしたんだよん☆[image: ]　なつかはすぐにバテちゃって、息がゼーハーゼーハーでした（笑）体力つけなくちゃいけないよね！　マラソンでもしてみよっかな？（笑）

　写真は美子ちゃんと撮ったよん[image: ]》




　……アカン。こっちのほうがアカン。思い切ってアイドルっぽいキャピキャピ感を盛り込んでみたものの、どう見てもインターネット黎れい明めい期きのネカマの文章感が否めない。

　どこがどうネカマっぽいのかはわからないが、暗い部屋でＰＣのディスプレイの明かりにほんのり照らされニヤつきながらタイピングしてるおっさんの顔が思い浮かぶ文体になってしまった。

　こんな短い文章なのに、こうも書くのが難しいものなのだろうか。代替案も浮かばないので、もう簡潔に書くか。あとどことなく不自然な感じがするから、顔文字もはぶくか。




《今日はメンバーたちと事務所でダンスの振り付け確認をしました〜。息切れしたけど、頑張りました！　みんなも今日は頑張りましたか？》




　……うん！　多少そっけないし、カタコト感はあるけれども、さっきのふたつよりは自然になった気がする。もうこれでいいか。今日はブログ一発目なわけだし、これからスキル向上させていけばいいでしょ。で、写真貼るわけだけど、そういえば美子が画像を加工してくれるって言ってたな。俺はさっき撮った美子とのツーショット写真を開く。

　うーん、二人とも可愛いし俺的にはこのままの画像でいいと思うんだけど、もっと肌を真っ白にしたり目を大きくしたりしたいのかなぁ。あんまり不自然じゃないほうが絶対可愛いと思うんだけどなぁ。

　いちいち送るのも面倒なので、忘れていたことにしてこのままの画像を貼ろうかな……と一瞬悩んだのだが、忘れていたことにした方が後々美子の怒りを買ってさらにめんどくさいことになりそうな気もしたので、俺は美子に今日撮ったツーショットをメッセージで送ることにした。




《美子、今日言ってた写真です、加工よろしくお願いします》




　メッセージを添えて画像をタップし貼り付ける、という操作に慣れていなかった、という言い訳は犬も食わないだろう。

　俺の指先はなにを血迷ったのか、美子宛にとんでもない画像を送ってしまう。

　そう、昨日写真に収めた、ゆうゆとスカウトマンらしき男のやりとりの画像を誤爆してしまったのだ。








第34話「誤爆　消す　トーク」






　全身から血の気が引いていく。俺はおそらく一番やってはいけない誤爆をしてしまったのだ。いや、おそらくやない。確実に一番やっちゃダメなやつだった。

　けれども、確か最近ネットニュースか何かで見たぞ。相手がまだ既読にならないうちなら、確か24時間以内なら誤爆をトークから消すことができる機能がアプリに搭載されたとかなんとかかんとか。

　俺はすぐに「誤爆　消す　トーク」と調べてみる。するとやはりネットニュースが検索に引っかかった。日づけを見るとやはり、そのサービスはもうリリースされているようであった。素晴らしいテクノロジーの進化、である。俺は早速誤爆内容を消そうと、再度アプリを開こうとした瞬間、スマホが連続で震えだす。

「あ……」

　迅速に行動したつもりであったが、敵はさらに迅速に行動していたようだ。

　俺がいままさに消し去ろうとしていた誤爆画像の隣には残酷にも「既読」という文字が小さく添えられていた。

　そして、《ちょっとこれどういうこと!?》《やっぱり働いてたの!?》《やばすぎ》《ありえん》と荒ぶりまくった美子からの鬼のようなメッセージの嵐が到着していた。

　すぐさまメッセージを返そうと思ったが、荒ぶった美子のテンションを考えると、ここは悠長にメッセージで対応していては取り返しのつかないことになりかねない。きっとこの誤爆画像を保存しているだろうし、なんならスクショをとって《ちょっと！　長束からこんなメッセージきたんだけどどういうこと!?》とメンバーのトークルームに爆弾を落とされたら、それこそ一番最悪なシナリオである。俺は美子に速攻で電話をかける。

　プルルル……という待機音を聞くことなく速攻で繋つながった電話口で俺がもしもし、と言うより先に美子は大きな声を張り上げる。俺は反射的にスマホを耳から離し、通話音量を２段階下げた。

『ちょっと長束!!　これどういうこと！』

「美子、ちゃんと正直に話すからちょっと落ち着いて聞いてほしい」

『落ち着いて聞けるわけないじゃん！』

「いや、その気持ちはわかるんだけど、いまはほら……」

　普通になだめにかかろうとしたが、これでは美子の反感を買ってしまいかねない。

　ここは、上司に取り入るように、適度に美子を持ちあげつつ丸め込むことが大切なのでは？　と俺は社畜時代を思い出す。

　上司が「本当、あの店員ありえないわ！」とやたらと怒っている場面に俺は何度も遭遇した。昼飯を一緒に食べた時、飲み会の時、店員さんの態度が気にくわないと「俺はお金を払っているのに！」とサービスの悪さに憤慨する、というのは日頃うっぷんが溜まっている中年男性のあるあるといえるだろう。

　そんな時は「まぁまぁそんな怒らなくても」となだめたり、「まぁ高い店でもないから社員教育もできてないだろうし、サービス求めないほうがいいですよ」と冷静に分析したことを口走ってしまうと、その怒りの矛先が俺の方に向くという不条理を生んでしまう……ということを知らなかった20代は苦悩したが、30代には対処法を学んでいた。

　俺が学んだ社畜流処世術はひとつ。それは、相手よりも怒ってみせる、というパフォーマンスである。

　これは心理学系の本でも読んだのだが、相手がなにかに対して怒っている時、その怒りに共感しつつ、もっと過激に怒ると相手はびっくりして「まぁまぁそこまで怒らなくても……」と冷静になってしまうらしい。親分よりも怒り散らす子分、みたいな図式である。この美子の怒りを収めるには、まず美子よりも俺が怒っていることをアピールするという作戦に出ることにした。

『ちょっと長束聞いてる!?　ゆうゆありえなくない？』

「……うん。マジでゆうゆありえない！　あいつ裏切ってたんだな。いまから社長に電話して速攻で辞めさすように言う。あとあいつの裏垢とこの画像ネットに晒さらして、あいつが今後一切まともな生活送れないように社会的制裁を食らわせるわ!!　あいつをとことん追い込むから!!」

　俺は、口先だけで怒りながら内心ドキドキしていた。相手が大人であれば、俺の出した過激な提案に対して「いや、けどそこまでやるのはちょっとやりすぎじゃない？」と冷静なターンに入るだろうが、美子はまだ大人と子供の中間である。

　俺の発言に対して「私もそう思ってた!!」と全力でのっかってくる可能性もゼロではない。俺は美子がどう出てくるのか、不安を抱えながら「マジあいつ潰す」「ありえない」「キレたらとことんやるからな」「こっちは本気だからな」と溢あふれてくる怒りを隠せないかのようにぶつぶつ呟いてみせた。

『うん、ありえないよね。ありえないけど……けどそこまでするのはちょっと可哀かわい想そうじゃない？』

　……かかった！　美子は怒ってこそいるようだが、俺の出した案に対しては若干引いているようであった。よっしゃぁぁ！　まずは第一段階クリアである。しかし、まだ冷静にここで次の段階に入らなくてはいけない。

　次は、相手の度量を褒めるというターンである。ここで必要なのは「さすが、優しいですね」といった具合に相手の人格を褒めるのだが、絶対に挿入すべき大切な単語がひとつある。

　それは「いつも」という単語である。「美子って本当に優しいよね」よりも「美子っていつも本当に優しいよね」と伝えることにより、相手に「私はいつも優しいというイメージを他人に持たれているんだ」と意識させるのだ。

　人に褒められた良いイメージを崩したい、と思う人間はそう多くはない。特に美子のような多少プライドの高い人間は、この褒め言葉を手放してまで自我を貫こう、とはしないはずだ。

「そっか。ゆうゆを社会的に抹殺してやりたいくらい怒ってたけど、美子ってさ、いつも本当に優しいよね。いつも相手にはなにか理由があるんじゃないか？　って考えてくれて。ゆうゆにもきっと理由があるんだよね……」

　俺はさきほどの怒号から一転し、急に優しいおばあちゃんのような口調で、一気に畳みかける。この作戦で美子を上う手まく丸め込めるかはわからないが、いまはそうするしかない。俺はしばしの沈黙の間、口にぎゅっと力を入れ、祈るように美子の返答を待った。

『うん、私はそう思ってたよ。だからとりあえず二人の秘密にしとこう』

　……かかった！　俺は「……計画通り」とほくそ笑む夜や神がみ月ライトの画像を思い出し、似たような笑みを浮かべてみた。あれ、やるタイミングがなかっただけで実は一回やってみたかったんだ。けれどもあれだな、あっさりと作戦に引っかかる美子の単純さは、なんか子供みたいで笑えてくるというか、綺麗な見た目とのギャップを感じて、可愛さがありあまる。

　すると、美子は思いつめたように電話口でこう呟いた。




『けどさ、やっぱ知ってしまったからには私たちは真実を突き止める必要があると思うの……長束、一緒に店に乗り込むことにしよ!!』








第35話「なに言ってんの、フォローするのがメンバー愛でしょ！」






「店に乗り込む!?」

『うん、やっぱさゆうゆにもなにかしらの事情があると思うから、そこ見過ごしてちゃいけないと思うんだよね！　だからお店に乗り込んでさ、そのあたりハッキリさせようと思うの！』

「いやけど乗り込むって、ドラマじゃないんだから」

『だっていま話してもしらばっくれられるかもしれないじゃん！　こういうのはきっちり証拠掴つかんで、現行犯的に現場を押さえなきゃダメなんだって！』

　美子はゆうゆが勤務する店に乗り込む気満々であった。あー、うーさっきまでいい感じに丸め込めていたのに、どんどん雲行きが怪しくなってきたではないか。

「いや、けどほらそこまでしなくてもいいんじゃないかな……？」

『なに言ってんの、長束。その辺フォローするのがメンバー愛でしょ！』

「愛……？」

『だって長束が言ったんじゃん！　なにか事情があるかもって。そしたらその事情をちゃんと吐き出してもらわないとダメだよ。だってメンバーなんだから！』

　美子は底抜けに明るい声で、いきなり正義感を振りかざしてきた。どうやら俺が美子のことを褒ほめ称たたえすぎたせいで、変なスイッチが入ってしまったようだ。この間まで「ゆうゆを辞めさせてください」とか言っていたくせになんて勝手な人なんだ。まぁけれどもあれなのかな、勝手な人というよりも美意識が強すぎる人なのかもしれない。

　裏垢を作って愚痴を垂れるような行動はアイドルとして絶対ダメ！　風俗で働くのももちろんダメ！　けれどもなにかしらの事情があるならそれを見過ごすのはもっとダメ！　となにかしら三原則みたいなものが彼女の中にあるのだろう。自分の中の正義感に関して潔癖症的な融通の利かなさを持っているんだろうか。うーんこうなってしまった以上、この問題に興味をなくさせるのは難しそうだ。

『じゃあ火曜日、長束はゆうゆを尾行して。私に現在地教える係で』

「え!?　どういうこと？」

『だってゆうゆと一緒に住んでるんだから、尾行できるのは長束しかいないじゃん』

「いやそうかもしれないけど……」

『じゃああれ？　私が月曜日にそっちに泊まりにいけばいい？』

　いや、それはそれでめんどくさいことになりそうというか絶対にもっとこじれそうなので避けたほうがよさそうな匂いしかしない。きっと泊まりにきたらきたで、火曜日のことを知らないふりするどころかカマをかけたり、秘密を握っていることを匂わせたりしつつ、ゆうゆのことを煽あおるのが関の山である。

　そんな無計画な振る舞いでゆうゆを警戒させてしまったら、余計に関係性が悪くなるだけだし、ゆうゆが出勤するのを阻止できなくなるだろう。俺は美子が暴走しないように、ひとまずここは折れることにした。

「わかったよ、じゃあ火曜日、ゆうゆを尾行することにするよ」

『うん、じゃあそれで。ちなみに時間はわかってるの？』

「いやそのあたりはなんにも……」

『じゃあとりあえず私は適当に待機しとくからよろしくね！』




　結局美子の提案を断れないまま、火曜日まではあっというまであった。

　俺はその日までゆうゆと特に会話することもなく、お互いの存在を意識していないように意識し合う、という奇妙な距離感を取りながら生活を送っていた。ケンカ中のカップルともまた違う、とりとめのない冗談を言うことくらいでは決壊することのない厚い壁があったのだ。




　火曜日の朝10時頃、ゆうゆはいつもと変わらぬ様子で朝の支度をはじめた。一見、なにも特別な様子はなく普段と変わらぬ物静かなゆうゆの姿がそこにはあった。俺はそんなゆうゆの様子を横目で見ながらインスタントコーヒーを淹いれて間をもたせていた。

　おかしな話かもしれないが俺は心の中で、今日これからのことがなにかの間違いなのではないか？　というなんの根拠もない可能性を感じていた。これは俺の、トラブルを回避したいという思いの強さもあるが、この数日、それほどゆうゆの様子におかしなところが見られなかったのだ。そんないつも通りの様子に気が緩んでしまったのか俺は気まずい空気も忘れて、ついゆうゆに話しかけてしまった。

「ゆうゆもコーヒー飲む？」

　しばらく会話のなかった俺にいきなり話しかけられてゆうゆも驚いたのか、一瞬目を丸くする。

「えっ……うん、ありがとう」

　その反応から、ゆうゆはまだ怒っているというわけではなさそうであった。あの時俺が言ってしまった言葉はまだ心に引っかかっていると思うが、ゆうゆもあれから俺と会話をするタイミングを逃してしまった、と思っていてくれたのかもしれない。そう思うと積極的に歩み寄らなかった大人げない自分の態度が、申し訳なく思えてくる。

　本当はゆうゆよりもずっと年上の俺がフォローしたりなにかしら歩み寄ったりするべきだったのだろうが、嫌なことや気まずいものを回避してしまう元来のダメさで今日までなにも言葉をかけられなかったのだ。

「えっと、カフェオレにもできるけどどうする？」

「うん、じゃあカフェオレにする……甘めで」

「じゃあ、ちょっとまってね！」

　俺は、自分用に淹れていたインスタントコーヒーにミルクと砂糖をいれ、ゆうゆに渡すことにした。

「……はい、じゃあどうぞ」

　マグカップの中ではミルクが沈むように回っていた。俺はマグカップの上部を持ち、ゆうゆのほうに把とっ手てを向けた。

「ああ、ありがとう……キャッ!!」

　マグカップを手渡すその瞬間、ゆうゆの指先がかすかに震えている、ということに気がついたのだが、その直後には、マグカップはガチャン！　と音を立てて割れ、淹れたてのカフェオレは床に広がりキッチンマットを染め上げた。








第36話「恨みの皮をかぶった羨望」






「わっ!!　ああ、タオルタオル」

「あっ……ごめん……！」

　キッチン台に置いてあったキッチンペーパーを手に取り、しゃがみ込んだ俺の目に飛び込んできたものは、床にぶちまけられマットに色を伸ばすカフェオレではなく、カップの破片で傷ついたゆうゆの足首に小さく浮かんだ鮮血であった。

「ゆうゆ、怪け我がしてるよ。ほら脚！」

「あ……ほんとだ、ちょっと血が出てる」

「大丈夫!?　ほらこれで拭いて！」

　俺は新たに巻き取ったキッチンペーパーを、ゆうゆに手渡す。

「うん……痛くはないよ。大丈夫。せっかく淹れてくれたのに、ごめんね」

「それは大丈夫だよ。けど一応消毒しておいたほうがいいかもね」

「長束は……優しいね」

　ゆうゆは、少し前まえ屈かがみになり、キッチンペーパーを足首にあてた。しゃがみ込み床にこぼれたカフェオレを拭く俺と、ゆうゆの顔が少し近付く。俺は長い睫まつ毛げの影が落ちた、ゆうゆの白い頬ほおに思わず見入ってしまう。

「長束……このあいだはごめんね」

「いや、あれはこっちが悪かったから傷つけて本当にごめん」

「私ね……」

　ゆうゆは俺の目を見ることなく、もう血は拭き取れたであろう傷口をキッチンペーパーで念入りに押さえながら、自分の中でなにか言葉を飲み込んだようだった。

「私ね……たまに不安になるんだ。たまにというか最近はもしかしたらずっと不安なのかもしれない」

「不安？」

「うん、このあいだ長束に、『ゆうゆには、向いてないよ』って言われた時、あんなに怒っちゃったのは、自分でもたまにそう思うからなんだ」

「そっか、ごめん」

「向いてない、とは思いたくないし、絶対売れたいって気持ちはあるんだけどいつまでも変わらない日常が嫌になるというか……なんて言えばいいのかな」

「うん、大丈夫。聞いてるよ」

「ありがとう。なんて言うのかな、先が見えないって言うのかな。夢があってそこに挑戦しているっていうのはわかってるんだけど、こう、どう現状を打破していけばいいのかわからなくて」

「うん」

「実際にダンスの先生に怒られたりもするし、頑張ってるつもりだけどまだ頑張りが足りないとも思ってて、それで……」

「うん」

「頑張らなきゃって焦りと、この先に対する不安が絡まって、もちろん頑張るんだけど、どうすればいいのか見えなくなっちゃって……」

「そっか」

「それで、できるだけ考えないように毎日過ごしてたんだけど、そんな時だったから長束の『向いてない』って言葉、傷ついちゃったけど少し腑ふに落ちたんだよね」

「ご、ごめん……」

「あ、私がいつまで経ってもダメなのは、私にはこの夢は向いてないからなのかなって」

「いや、そんなことないよ」

　安っぽいフォローが俺の口先からたまらず出てしまう。

「ううん、怒ってるわけじゃなくてそっかぁ……って妙に納得しちゃったんだよね」

「……」

「だから、あの時は泣いちゃったんだ、ごめんね……」

「いや、謝るのは俺の方で」

「ハハッ、またオレっ娘こになってるよ……」

「あっ……」

　ゆうゆは、何度か傷口をトントンとキッチンペーパーで軽く叩いたあと、キッチンマットを手に取ると「洗っちゃうね」と洗濯機へ持っていった。

　俺はゆうゆからの告白が少しショックだった。

　俺が傷つけてしまった、ということに対する罪悪感もあるがそれよりもあんな年下のゆうゆですら、日々に対する不安感を抱えていたということがなぜかたまらなくショックだったのだ。

　ゆうゆは、感情の起伏が激しいようには見えないが俺からすると、見た目もであるが内面もとても愛らしく、自分には縁がなかった魅力を充分すぎるほど兼ね備えた女の子である。

　しかし、そんなゆうゆですら不安や悩みを抱えている、という現実になぜか胸が締め付けられていたのだ。

　傷つくようなことがあったり、悲しい思いをして過ごす時間があったりという当たり前のことが、なぜかゆうゆにはあってほしくなかった。これはゆうゆのことが好きだとか、付き合いたいとか、そういった恋心からではない。

　自分から見ると万能の美少女も、自分と同じように傷ついたり悩む時間があるという事実が、こんなにもみじめに感じるのはどこかで美少女を偶像のように見ていた自分がいたから、だろう。

　自分とはかけ離れ、俺よりも恵まれた容姿を持って特になにかをしなくても人から好かれるであろう人生を送っている彼女たちを、どこか光のように思っていたのだ。

　彼女たちは心の葛藤など特に抱かず、余裕な毎日を生きているはずだ、と思うことで自分の人生の苦しみを消化していた、という表現が近いだろうか。

　けれどもゆうゆの心の葛藤を聞き、俺が思い描いていた現実が幻想であり、現実にはそんな余裕たっぷりで明るさだけの人生は存在しない、という残酷さを突きつけられているような気になったのだ。

「美少女に生まれたら人生はイージーモードなはずだ」という俺の恨みの皮をかぶった羨望は、自分の人生の不遇さを納得させるための偏見だったのかもしれない、とこの時初めて思った。








第37話「この少女漫画のワンシーンみたいな展開なに!?」






　ゆうゆが着替えているのを折りたたんだ布団に座って待っている間、俺のスマホが震えだす。




《おは！　ホシはいまどんな感じ？》




　美子からのメッセージであった。刑事ドラマで見るような隠語を使ってきているあたり、朝から尾行することにテンションが上がっているようだ。




《おはよう。ゆうゆはいま着替えてるよ。もう少ししたら出ていくかも》

《オケ。じゃあ見失わないようにこっちも近場で待機してる！　とりあえず近くのカフェにいるからゆうゆが出かけたら連絡よろ》

《え？　近くにもういるの？》

《うん、だって長な束つか一人だと見失いそうで不安だし！》




　メッセージと共に、美子から画像が送られてくる。

　そこには黒いマスクをしてキャップをかぶった黒髪の男の子が頬ほお杖づえをついてる自撮り写真であった。……え？　いきなり誰？　売り出し中のＫ─ＰＯＰアイドル？




《え？　これ誰？》

《かっこよくない!?》

《まぁ、かっこいいけど……誰？》

《私!!　ほら、尾行っていったら変装でしょ！》




　えっまじか。俺は画像を二度見した。うーん、わからん。確かに美子と言われれば美子だけど、肌が真っ白に飛んでいることもあり、別人に見える。髪の毛はどうしたんだ？　切ったのか？




《えっけど髪型とか髪の色とか全然ちがうじゃん》

《これはウィッグ！　で、さらしで胸をつぶしてるの！　まじイケメンじゃない？》

《いや、イケメンだけども》




　尾行することもだが、尾行するにあたってのコスプレを全力で楽しんでいる美子のバイタリティの底深さに、俺は若さというものを感じた。

　若いうちは時に不謹慎とも取れる楽観的な考えや、あっけらかんとした態度で物事に臨みがちである。そのバイタリティが歳をとるにつれて枯渇してしまうのは、周りを見渡すことができる「社会性」という視力がアップしたおかげで、自分の程度を知ってしまい尻込みしてしまうからではないだろうか。

「じゃあ、長束わたし行ってくるから」

　そうこうしているうちに着替え終わり、フローラルな香りを漂わせたゆうゆが玄関を開けて出ていってしまった。俺は急いで美子に連絡をとる。




《いま、ホシが外出しました！》

《りょ》




　美子は、俺が出遅れたり見失ったりしてしまったら不安だ、と言ったが俺も俺で美子のことが不安である。

　好奇心が爆発し、ゆうゆにバレバレの尾行をしてしまうんじゃないか、という種の不安だ。俺も急いでゆうゆを追おうとしたのだが、玄関を出る時に家の鍵をどこに置いたか忘れてしまった。玄関の靴箱の上を見ても見当たらない。バッグの中か？　昨日着ていたコートのポケットか？　俺は思い当たる場所を手当たり次第乱雑に探し、五分遅れで家を出ることになった。ふぅ、結局美子の予想は当たってしまった、ということだな。




《長束遅いよ！　どこ？》

《ごめん、鍵なくしちゃっていま家出た》

《おけ、ゆうゆは駅近のコンビニにいる。いま出口で待機中》




　急いでコンビニのそばまで向かうと、さっき画像で見たＫ─ＰＯＰアイドル風の美少年がビルの陰からひょこっと出てきた。美少年は黒いマスクをとって俺に話しかける。

「やほ」

「あぁ、おはよ」

　視覚、とは恐ろしいものだ。声も美子だし、骨格も男にしたら華きゃ奢しゃすぎるのだが、女子にしては長身だからかそれなり……それなりなのだ。目からは「美少年」だという情報が入ってくるので、俺は頭の中で「これは美子、これは美子」と脳に意識付けながら話していた。

「ゆうゆとりあえずコンビニ寄ってるから、こっから尾行すんの慎重にしよ」

「あ、うん」

　美子は俺をまじまじと見る。

「はぁー、長束も尾行すんならもっとあったでしょ。それただ地味な格好なだけじゃん。私くらいのクオリティーで来てよ」

「いや、まさかそんなコスプレしてくると思わなかったよ！」

「気づかれないようにするんだから当然じゃん。まぁいいや、じゃあいこ。はい」

　そう言うと美子は俺に左手を差し出した。

「え？」

「いや、手。ほらカップルのふりしてればいいじゃん。だから手繋つなぐか、腕組んで」

　……え。えええええええ！

　いや、待て待て。一旦冷静になれ。なっ！　これは女同士なんだから恥ずかしくない……うん、わかってる。脳ではちゃんとわかっているのだが、俺のこの胸の高鳴りは一体なんなんだ？　これは美子が女で俺が男だから恥ずかしいのか？　それとも、美子が美少年で俺がいま美少女だから恥ずかしい……とでもいうのか!?　……俺があいつであいつが俺で!?

　ぐぎゃあああああ！　頭の中で法則性が入り乱れ、なにかが崩壊してしまいそうである。正体不明の恥ずかしさの原因は、深くは探らないようにしよう。ただなんだ、この心がスカッとするようなすがすがしいドキドキ感は……。

　俺は、右手の指先を美子の手のひらにちょこんと乗せてみた。すると美子がグッと手を引っ張るように俺の手を握った。

　あかんあかんあかん、なに!?　この少女漫画のワンシーンみたいな展開なに!?　読んだことそんなにないけど、なに!?　えっ俺この謎の汗なに!?

「あ、やばホシが出てきた。よし、いこう」

　美子はゆうゆがコンビニを出て、地下鉄の駅へと降りていくのを見て、俺の腕を引っ張った。俺はそのまま美子の後ろをついていくのだが、美子はスニーカーで、俺は少しヒールのあるブーツだったので思わず「歩くの早いよ」と言ってしまいそうだったが、俺が吐くセリフとしてはキモすぎると思ったので、言葉を飲み込んでついていくことにした。








第38話「『無料案内所』と書かれた看板が堂々と光を放っている」






　ゆうゆの隣の車両に乗って、俺と美子はゆうゆを尾行することにした。

　車両の座席には空きがなく、ちらほらとドアに寄りかかり立つ人もいる。ガラガラでもなく混みすぎていることもなく、尾行するにはちょうどいい混み具合といったとこだろうか。

　人を尾行する時には、その人物が右利きならば左後ろを歩いたほうがいいらしいというのを前にテレビで見たことがある。確か浮気調査にあけくれる探偵事務所のドキュメント番組かなにかだ。なぜ左後ろを歩いたほうがいいのか、というと右利きの人が振り向く時は右に首を振りやすいので左側が死角となりやすいからのようだ。

　ゆうゆのことを見失わないギリギリの距離を保ち、電車に乗り込むまでは無事ついてこられたが、このあとは……一体どうしたらいいのだろう。このあと電車を降りて、店に向かうと思うのだがその時俺たちはどう動くのがベストなのだろうか？

　ゆうゆが店に入る前に呼び止めて、ファミレスか喫茶店にでも連行して話を聞く……というパターンが一番ベストであると思うが、肝心なところは美子と何も話し合っていない。うん、このあとの行動をどうするかに関しては美子ときちんと話し合っておかなくてはいけないな。

　俺は、イヤホンを耳に差しドアにもたれかかる美子の腕をちょんちょん、と指先でつついた。

「あのさ、このあとだけどどうする？　とりあえず店の前までついていって店に入るところを捕獲するって感じでいいよね？」

「……えっまじで言ってんの？」

　おおげさな動作でイヤホンを外した美子は、なぜか俺の案に対して呆あきれたような表情を見せる。その案しかないと思うのだが、なにか不満でもあるのだろうか。

「その案でいいよね？」

「いやいや店に入る前だったら、しらばっくれられるに決まってんじゃん。ここまで来て、しらばっくれられたらまじ意味ない。無駄すぎるんだけど」

　どうやら美み子この考えでは俺の出した案は詰めが甘いというか、現場を押さえるのに不十分だと不服があるようであった。けれどもいまは現場を押さえるよりも、ゆうゆを止めることのほうを優先すべき事柄である。

「うーん確かにそうかもしれないけど、ほら証拠なら、あの写真があるじゃん！　やりとりしてたあのメッセージの写真！　あれがあるから大丈夫じゃない？」

「……長束甘いよ。あれだけじゃ〝別に友達とふざけてただけだし……〟とかしらばっくれられたら反論できないわけじゃん。もっとこう……決定的証拠？　現行犯逮捕的な感じじゃないと、ダメでしょ」

「うーんいや言ってることはわかるんだけど……じゃあ美子はどうするつもりだったの？」

「決まってんじゃん！　店から出てきたとこを捕獲する！」

　いやいやいや、店から出てきたとこってそれじゃあれじゃん、終業後ってことになっちゃうわけだからつまり……全然阻止するどころか送り出してることになっちゃうじゃん！　俺たちがいますべきは証拠を集める云うん々ぬんよりも、ゆうゆがいかがわしいことをするのを阻止することなんじゃなくて!?　美子的にはそれよりも決定的証拠を摑つかむ方が優先事項ってことなのか。

「だけどさ、それだったらほら、もうサービス終わったあとになっちゃうじゃん……それならゆうゆが働くの止められないじゃん」

　車内ということもあり、俺は周囲を気にしてぼそぼそと声を潜め美子に伝える。

「え？　けど仕方なくない？　だって店に入る前だとここまできた意味がないもん。働いたあとじゃないと証拠掴めないわけじゃん！」

「いやそれなら意味ないじゃん！　ゆうゆを止めることの方が大切でしょ？」

「止めるよりも、証拠摑む方が大事！」

　俺が周囲を気にして小声で話したというのに、美子は周囲を気にすることなくはっきりとした口調で俺に詰め寄ってきた。車内で言い争いしているカップルのようになってしまう俺と美子。そうこうしている間に、隣の車両からゆうゆが停車駅で降りる姿が見える。

「やばっ美子、ゆうゆが降りる！」

「えっまじ!?」

　俺たちはゆうゆの様子を気にしながら、再びあとをつける。店に到着するまであとどのくらい時間があるかわからないが、どうしたらいいものか……。無理やりにでも美子を振り切って店に入る前にゆうゆを捕獲するか……。けれども、美子の言う通りいまここでゆうゆを捕獲しても、しらばっくれられたら余計に険悪な雰囲気になるだけである。

　ゆうゆがしらばっくれることができない決定的状況で、さらにバイトを阻止することもできる最良の方法を店につくまでに思いつかなくてはいけない。

　俺は、なにか最善案がないものか、と稚拙なＣＰＵをフル回転させながらゆうゆのあとを追った。

　美少女ではあるが、社会人経験を積み重ねてきたおじさんだからこそ、その人生経験の豊富さを生かして導き出せる答えがあるはず……それは一体どういう方法だ？　俺の脳細胞……こんな時こそ集結してくれ！！！

　ホームから地上に上がり、太陽の光と不似合いなネオンがうるさい繁華街を５分ほど歩いただろうか、ゆうゆがスマホを確認しながら、ある雑居ビルの前で立ち止まった。雑居ビルの一階にはデカデカと「無料案内所」と書かれた看板が堂々と光を放っているではないか。ゆうゆはエレベーターでも探しているのか、入り口の近くをうろうろしだす。

「このビルっぽいね」

「うん、そうだね」

　俺と美子は、ビルが見える細い路地に隠れ、ゆうゆの様子を窺うかがっていた。エレベーターを見つけたら、ゆうゆは店に入ってしまうであろう。

　突撃するなら……いましかない。








第39話「ミラクルはもっとロマンチックな場面で起きてくれ」






　ビルの入り口を探すゆうゆの様子を路地から窺いながら、突撃するタイミングを計っていると、なにかを見つけたゆうゆがドアの中にサッと入っていく。どうやら入り口があったようだ。そんなゆうゆの様子を見た美子もいきなりビルまで走り出す。

「よしいまだ」

「えっ!?」

　ゆうゆが入った入り口へ向かうと、そこには年季の入ったエレベーターがゴウンゴウンと音を立てて動いていた。見上げたエレベーターの階数表示は２階、３階とゆっくり点灯し、チン！　と電子レンジのような音と共に５階で止まった。どうやら５階に用があったらしい。

「５階……か」

「うん、そうみたいだね」

「長束、５階ってなんて書いてある？」

「ちょっと待ってえっと……」

　美子に言われて店舗名を確認しようとしたのだが、どうしたものか、壁に掛けられたビルの案内の５階の表記は空白であった。

「いや、なにも書いてない……」

　なにも書いていない、ということはおそらくここは店舗ではなく事務所かなんかなのだろう。そして表立って言えないような会社なのだろう。

「まじで書いてないの？」

「うん、書いてないね」

「じゃあどうする？　郵便物でも漁あさる？」

　美子は郵便物を漁って店舗名を特定しよう、という大胆な案を持ちかけてきた。いや、これは全くの男の勘であるが、おそらく派遣型サービスの事務所なんだろう。

　つまり事務所の名前を知ったところでゆうゆが働く店の名前はわからないし、検索したとしても事務所の名前から店舗名は割り出せないであろう。てことは……ここで事務所に乗り込むしかないのか!?

　いやけれど冷静に考えて、高確率で怖いお兄さんがいるだろうし、それは避けたい。美少女である見た目を生かしてなんとか乗り切れたりしないか？　いーや、けどそうなったら俺も無理やりこの店で働かされる的な展開になってしまうというパターンも最悪ありえる……。いまは強要問題とかも事件になってたりするくらいだし。うぅ、美少女であることを生かして、なんとか乗り切れる方法はないのか、考えろ、考えるんだ俺!!

「長束、やばい。誰か来る」

　目の前のエレベーターは再びゴウンゴウンと音を鳴らし、ゆっくりと降りてきた。階数が同じということは……どうやらゆうゆが入った事務所から誰かが降りてくるようであった。もしかして１階のエレベーター前に監視カメラが付いていて俺たちは見張られていたのか？　事務所にいた怖いお兄さんが「なんか不審者おるなぁ、とっつかまえにいかなあかんなぁ」とか言って俺たちを威嚇しにきた的な展開!?

「美子、ちょっとさっきのとこまで戻ろう!!」

「う、うん、わかった」

　俺と美子はさきほどゆうゆの様子を窺っていた路地までダッシュで戻り、再びそこから様子を窺う。

「美子、もし怖いお兄さんが出てきたらダッシュで散る感じで……!!」

「そ、そうだね」

　さっきまで威勢のよかった美子もやはりアウトローな人物は怖いらしく意外と素直に言うことを聞いた。もし、ツーブロックに刈り上げたガタイのいい強こわ面もてのお兄さんが出てきたら、ここは……一旦撤退しよう。うう、さんざん守るとか言ってたのに、ごめんゆうゆ。ヘタレな俺を許してください。ちゃんと助けにいくから。

「長束っ、出てきたよ！」

　路地に隠れ、振り返った美子の先に見えたのは、脇が締まらないほど上腕二頭筋を鍛え上げた強面のお兄さん、ではなく大きなトートバッグを持ち、スカートの裾が大きく広がった薄ピンクのメルヘンチックなワンピースを着た女性であった。

　ツインテールのパサついた茶髪に、背丈こそ低めだがわりとがっちりした体型の若い女性だ。これも男の勘であるが……あの着飾っているけど、どことなく幸が薄そうな感じ……うん、おそらく派遣の店で働いてる女の子だ。パッと見、可愛かわいいんだけど、髪が若干パサついてて、体ががっしりしてる感じ、あれはパネマジの魔法が解けた風俗嬢あるあるなんだ、俺の経験則によれば。けど、なんかそれだけじゃない既視感があるぞ。ん？　なんだこの若干懐かしい感じ……って、まさか!!

　俺は目を凝らしてよくよく女性の顔を見てみる。……まじ、か。やはり俺の勘は正しかった。この既視感の正体は……そうだったのか。こちら側に歩いてくるあの子は、俺がクリスマスの夜に一夜を共にした、いや正確には90分を共にした……二度と会えなくなると思っていたあすかちゃんではないか!!

　もう一度会ってみたいと思っていたが、まさかこんなところで再会を果たすとは、どんな引き寄せだよ!!　こういうミラクルはもっとロマンチックな場面で起きてくれよ！　一回指名したことある風俗嬢に街中でバッタリ会う的なミラクルじゃなくてもっとこう、運命の出会い的なミラクルとして起きてくれよ！

「なに？　長束、知り合い？」

　感動でもないが突然の再会に驚きを隠せない俺の様子がおかしかったのか、美子が小声で尋ねてきた。

「いや、知り合いっていうか……」

「なに？　知り合いならゆうゆのこと聞き出してきてよ」

「いや、知って……知り合いじゃない！」

　ああ、あすかちゃんが働いている店の名前なんだっけ？　俺は必死で思い出そうとしていた。なんとかフェアリー？　フェアリーなんとか？　確かフェアリー的な単語が入ってたと思うんだけど、あかん、全然思い出せないうえに多分そんな名前の店無限にある。

　俺は必死にあのクリスマスの夜のことを思い出そうと両手で頭を抱え、記憶を絞り出そうと集中したが、全然ダメであった。何度トライしても、脳裏をよぎるのは、あの日最後まで気になっていた背中の引っかき傷の映像だけだった。あーもう俺マジ無能すぎる!!

「あ、ほらあの子行っちゃうよ。どうすんの!?」

　しびれを切らした美子が、イライラを隠しきれない低めの声で俺に詰め寄る。眉間にしわを寄せ、鋭い目つきで睨にらむ美子。

　ああ、あとちょっとなのに、もう少し俺の記憶力がよければ手がかりが摑めそうな絶好のチャンスなのに、あと一歩で期待に応えられない、本当にダメな奴である。

　しかもこんな時にまで、怒った顔でも美子は本当に綺き麗れいだな……とか考えてしまっている始末だし……。……ん、まてよ!?

　綺麗……。そうか、これだ!!

「美子、名案がある!!　ていうかこれしかない!!」

「え？」

　俺は、そのまま両手で美子の顔を挟み、自分より少し背の高い彼女の目をまじまじと見つめた。








第40話「漫画原作のミュージカルに出演して２・５次元俳優として活躍したいレベル」






「長束なに、いきなり。なんか怖いんだけど！」

「いや、名案があるんだ。そしてこの作戦を実行できるのは……美子しかいない」

「え？　どういうこと？」

「いまから……あすかちゃんをナンパしてきてくれ!!　美子になら、できる!!」

「ハァ!?」

　正直、手荒な作戦であるが、手がかりを掴むにはもうこれしかないと俺は考えた。

　俺は、自分が美少女の見た目であることを活いかした作戦はなにかないものか、ということばかりに意識を取られ完全に見落としていたが、美少女ではなく美男子であることを活かした作戦、というのもあるのではないか？　と美子の綺麗な怒り顔を見た時に思いついたのだ。

　男にしては声も多少高いし中性的な雰囲気ではあるがＫ─ＰＯＰアイドルのような美男子に話しかけられて、気分を害する女性はおそらく稀まれであろう。そのくらい美男子としての完成度が高い。ただ、普通にナンパするとなると鬱陶しがられる可能性も充分にあるので、ここはスマートに店名を聞き出さなくてはならない。そう、さらっと紳士的に勤務店の名称を！

「えっナンパってどういうこと……そんなことしたことないんだけど」

「美子、いまお前はめちゃくちゃイケメンだ。正直、そんな見た目に生まれていたら漫画原作のミュージカルに出演して２・５次元俳優として活躍したいレベルの完成度の高いイケメンだ。悔しいけどそのくらい美しいんだ。それは、自分でもわかってるだろ？」

「えっ、うんまぁ……そう思う」

　０・２秒ほどしか間を空けず、美子は謙遜することなく自分はイケメンであると言い切った。これが生まれながらにして美しかった者の持つ自信か。正直眩まぶしすぎるし、お前その自信すげーな！　どっからくんだよ！　俺にも分けてほしいわ！　とも思うけれど、いまはそこに言及するのはよそう。

「ナンパっていっても、お茶に誘うとかＩＤを交換するとかじゃなくていいんだ。それだと成功率が下がるから」

「ん？　じゃあどうしたらいいの!?」

「もうこれはイチかバチかだけど……店の名前を聞き出してくれ！」

「えっ!?」

「本当は名刺をもらえたら一番なんだけど多分、店の名刺をくれって言ったら、スカウトマンだと勘違いされるだろう。そうすると警戒されてしまう可能性がある。よくわからないが引き抜き行為はＮＧとかなんかがあるらしい」

　俺はネットで読んだ裏モノ系の記事の知識をにわかながら披露しつつ話す。

「う、うん。そうなんだ」

「だから、〝お姉さんめっちゃ可愛いっすね。今度指名したいからお店の名前教えてくれないかな？〟とカジュアルに聞くんだ。そうするとスカウトマンじゃないってこともわかって向こうに警戒されずに済むはず！」

「え？　ちょっと待って覚えきれないからもう一回言って！」

「〝お姉さんめっちゃ可愛いっすね。今度指名したいからお店の名前教えてくれないかな？〟だ。はい、リピートアフターミー！」

「お、お姉さんめっちゃ可愛いっ……すね。今度、指名？　したいからお店の名前教えてくれないかなぁ？　でＯＫ？」

「声が高いからもっと低めに!!　あと、若干恥ずかしさが残ってるからもっとなりきって！　はい！」

「……お姉さんめっちゃ可愛いっすね。今度指名したいからお店の名前教えてくれないかな？」

「……」

「……これで、どう？」

　俺は目を閉じてしっかりと美子のセリフに聞き入った。美子は声色を変え、さっきより抑揚をつけて話してきた。さすが、ステージ慣れしているからか飲み込みが早い。これならちょっと声は高めであるが男の声域の範はん疇ちゅうである。

　普通にナンパするとなると無視される可能性があるが、これくらいの会話なら向こうもノルマクリアに繋がるだろうから、聞き出せそうだ。

「よし、じゃあそれであすかちゃんに突撃しよう。頼んだ」

「え？　あすかちゃん？」

「いや、なんでもない。……あの子の架空の源氏名だ。気にするな」

「う、うん。じゃあ私あの子に言いにいってくるよ!!　なんかヤバそうだったらフォロー頼むね！」

「うん、イケメンのフリして言うんだぞ！　女ってバレたらひやかしだと思われるから注意して」

「ＯＫわかった。じゃあ、行ってくる!!」

　美子はこちらを振り返り「任せてくれ」といわんばかりに親指を立て、あすかちゃんの方へ足早に歩いていった。

　俺はそんな美子の様子を路地からそっと見守る。上う手まくいくといいのだが、なんせあすかちゃんもいまから指定されたホテルにでも向かう途中なのだろう。急いでいるだろうから鬱陶しがられてシカトされないといいけど……。

　俺はヒヤヒヤしながら二人の行方を見守った。後方からいきなり声をかける美子。それに対して一瞬ビクッと肩をあげるあすかちゃん。

　一度指名したことのある風俗嬢を、一緒にアイドルグループをやっている美少女（美男子）がナンパするという、どうにもこうにもカオスすぎる現場を俺は目を細めてそっと見守る。

「ん？　まてまてまてまて」

　シカトされなきゃいいけど、といった俺の心配をよそに二人はなにやら会話が盛り上がっているようであった。

　それどころか、あすかちゃんさっきまでちょっとガニ股気味に歩いてたのに、めっちゃ内股になってない？　しかもそんな両手を丸めて胸のあたりで可愛いポーズ作ったりなんかしちゃって、え？　なにこれ。俺が指名した時よりめっちゃ女出してない？　俺は二人が盛り上がっている様を見て、妙な気持ちに襲われていた。

　うん、ナンパが上手くいくのはいいことだし、上手くいかなきゃ困るんだけど、なんかもやもやした晴れない心地悪さが胸に溜たまってくる。あすかちゃんに対して恋心を抱いていた、とかも全くないしなんだったらちょっと冷めた目で見てたけど、なんなんだこの圧倒的敗北感は……!!

　イケメンに対して露骨に対応がいいあすかちゃんを見て、俺はなぜか雑に失恋したようなやるせない気持ちに徐々に落ちていく。




「あーやっと解放された。長束おまたせー」

　美子は路地まで戻ってくると、マスクを外しやりきったといわんばかりに大きく息をついた。

「いやー店の名前だけ聞こうとしたら、ＩＤ交換しよって向こうから言ってくるんだもん。けど交換したらふつーに女だってバレちゃうからめっちゃかわすの苦労したよー。ナンパって女が大変なもんだって思ってたけど、男も大変なんだね。あーつかれたー」

「……へぇ、そうですか」

「ん？　どうしたの？　なんか元気なくない？」

「……いや、別に。普通ですよ」

「めっちゃテンション落ちてるじゃん。けど、バッチリだったよ！　ほら、名刺もくれたし！」

「名刺……？」

　美子が差し出した名刺には、バッチリと「フェアリーメイト」と店名が印字されたフルカラーの水着写真が印刷されていた。








第41話「デリへルを頼みたいんだけど、お前代行で電話してくれない？」






「うん、ほら。フェアリーメイト〝あすか〟って。ご丁寧に電話番号まで書いてくれたわ。けど、すごい名刺だねー。写真がまじでグラビアアイドルみたい」

「確かに……」

「もう、長束なんかテンション下がりすぎ。なんかわかんないけど、これどうすんの？」

　美子は人差し指と中指で挟んだ名刺をこちらに差し出す。

　確かに、美子の言う通りいまは無駄に落ち込んでいる場合ではない。咄とっ嗟さの思いつきとはいえ、こうしてナンパが成功して店名を把握することができたという願ったりかなったりの展開である。

　このラッキーチャンスを無駄にせず、次の作戦を考えなければいけない、とはわかっているのだが……。

「そうだな、いまはゆうゆをどう救出するかが優先だよな」

　店の名前という手がかりを摑んだら、とりあえずなんとかできるのではないかと考えていたが、うーん。この先一体どう動くのが正解なのだろうか。

「うーんとりあえず店に電話してみる？」

　美子は特に深く考えず、といった感じで弾んだ口調で俺に提案してきた。

「いや、いま電話しても……そのあとどうする？」

「え、だってほらナンパ成功したじゃん。だから電話でもイケメンっぽく話したらいけるくない？」

「いや、それは見た目が男の子っぽかったから成功したわけで、声だけだと、絶対バレるよ」

「えー電話して、ゆうゆを出せって言えばいいじゃん！」

「いや、それだと絶対無理でしょ！　普通だったら絶対そんな意味わからない電話切る！」

「もうっじゃあどうすればいいのよ？」

　美子がパッパパッパと繰り出す提案を否定するだけ否定してみたものの、正直それに代わる名案はひとつも思い浮かんでいなかった。そしてそんな俺の歯切れの悪さに美子は徐々に苛いら立だっているのか落ち着きなく右足で小刻みに地面を踏む。

「……で、長束はなんもアイデアないわけ？」

「いや、あるよ！」

「なに？」

「うーんほらあれは？　〝私もお店で働きたいんです〜〟的な提案してみるとか……」

　俺はとりあえず美子のイライラを鎮めるためだけに後先考えず、思いついたことを口にしてみた。自分でもこの作戦がいまこの瞬間の会話を繋ぐためだけの苦しい思いつきだということはわかっていたが、いかんせんいいアイデアが思い浮かばなかったのだ。

「で、それで電話かけてどうすんの？」

「……め、面接に行く」

「それで？　行ってどうすんの？」

「そこで、ゆうゆに会う……」

「それだと、店にいきなり乗り込むのとほぼ変わんなくない？　てゆうか長束が名案があるって言ったからいまナンパしてきたのに全然名案ないじゃん!!」

「う……」

　美子の言っていることは正論中の正論である。しかし、店名まで掴んだいま、ゆうゆを呼び出すことはあと一歩なにかがあれば達成できるのだ。こういう時は深く考え込みすぎずに、シンプルに考えればいい、ハズ。

　例えば俺はいつもどうしてた？　あすかちゃんを呼んだ時どうしてた？　そうだ、普通に電話をかけてこの子空いていますか？　って聞いたんだった。あすかちゃんに限らず、俺がそういう店舗を利用した時は、希望のタイプを伝えるにしても電話一本だった。

　そう、電話一本さえすればゆうゆのことは呼び出すことが可能なのだ。しかし、俺の声はいま多少舌ったらずな甘めのアイドル声である。

　残念ながら俺の声からおっさんは想像できない。これは、なんという贅ぜい沢たくなジレンマなのだろうか。まさか自分がエロチャットのネカマと逆のジレンマ、そう「話したら声でおっさんだとバレてしまう」ではなく「話せば声で少女だとバレてしまう」というトリッキーな悩みに苛さいなまれる日がくるとは思っていなかった。

　こんな時に電話代行してくれるような都合のいい男がいたらいいのだが……どうすればいい？　おっさんが集まってそうな場所に行って見知らぬおっさんに代行を頼んでみるか？　おっさんが集まっているであろう場所、そうだな例えばサラリーマンのオアシスでもある個室ビデオ店にでも入って隣のブースにいるおっさんに頼んでみるか？　いや、それ絶対勘違いされるわ。なにかしらのヤバイ奴もしくは即興の雑な美人局つつもたせの手口みたいで警戒されるだけだわ。

　ああ、こんな時どっかに簡単に電話代行してくれるおっさんがいたら──。

　俺は再び必死に考えを巡らす。

　脳内で「おっさん　言うこと聞いてくれる」という検索をかけた結果──。

　あ、いるわ、と一件だけヒットしたのである。

　そうだ、俺には端たん野のがいるじゃないか。あいつなら優しいし、なにかと面倒見がいいから言うことを聞いてくれそうだ。

　ただ、いきなりあいつにメールして「おつかれ、いまから代行でデリヘルに電話してくれない？」と頼むのは正直謎すぎる。俺だったらそんな頼みごとされたら「え、自分でしろよ」って言ってあっさり断るもん。あいつが引き受けてくれそうな言い訳を考えつつ、恥を忍んで頼んでみるか。俺はスマホを取り出し端野に連絡することにした。




《長束：あ、端野おつかれ。いま忙しい？》

《端野：おつ。まぁ仕事中だけどいける》




　相変わらずの即レスである。仕事中とか多忙アピール入れてくるけど、あいつほんといっつもすぐ連絡返してくるな。真面目に仕事してるのかちょっと不安になるレベルである。




《長束：あのさ……恥を忍んでお前に頼みごとがあるんだけど、いいかな》

《端野：なに？》

《長束：いや、じつはずっと病院にいてな。それでひさしぶりに外泊許可がでたから、デリヘルを頼みたいんだけど、お前代行で電話してくれない？》

《端野：そうか、体調が良くなってるのか、おめでとう。それはあれか俺がおまえに奢おごるってことか？》

《長束：別に奢ってほしいわけじゃないんだ。ただ、代行で電話してほしいんだ……》

《端野：え、じゃあなおさら自分でしろよｗ　なんで俺がわざわざ？》

《長束：頼む。俺いま声が枯れててちょっと電話するのしんどいんだ。頼む！　親友だろ？　一生のお願いだ！》

《端野：うーん、ちょっとよくわかんないから、またあとで連絡してもいい？　いま仕事中でそろそろ会議にいかなきゃいけないし》




　……出た。会議があるから離脱する。これは実際に会議があるパターンもあるが、やりとりがめんどくさくなった時の断り文句でもある。俺にはわかる。

　なぜかというと俺もその断り方を何回も端野に使ったことがあったからだ。

　いま、端野に離脱されたら、電話を代行してくれるたった一件の人材を失ってしまうことになる。ここは、なにか端野にも得があるといった交換条件を提示して、交渉しなければ商談不成立、というバッドエンドになってしまうのか……。

　考えろ、考えるんだ端野が食いついてきそうな最高の餌を。端野が喜んでデリヘルに電話せざるを得ない最高のご褒美を……。








第42話「違法チートっぽいし悪趣味なドッキリみたいな感じだけど」






「ちょっと、長な束つかどうすんの？」

「いや、ちょっと待って、いい案が思い浮かんだからちょっと待って」

　メールで必死に端野を口説いている間、暇をもてあました美子は、まだかまだかと俺に突っかかってきた。けれどもいまは美子にかまっている余裕がない。

　このタイミングを逃したら端野からのレスが遅くなってしまうからだ。端野が喜びそうなことってなんだ？　逆に俺がなにかを奢るとか？　いや、あいつはその程度のことで動くような奴ではない。

　なにかを奢るといっても、「自分で払うからいいよ」と言って、その場のめんどくささを回避することを優先させるような奴だ。そういう頑固なところがあいつにはあるからな。端野が欲しがるようなもので、端野の力では手に入らなそうなもの……って一体なんだ。そうだ、あいつはアイドルファンだ。アイドルファンが喜びそうなものなら、アイドルということを活かして俺にも用意できるんじゃないだろうか。けれども一体ファンはどういうものを喜ぶのだろう。ここは美子に確認してみるか。

「美子、ちょっと質問があるんだけど」

「ん？　なに？」

「アイドルファンが喜ぶようなものってなにかな……？　なんか鉄板で喜んでくれるようなやつ」

「えっなんだろ、サイン入りチェキとか？」

「チェキ？」

「うん、ツーショットチェキとかソロチェキとかにサイン入れたやつ、物販でいつも売ってるじゃん。ああいうのじゃないかなぁ」

「ＯＫわかった！　ありがとう」

　俺はすぐさま端野にメールを打った。




《長束：わかった、端野。じゃああれにしよう。アイドルのサイン入りチェキをつけよう》

《端野：え？　誰のだよ。いいよ別に。推しのは自分で買うから》




　……かからなかったか。どうやらサイン入りチェキでは端野の心は掴つかみきれないようであった。うーん、もう少しグレードを上げたほうが良さそうだ。レア感が多少あってなかなか買えないようなやつ。俺は再びアイドルファンが喜びそうなものを美子に尋ねてみる。

「美子、たびたびごめん。もう１個聞きたいんだけど、チェキよりもレア感が上のものってなにかな……チェキではいまいちだけど、これなら嬉うれしい！　ってなるやつ」

「うーんなんだろ。あ〜お手紙とかかな。直筆のお手紙！　普段手に入れられないしさ」

　……なるほどね。手紙か。それなら俺が書けばいいし、用意も簡単にできそうだ。よし、これで再度交渉してみよう。




《長束：じゃあさ、チェキじゃなくてアイドルの直筆の手紙だったらどうだ!?》

《端野：いや、それもこないだＣＤ複数枚購入の特典で推しのやつ手に入れたし大丈夫……ていうか誰のだよ。すまん俺そろそろ離脱するわ、部長が呼びにきたし》




　……だめだ!!　これにも全然乗ってこない！　このままでは端野が交渉決裂のまま離脱してしまう。なんかもっとないのか、最っ高にテンションが上がって最っ強にレアで、喉から手が出るほど欲しくなる特典は!!

「美子！　さらに質問させてくれ！　チェキとか手紙より、もっともっとレアでファンが究極に喜ぶような特典なに!?　なんか現実的なやつじゃなくてもいいから、もし超最強に喜ぶような特典があるとしたら、一体なに!?」

「え……なんだろ、ああそうだね、私物プレゼントとか」

「私物!?　それが本当に最強で最っ高のプレゼント!?」

「最っ高か……あーそうだね、私たちはやったことないけど他のグループはあれやってたな、お食事券!!」

「お食事券!?　それは、あれか。叙じょ々じょ苑えん的なとこか!?」

「いや、ちがうよ。あれ、一緒にお食事ができます！　って権利！」

「一緒に食事……!?」

「うん、まぁオフ会とかのさらに上の特典だよね。さすがに超売れてるグループとかはやんないけど、ある程度知名度のあるグラドルとかでも写真集３００冊買ってくれたらお食事券つけます！　二人っきりで食事できます！　みたいなのはあるよ」

　そうか……食事か、俺からしたらそんな大金叩はたいてまでアイドルと食事したい気持ちはよくわからないが、もしかしたらこれなら乗ってくるかもしれない。といっても、誰がその食事会に行けばいいんだ!?　いや、俺か。俺が端野と食事に行くのか……!!　「飲みにいこうぜー」っていつも気軽に誘ってたけど、いまの状態だとあいつからすると俺との食事会が、アイドルとの食事会になるってことだもんな。俺がぶちまけない限り。うーん、なんか違法チートっぽいし悪趣味なドッキリみたいな感じだけど、もうこれが端野を釣るラストチャンスだ。覚悟を決めてその条件を提示するしか……ない。




《長束：端野、たびたびすまん。じゃああれはどうだ。実は、俺最近アイドルの子と知り合ってな。その子と二人きりで食事できる権利はどうだ!?》

《端野：えっっっっマジかｗ　誰！！！？？　教えて!!》




　俺の一言に、端野の文体がいきなり変わる。とても会議直前だとは思えない軽快な文体だ。




《長束：お前は知ってるかわからんが……イデアってグループの長束ちゃんだ》

《端野：！！！！！！！　えー！！！　まじで！！！！！　俺の最近の二推し！！！！　お前スゲーな!!　てかどこで知り合ったの!?　イデアはメンバーも可愛かわいいんだけど、楽曲もエモくていいんだよな〜。前に対バンで見て、その時から気になっていまちょっと追ってるんだよ。まだ全然現場には行けてないけど、長束ちゃんいいよなぁ。ソロの歌声もだけど、ダンスの魅せ方がわかってるというか、そこまで技術がすごいってわけじゃないんだけど、なんか目で追っちゃう可愛さがあるよな〜》




　端野はいきなり荒ぶった長文を送りつけてきた。あまりの熱量に若干引きかけたが、自分のことをここまで熱心に見てくれているというラブレターを受け取ったようで、不思議と気持ち悪さはない。

　いままで端野が熱量たっぷりにアイドルのことを語る時は、アイドルの子もこんなおっさんに好かれて気持ち悪いだろうなー。とちょっと嘲笑していたのだが、なんというか、当事者になって聞くと、ここまで自分のことを熱心に見守ってくれている人がいるというのは、嬉しさもありなにより報われたような気にすらなる。

　端野、俺のこと見ててくれてありがとうな。なんか俺、お前の一言ですげー温かい気持ちになったよ。ありがとうな。

　あとお前、やっぱり会議ってのは嘘うそだったな。




《長束：そうか、お前そんなに応援してくれていたのか。なんか、ありがとうな。じゃあその長束ちゃんとの食事会セッティングするって言ったらさっきの頼み引き受けてくれるか？》

《端野：うわぁぁぁ緊張するなぁ!!　逆に電話するだけでいいの!?　マジでセッティングしてくれる？　長束ちゃんに何食べたいか聞いておいてほしい!!　焼肉でもイタリアンでもなんでも奢る！》

《長束：ありがとう、じゃあちょっと聞いてみるからいまから20分くらい時間あけてくれるか!?　ちょっと詳細まとめて送るから》

《端野：うん、正座で待機しとく》




　ふぅ、交渉に時間がかかったがなんとか、端野の協力を得ることができた。まだ作戦が上手くいくかはわからないが、とりあえずの課題はクリアできたようだ。しかし、ゆうゆに会うためにはまだ課題はたくさんある。次は、あれだ。ゆうゆを呼び出せる場所を探さなくてはならない。俺はビルに囲まれた狭い空を見上げる。繁華街、空に伸びるビルの上にはいくつも大きな看板がかかっている。

　俺はその看板の中から手軽に休憩……できるラブホテルの目星をつける。








第43話「俺は、適当に右上らへんにある部屋を選んで休憩３９００円のボタンを押す」






「美み子こ、行かなきゃいけない場所ができたからここからは一人で行ってくる。美子は前言ってた、サンプルセール？　にでも行ってきてくれ」

　俺はさわやかながらも哀愁漂う笑みを浮かべて美子に告げた。端野には電話代行を頼むことができた。

　そして俺にはいまから適当にそのへんの宿泊だけでなく休憩ができるタイプのホテル、つまりラブホテルに入って、端野に指示を出し、そのホテルまでゆうゆを派遣させるというミッションが残されている。

　えーとつまり、美子とホテルに入るというのはいくらなんでも倫理的に良くないことな気がしている。いや正直に言おう。なにも起こらないとわかっていても俺には白昼堂々、美子をラブホテルに誘う、度胸がない。というかなんとなく緊張してしまうから、これ以上無駄な心労を抱えたくない、というのが本音中の本音である。

「はぁ？　どういうこと」

「いや、こっから先は大人のステージというかちょっと寄るとこがあるから……」

「ゆうゆのことはどうなったの？」

「それはいい作戦が思いついたから、とにかくこっから先は任せてくれ！　いやマジで。こっから先は一人の方が成功するんだ」

「はぁ、マジで言ってんの？」

「マジだ」

　そこから無言の睨にらみ合いが数十秒続いただろうか。美子からするとここまで一緒にやってきて突然帰れと言われるのも、わけがわからないだろうが、俺は目で必死に真剣さを訴えた。

「わけわかんないんだけど」

「その気持ちもよーくわかる、けどこっから先は一人じゃないと進めないんだ。そういう段取りなんだ」

　曖昧な言葉でかわし続けるという攻防戦は続いた。俺は「とにかくダメなんだ」「理由は言えない」と出来損ないのＡＩのように似たような断り文句を返し続ける。そんなやりとりがいくらか続いたところで、美子がはぁ、と大きなため息をついた。

「わかったもういいよ。これ以上続けててもラチがあかないし。私もう帰るわ」

「ごめん、ちゃんと報告するから」

「うん、じゃ」

　そう言うと美子は背を向けてすたすたと道の奥に消えていった。ごめん美子、けどここからは俺一人の力でなんとかしてみせるから。

　俺はさっそく見上げたビルの上に掲げられたホテルの看板に向かうことにした。まさか美少女になって一人でこんな場所に入ると思っていなかったが、こういう想定外のハプニングに遭うと高揚感も湧き上がってくるから不思議だ。ハプニングをドラマティックさに変換し楽しむことができるか否かが、人生の彩りを大きく変えてくれるような気さえしていた。ちょっと大げさすぎるが。

「イラッシャイマセー」

　ヴィーンと左右に開いた自動ドアの先で、女性の声を真ま似ねた機械音に歓迎される。俺という美少女は、いま一人でラブホテルに入店したのだ。この特異な恥ずかしさは、だれにも伝えることができないだろう。

「パネルヲタッチシテ、フロントマデ、オコシクダサイ」

　休憩３９００円、宿泊８９００円。昼間だというのに約半分の部屋は埋まっているようだった。くそう、人が就業しているような時間にこんなとこへ来て楽しんでいる人間がこんなにもいるということか。俺は、適当に右上らへんにある部屋を選んで休憩３９００円のボタンを押す。押した部屋の明かりが消え、下の方からレシートが発行される。俺は受け取ったレシートを、フロントにさっと出した。

「料金は部屋の機械で精算してください」

　顔が見えないように工夫されたフロントの奥で、感じよくおばさんが対応する。

「あ、はーい」

「ん？　……もしかしてお嬢さんお一人？」

「はい、そうですけど」

「そう、ごめんねうち女の人一人はお断りしてるの」

「えー！　あとでもう一人来るんですけどどうしてもダメですか？」

「ええ、ごめんなさいね」

　……まさかの展開である。女性一人ではどうやらこのラブホテルに入ることができないらしい。理由はわからないがあれか？　もしかして訳ありな感じの客だと思われたのか？　ホテルを追い出された俺は、スマホで検索してみる。するとどうやら女性一人の客を断るという方針のラブホテルは結構存在するらしい。

　まじか。近くにビジネスホテルはなさそうだし、こうなったら手当たり次第ラブホテルを当たって入れそうかどうか確認してみるほか手はないのか……と肩を落としたその時であった。俺の左手が誰かにギュッと握られる。

「ひっ!!」

　驚いて振り返ると、そこにはまごうことなき美男子……に扮ふんした美子の姿があった。

「えっ!?　ちょ!!　なんでここにいるの!?」

「そんなのあとつけてたからに決まってんじゃん。どうせあれでしょ？　一人で入ろうとして年齢確認か入室拒否かされたんでしょ？」

　美子は不敵な笑みを浮かべる。その通りすぎて反論できる言葉がなにもない。

「え、あ……はい」

「で、私帰ったほうがいい？　きっとカップルに見えると思うけど。これなら入室できるんじゃん？」

「えっそんな大胆な、けど、さすがに二人で入るのはマズイよ！」

「なにがマズイの？　一人だと入れないんでしょ？」

　その通り、なのだがいろんなことがカオスすぎて俺の中で処理しきれずにいる！　美子は美少女であるが美男子で、俺はおっさんであるが美少女で美少女として美男子のふりをした美少女にラブホテルに誘われようとしていて……ああ！　文字にしてみると現代文の試験で出てきそうなこんがらがり具合である！

「てゆうか作戦があるんでしょ？　じゃあいまそんなよくわかんない照れ方してる場合じゃなくない？　めっちゃ顔にやけてるよ。変だよ」

「え!?　そんな変な笑い方してた!?」

「うん、してる。そこのドアで確認してみ」

　美子はそう言うと、細い通りの向かいに建っているラブホテルのドアを指差した。俺はドアのほうに体を向ける。ガラスのドアに映る俺の顔は確かに少しにやついているような気もしたが、そこまで変な笑い方じゃないような……とまじまじガラスに見入っていると、ぐっと左手を引っ張られる。

「わっ!!」

「ほら、長束ここでいいじゃん」

　俺は強引に手を引かれながら、ホテルの入り口に通される。あーうー俺の37年間の人生の中でこんな美少女に手を引かれてホテルに入ったことはなかったのでなんか妙な気持ちだが、これはこれでドキドキしてしまうじゃないか。

「お部屋でご精算おねがいします」

　さっきとは違いすんなりとフロントから部屋へ通された俺たちは狭いエレベーターに無言で乗っていた。４階までの低層エレベーターだというのに、妙に時間が長く感じられる。

「わーなんか綺き麗れいな部屋だねー」

　美子は部屋につくなり、キングサイズのベッドの上にボフッと腰をかける。俺はこのイレギュラーな状況に急に言葉が迷子になってしまい「あ、たしかに」という相あい槌づちしかでてこなかった。いや、別になんもないしなにもできないのに無駄に鼓動は早くなる。こんなことで鼓動を無駄使いしたくない！　なんかあれだろ？　生涯で使える鼓動の回数は決まってるみたいな俗説聞いたことあるぞ。

「なに？　長束緊張してるの？　来るの初めて？」

「えっ!!　いや、初めてではないけど!!」

「え！　初めてじゃないの!?」

　しまった。男の妙な意地が出てつい本音で答えてしまった。「もしかして童貞？」「童貞ちゃうわ！」というようなあれである。実際がどうであろうがこういうデリケートな質問に関して瞬速で否定するというのが、男のプライドには備わってしまっているのだ。

　そして、俺の返答に意外だという驚きを隠せない美子のさんさんと輝いた目は好奇心に溢あふれている。

「それは誰と来たの!?」

「いや、間違えた。初めてだよ。あれだ。深夜番組で特集してたのを見て、来たことあると錯覚してただけ……」

「いやそんな誤ご魔ま化かし方ある？　ねぇ教えて！　誰といつ来たの!?」

「……いや本当に錯覚してただけ！　人間の記憶って曖昧だから！　……ていうか美子の方こそ来たことあるんでしょ？　なんか慣れてたし」

　俺は心の中で、来たことないと言ってくれと、多少願いながらも核心に触れる質問を投げかけてしまった自分に後悔してしまう。

「私？　私はそうだね……」

　美子は目を大きくし少し気まずそうに笑いを浮かべる。

　俺は思わず息を飲む。

「……来たことある、かな」








第44話「まさか長束、ファンの人と繋つながってたりしないよね」






　まじか。軽く胸を突かれたような痛みを感じると同時に、頭の中に淫いん靡びな妄想が駆けめぐる。美子は、ラブホテルに来たことがあるのか。まぁ、けどそうだよな。自分たちくらいの年齢でもスクールカーストの一軍の奴らは、初体験が中学生の頃だったりするしな。いまはもっと若年齢化してそうだし、そもそも美子が同じクラスにいたとしても俺は三年間かけて一度も口をきくことはなかったような人種だもんな。

「そっか、そうだよな」

「いや長束、勘違いしてるかもしれないから一応弁明しとくけど、そういう感じで来たわけじゃないからね。仕事だからね」

「え？　仕事で来るってどういうこと!?」

「撮影で来たの！　その、ＤＶＤの。グラビアだね」

「え!?　グラビアって、美子グラビアやってたの？　だって水着にはならないってあれだけ……」

　俺の問いかけに美子は、どこか物憂げな表情を浮かべながら黙り込んだ。

　そして、「あーなんか喉渇いたかも」と呟つぶやくと急に冷蔵庫を物色し出す。レモンチューハイを取り出すと俺のことなどお構いなしといった様子で缶を開ける。

「美子もお酒とか飲むんだね。ちょっと意外……」

「長束も飲む？」

　そう言うと美子は、こちらに缶を差し出した。いいのか、飲んでも。レモンチューハイの冷たそうな缶を目にした瞬間、反射的にさわやかな口あたりとキレのある炭酸の喉越しを思い出した。酒を口にするとしたらなにげに久しぶりだ。アルコール依存症とまではいかないが、毎晩飲むのが日課だった俺は、目の前に差し出されたレモンチューハイにゆっくりと手を伸ばす。

「冗談だよ、長束未成年でしょ」

　指先が触れ合うかどうか、という距離まで手を伸ばした時、美子はチューハイを持った手をさっと引いたと思いきや再び飲みはじめた。

「え!?」

「長束も成人してからね。で、これからどうするの？　いい作戦があるとか言ってなかった？」

「あ、ああ。実はここにゆうゆを呼び寄せようと思う」

「えっ？　そんなことできるんだ。ていうかどうやって？」

「ああ、それはちょっと裏技というか、知人のツテというか……」

「なにその煮え切らない感じ。私そういう雑な誤魔化しが一番嫌いなんだけど」

「やましいことはなにもないよ！　知り合いの男性に頼んでさっきの店に電話してもらうことにしたんだ。で、ゆうゆをここに向かわせるためにお願いしただけ」

「なるほどね。でもその知り合いって誰なの？　まさか長束、ファンの人と繋がってたりしないよね？」

　ファンの人と繋がってはいけない、そうだよな。ネット記事かなにかでなんとなく読んだことがあるぞ。ファンと直接連絡を取ることにどういう弊害があり、なぜご法度なのかはいまいちよくわからないが、アイドル業界的にはダメなことらしい。端野はファンの人……といえばファンの人にもなるだろうが、俺がアイドルになったことはなにも知らないのでセーフなラインだろう。

「いや、その人は普通の知り合いだよ。気心の知れた感じだから大丈夫」

「ふーん。で、ゆうゆはいつくるの？」

「いまから確認してみるね……」

　俺はすぐさま端野にメールを出す。筋書きとしてはこうだ。おそらく俺の名前は顧客名簿に残っているだろうから俺のふりをして端野から店に電話してもらう。新規の客だとド新人をつけてもらえない可能性があるが、利用履歴のある俺であれば交渉すればおそらく大丈夫だろう。店に電話をし、ゆうゆことみなみちゃんを指名し、このホテルの場所と部屋番号を伝えれば完璧である。アイドル・長束とのお食事会を引き換えに端野に電話代行を頼むという大人の交渉を開始することにした。




《長束：端野、いまからフェアリーメイトって店のみなみちゃんって子を指名して、池袋のホテルミシュラの４０５号室に派遣してほしい。ちなみにみなみちゃんは新人でまだサイトに載ってないけど、山口拓也ですって言えば多分大丈夫だから》

《端野：山口拓也って言ってみなみちゃんを指名すればいいのね？　てか誰？》

《長束：うん、山口拓也ってのは俺が利用する時に使ってる偽名だからそこは気にするな。けど、間違えないようにな。ちなみにその店を利用したことがあるってのも言っといて。多分顧客名簿に載ってると思う》

《端野：コースはどうしたらいいの？》

《長束：病み上がりだから60分にしとこうかな……》

《端野：おけ》

《長束：ちなみに俺もうホテルで待機してるからすぐ向かうように伝えて大丈夫だから》

《端野：承知》




「ふぅ……」

　端野との交渉を終えた俺の胸は、一段落と落ち着くどころかさっきよりも緊張感で締め付けられていた。ゆうゆに来てほしくない、現実を目の当たりにしたくないのだが、目の前に現れてくれないと解決できない、というジレンマを抱えているからだろうか。厳しい現実を目の当たりにしないと物事が解決しない、という時に楽観的に構えられない怖がりな性格が顔をだす。

「で、その知り合いのおっさん大丈夫だったの？」

　美子は俺と違い、これからの展開に対し好戦的になっているのかベッドに腰掛け足をブラブラと落ち着きなく揺らしていた。

「うん、大丈夫だったけど……あのさ１個だけ約束してほしいんだけど」

「なに？」

「その、ゆうゆがやってることはメンバーとしてありえないと思う。けど、絶対に追い詰めたりしないであげてほしい。その、なんの理由もなくこんなことしたりしないと思うんだ。だから、大切なメンバーだからムカつく気持ちもわかるけど、でも大切なメンバーだからちゃんとゆうゆの気持ちを酌くみ取とってほしいとも思うんだ。だから、責めたりせず、ゆうゆの気持ちを聞いてあげたいって思ってて」

「……けど、裏切りは裏切りでしょ。私はそういうあの子の弱さが許せないよ」

「うん、美子の言いたいことは痛いほどわかるよ。けどさ、今朝ゆうゆの手、震えてたんだ」

「手？」

「うん、口ではなにも言わなかったけど、ＳＯＳを出してるようにも見えたんだ。だからやむにやまれぬ理由があったんじゃないかなって」

「いや長束それは……甘いよ」

「え？」

「だってゆうゆは、結局私たちを裏切ることを選んだわけじゃん。もしいま、ゆうゆが風俗で働いてるなんてことがネットに出回ったらどうなると思う？　私たちまでそんな目で見られるし、誤解が解けたとしても順当にいけば来るはずだった未来を潰されるわけだよ？」

「それはそうかもしれないけど」

「まぁ……言いたいことは山ほどあるけど、いきなり責めても物事が解決しないってのも理解はできるし、とりあえず必要以上にキレないようにはするよ」

　美子は、変わらず落ち着きのない様子で足をブラブラさせてはいたものの、俺が提案した対応策に理解を示してくれているようだった。内心腹だたしさを抱えていることには変わりはないのだろうが、ゆうゆになんらかの事情がある、とも思っているようであった。自分の中で折り合いをつけようとしているのか、不機嫌そうな表情で黙り込んでしまった美子をできるだけ意識しないようにテレビ映像をぼんやり眺めていた。




　30分ほど経たった頃だろうか、ピンポーンと部屋にチャイムが鳴り響く。

　美子が無言でこちらを見る。チャイムが鳴った、ということはおそらくゆうゆが到着したということである。

「長束……」

「うん、ゆうゆが来たね」








第45話「まだわかんないの。私だよ。あんたをおびき寄せたの」






「どうする？　ここは私が出るよ。長束が出ると逃げちゃうかもしれないから、私が出て一瞬ゆうゆがたじろいだところを長束が捕獲して。……あっ念のため手錠持ってきたからこれ使って」

「ええっ!?　手錠!?」

「来るまえにド○キで一応買っといたんだ。使うかもしれないって思って」

「そっか。わかった」

　美子から手渡された手錠は銀色の手錠に黒いファーがあしらわれた安っぽいＳＭグッズのようなものだった。おそらく使うことはないと思うがいちいち反論している暇もないので、おとなしく手錠を受け取る。

「じゃあ、開けるから。よろしく」

　俺はソファーから立ち上がり、玄関から姿が見られない位置で息をひそめる。美子はスタスタと玄関のドアへと向かい、ゆっくりとドアを開く。

「お待たせしました。フェアリーメイトからやってきた……みなみです。キャッ！　放してください！」

　玄関の方から物騒な声と、ドタドタした物音が聞こえたのち、ベッドに倒れ込むようにゆうゆが横たわる。美子が玄関先から強引にゆうゆの手を引いて、ベッドへと押し倒したのだ。ゆうゆを押し倒すと、無言のまま急いで玄関の鍵を締めに戻ろうとする美子と、いきなりの出来事にパニック状態でベッドから起き上がろうとするゆうゆ。しかし、その時ゆうゆが俺の存在に気づく。

「へっ？　なつ……か？」

「やぁ、ゆうゆ」

　俺は両手で手錠を持った状態で片手をあげて引きつった顔のまま挨拶をしてみた。本当にゆうゆが派遣されてきた……何度も頭の中で想定したはずなのに、圧倒的な目の前の現実に胸がえぐられるような痛みが走る。

「え？　ちょっと待って。なになにこれ……」

「まだわかんないの。私だよ。あんたをおびき寄せたの」

　玄関の鍵を締め終えた美子がゆうゆを睨みつけながら歩いてきた。

「は？　なにどういうこと……」

　ゆうゆは全く状況を飲み込めてないようで、なぜここに俺と美子が待機しているのか理由が掴つかめていないようだった。

「長束、とりあえず手錠して。それから全部吐かせよう」

「えっ？　いや手錠は別にしなくても……」

「いいから早く！」

「ご、ごめんゆうゆ！」

「えっ……ちょっと！」

　ベッドに倒れ込んだゆうゆの両腕を持ち、背後からなんとか手錠をかけることに成功した。ゆうゆは少しばかり腕をあげようと抵抗していたが、片手に手錠をはめられた時点で、このカオスな状況を幾分か飲み込んだのか、それ以上抵抗することはなかった。俺たちはどうにかゆうゆの捕獲に成功したのだ。

「で、どういうことなのか話してもらおうか」

「……なに、わけわかんない」

　ゆうゆは俺とも、美子とも目を合わせることなくいつもよりも少しかすれた声で呟く。美子はベッドの脇に立ち、虚うつろな表情のゆうゆを見下ろした。

「こんな状況になって意味わかんないよね。けどね、あんたが風俗で働いてるって長束が教えてくれたの。だからこうしておびき寄せたわけ。ねぇ、長束」

「ええっ俺!?」

「長束……どういうこと？」

　ゆうゆは横たわったまま顔を上げキッとこちらを睨む。

「いや、話せば長くなるんだけど、たまたまゆうゆが風俗で働いてるかもって話を聞いてそれで、最近のゆうゆの振る舞いを見てたらなにかあったんじゃないかなって心配になって……」

「スマホ、見たの？」

「いや、それは……」

「私のスマホ見たんだ。最低」

「ご、ごめん……」

　急を要する事態だったとはいえ、ゆうゆのスマホを勝手に見てしまったり、クローゼットを漁あさってしまったことはやりすぎだったのかもしれない。

「もう、いいよ……抵抗しないからとりあえずこれ外して」

「ダメ、全部吐くまで信用できないから。ねぇゆうゆ、なんでこんないかがわしい店で働こうとしたの？　あんたアイドルなんじゃないの？」

「……美子には言ってもわかんないよ」

「ハァ？　あんたそれどういう意味？」

「意味はそのままだよ。美子には私の苦労はわかんない。美子はただの思い出作りなんでしょ、イデアの活動──」




　パンッ！




　卑屈な笑みを浮かべたゆうゆの頬ほおに、美子が振り下ろした手のひらが叩たたきつけられた。美子の息遣いは荒く、痛みが走る右手をかばうように左手で手の甲を包むように握った。








第46話「味方だよ、私たち。敵じゃなくて、あんたの仲間なんだからもっと信頼して頼ってよ」






「……ちょっと、美子やりすぎだって」

「長な束つかは黙ってて！　いまゆうゆと話してるの！　ねぇ、どういう意味？　あんたには私がテキトーに思い出作りにアイドルやってるように見えるの？」

　すると、左頬を少し赤く腫らしたゆうゆが恨めしそうな目で美子を見上げる。

「……将来がかかってないでしょ、美子には」

「え？」

「私は、アイドルやるために秋田から出てきてるよ。長束と住んでるけど毎月家賃はかかるし、生活費だってバカにならない。それに私服が衣装の時も多いから、私服だって毎月買うの大変なんだよ。けど、美子は実家だよね。実家も金持ちで大学にだって通ってる。大学があるからってレッスンに来ない日もある。こないだも私たちに見せてくれたよね、誕生日にお父さんに新しいバッグ買ってもらったって。私のお母さんは秋田で一人で暮らしてるよ。お父さんは小さい頃いなくなって帰ってこないまま。だから実家も頼れないの。美子とはね、育ってきた世界が違うの」

「けど、別に私だって……」

「〝私だって、努力してる〟そう言いたいんだよね。別に美子が頑張ってないとは思ってないよ。けどね、重みが違うの。私が必死で生活している間に、美子は実家で楽しく暮らしてる。今月家賃どうしよう、ってお金に悩むこともない。私、そんな間違ってるかな？　誰にも頼れないから自分でなんとかしようとしただけなんだけどな。美子が私だったらなにか違う方法で解決できた？」

「……私だったら、もっと普通のバイトするとか」

「普通のバイト？　もちろん探したよ。けど、ライブが頻繁にあってシフトも出せないのに雇ってくれるとこなんてなかった。確かにアイドルやってるのにこんな店で働くなんてバレたらやばいってことくらいわかってるよ。けど、アイドルをやり続けるために仕方なかったの」

　静まり返った部屋で淡々と語られるゆうゆの告白は、空気を重く変えていく。

　正直、俺はゆうゆが語った内容が意外であった。アイドルが薄給であるとかあまり考えたことがなかったし、なんなら一応芸能人みたいなものだからある程度裕福な暮らしをしているんじゃないかと思っていたからだ。

　けれどもそういった事実云うん々ぬんよりも、俺から見ると可愛さや魅力に溢れた、恵まれた存在だと思っていたゆうゆが、影でこのような苦労を一人で抱えていたということのほうが驚きだった。

　重い雰囲気で圧迫された沈黙を破ったのは、ゆうゆのすすり泣くか細い声だった。

「私だって、間違ってるって……ヒック、わかってるよ。けどね、明日どうしようとか、来月どうしようとか、いつもいつも生活が不安で、でも誰かに相談してもしょうがないどうしようって悩んでた時、この仕事を紹介されて……」

「紹介？　誰かに斡あっ旋せんされたの？」

「……美子の知らない子だよ。私だってやりたくないよ、こんなこと。アイドルになりたくて頑張ってるんだもん。それはわかってる、けど……」

　見ていられなかった。

　確かに美子の言うようにもっと他のバイトを探すなり方法があったかもしれないが、ゆうゆはいままでずっと一人で抱え込んでいたのだ。親も頼れず、同居人の俺にも打ち明けられず、メンバーや社長にも相談できず、ただ自分一人でどうにかしなくてはというプレッシャーの中で、この方法しかないとこのバイトを選んだのだ。

「もう、いいよゆうゆ」

　俺はベッドに腰掛け、正面からゆうゆをギュッと抱きしめた。ゆうゆは肩を震わせて、俺の胸に顔を埋うずめさらに声をあげて泣き出した。

「ていうかさ……わけわかんない。バカじゃないの、私たちに言えばいいじゃんそんなこと」

　ぶっきらぼうに呟く美子の顔を見ると、涙で目が濡ぬれていた。美子はベッドに腰掛けると無言でゆうゆの手錠を外し、俺に寄り添うゆうゆの肩に手をかけて自分の方に向かせ、目で訴えかけるように語り出す。

「私たちさ、そんなに頼りなかった？」

「ごめん……」

「そこまでして一人で抱えてなんになるの？　つうかさ……」

　美子はそのままゆうゆを抱き寄せた。

「もっと、信頼してよ。味方だよ、私たち。敵じゃなくて、あんたの仲間なんだからもっと信頼して頼ってよ」

「うう、美子、長束、ごめん……私、どうしたらいいかわかんなくて、それで……本当にごめんなさい」

「ゆうゆが頑張ってるのは知ってるよ。ダンスできてないとか、裏垢で愚痴発言してるとかはダメなことだけど、けど、アイドルやりたいんでしょ？　それだったらもっとさ、仲間を信頼してよ」

「ごめん……本当にごめんなさい！」

　子供のように大声をあげて泣くゆうゆと、口元をぎゅっと噛かみ締しめ堪えるように泣く美子。二人の背中に手のひらをくっつけ包み込むように抱きしめたのだが、手のひらからは心細そうな震えが伝わってきた。




「やっぱり働くのは難しいと思ったので辞めさせてください。はい、すみません……」

　ひとしきり泣き終えたあとで、俺と美子とゆうゆはベッドに座り込み、これからどうするのか、について話し合った。

　まず、店を辞めること。そして、じゅんや社長には今日のことを報告しないという約束をした。報告することで士気が下がってしまっては本末転倒だからだ。そして、ゆうゆの生活水準を向上させるべく、なにかいい仕事はないか俺と美子で社長に直じか談だん判ぱんしてみることにした。

　まだ具体的な解決策はなにも出ていない状態だが、美子と俺が社長に掛け合うことでなにかしらの糸口を見つけるしかない。

「てことで、私と長束で社長に直接話してくるよ。で、そのあとでゆうゆが社長と話してみて」

「うん、わかったありがとう。けど美子、社長と喧けん嘩かしてたけど大丈夫なの……？」

「ああ、あれは、いいよ。やることにするよ、嫌だけどもうしょうがない。私が大人になるしかない」

「え？　やるって？」

「グラビア、私がやるって言えば丸く収まるでしょ。しかもさ、それで仕事のチャンス増えるかもしれないし。そしたらゆうゆだって生活楽になるかもしれないじゃん」

「美子……ごめん、ありがとう」

「その代わり、どうせやるんだったら絶対に１位獲とろう！　じゃなきゃ意味ないし、私も覚悟決めてやるんだから、１位になるくらいの気合でやってもらわなきゃ困る！」

「うん……そうだね。やるからには、目指せ１位だね」

「長束もだよ？」

「ふぇ？　ああ、そうだよね」

　この騒動ですっかり忘れていたが、俺も水着グラビアをやるってことだよな。なんか細い紐ひもビキニを着て谷間を寄せて、悩殺ポーズをとるってことだよな……てかいいのか!?　俺みたいなおっさんの水着グラビアってそれ犯罪じゃないのか？　でも、犯罪じゃないよな。不思議な感じだけど、求められてるんだもんな……。

「じゃあ話もまとまったとこで、どうする？　今日このまま泊まって女子会でもやる？」

　一段落ついたと思ったら、美子は伸びをしながらいきなりとんでもない提案をしてきた。

「え!?　泊まる!?　三人で!?」

「うん。ベッド広いしさ、三人で寝られるし」

「いや、けどその心の準備というか……」

　俺がドギマギしていると、ゆうゆが鼻をすすりながら美子に問いかける。

「私は別にどっちでもいいけど、美子は平気なの？　明日その格好で学校行くの？」

「あ……そっか。男装してたんだった。着替え持ってきてないや。じゃあ今日は帰ろっか。三人で泊まるのはまた今度でいい？　ホテル代は今日は私が払うよ」

「お、おう。ありがとう」

　惜しい気もするが、今日はいろんなことがあったし帰ってゆっくり休んだ方がいいのかもしれない。きっと三人で一緒のベッドで寝るとなると俺が一睡もできないだろうし。俺たちはホテルを出て、それぞれの帰路につくことにした。

　帰りの電車の中で俺は、問題が一段落したというのに、いまだ晴れない気持ちでいた。車内を見渡すと、ちらちら周囲と目が合う。外に出れば周りの視線を集めるほどの美少女になったというのに、恵まれている、人生がイージーモードであるとは到底思えない、厳しい現実を突きつけられたからだろうか。そんなことを考えながら、俺はゆうゆと言葉を交わすことなくマンションへ帰った。

「なつか、今日はありがとう」

　部屋につくなり、ゆうゆは俺に頭を下げた。問題が一時的に解決したとはいえ、ゆうゆの生活状況はなにも変わらない。というか預金残高を確認していないが俺自身も、もしかすると生活苦なのかもしれない。風俗で働くことを止めたはいいけれども、ゆうゆの生活苦がなにも変わらないままという選択をさせてしまった、ということでもある。そう思うと、自分の無責任さというか無力さを突きつけられている気がした。

「いや、たいしたことじゃないというかまず社長と掛け合ってみるから、お礼を聞くのはそれからだよ。まだちゃんと解決してないし」

「ううん、でもありがと……私、今日は疲れちゃったからもう休むね」

「うん、それがいいよ。ちょっとコンビニ行ってくるから、なにか欲しいものがあったら言って。買ってくるよ」

「じゃあなんか飲むヨーグルト的なやつ、フルーツ入ってる感じの……」

「わかった、見てくるね」

　都会の夜道は明るい。大通りには車が行き交い、賑にぎやかな声が漏れる飲食店が立ち並び、月は謙虚な明かりを灯ともしひっそりと佇たたずんでいる。大勢の中で自分を誇示すればするほどに、埋もれてしまいそうな孤独は都会が産み出した文化の産物なのかもしれない。

「なんか、美少女生活も大変なんだな……」

　コンビニで買い物を済ませ、マンションがある薄暗い細い裏道で夜空を見上げ、ふと呟いたその時、聞き覚えのある声が聞こえた。

「浅あさ川かわ長束、もう弱音か？」

　驚いて振り返ると、電柱の上に少女の姿が見えた。黒ずくめの悪魔のような格好に、長い黒髪と紅あかい瞳。そこには俺が美少女に転生する前に出会ったベリアルの姿があった。

「ベリアル！」

「忘れたの？　一度でも泣き言を吐けば、転生規約違反で地獄に来てもらうって契約だったけど」

「別にいまのは、泣き言じゃない」

「そう、だったら何？」

「ただ、美少女に生まれてたら人生イージーモードだと思ってたけど、美少女もなにかしらの悩みを抱えているというか、俺の考えは甘いものだったのかもしれないと思って。美少女なら人生イージーモードだって発想は、自分のパッとしなかった人生を正当化したいがための八つ当たりだったんじゃないかなって」

「そんなくだらない御託を聞いてるわけじゃない。泣き言を吐いたのかどうなのかを聞いている」

「泣き言じゃない。なんていうか一生懸命夢に向かって頑張っているメンバーが悲しむ姿をこれ以上見るのは辛いというか、自分も頑張ってなんとかしてあげたいというか。使命感が湧いた。というのに近いんだと思う」

　ベリアルは、電柱の上で頬ほお杖づえをついて冷たい目で退屈そうにこちらを眺めていた。

「いいことをひとつ教えてあげるわ……結果の出ない理想なんて、寝言とさして変わらない」

「え？」

「理想を語るのはバカでもできる。夢を見ること自体になんの価値もないの。今回のことでわかったでしょ？　実際にあの子は夢を見たことによって苦しんでたじゃない」

「……そんなことない。価値があるはずだ。というか、俺が価値があるってことを証明してみせる」

「はぁ？　どうやって？」

　ベリアルはより一層いじわるな笑みを浮かべながらこちらを見下ろしていた。確かに、簡単なことではないかもしれないが、俺は今日目の当たりにしたゆうゆや美子の健けな気げさ、一生懸命さに価値がない、と一蹴されたことが自分のことのように悔しかった。確かに、実現されない夢には価値がないと言う奴もいるだろう。けれども、俺は彼女たちのまっすぐな気持ちを価値のないものだとどうしても思いたくなかった。

「俺がイデアを、必ず日本一のアイドルグループにする。彼女たちと協力して、絶対夢を叶かなえてみせる」

「あっそ。まぁなんにせよ、一度でも泣き言を言えば地獄に連れていくから。じゃあね、今度会うのはあなたの首が狩られる時かしらね」

　ベリアルはそう一言告げると大きな黒い羽を広げ、こちらに背をむけてどこかに飛び去っていった。俺は電柱から大きなカラスのような羽根が落ちていくのをただ眺めながら、自分の中で芽生えた大きな決意に胸を高鳴らせていた。イデアを日本一のアイドルグループにする。寝言かもしれないが、寝言ではないことを証明するのは自分たちの努力なしには成し遂げられないことである。




「あーベリアルちゃんいたいた〜もう探したんですよ〜。どこ行ってたんですかぁ」

「ちょっと、浅川長束の泣き言が聞こえた気がしてね」

「えー！　もう地獄に送っちゃったんですかぁ？」

「ううん、ふざけたことをほざいてたから……励ましてきてやったのよ」

「ん？」

「まぁいいから戻りましょ」

「あーベリアルちゃん待ってください〜」
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『アラフォーリーマンのシンデレラ転生』をお読みくださりありがとうございました！
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　私は現在の作家業に就く前に、「風ふ男だん塾じゅく」という男装アイドルグループで活動しておりました。今作は、そこで得たアイドル活動に関するあるあるも描いています。

　風男塾は男装アイドルなので活動していた５年間は、ほとんどの時間を男装で過ごしていました。「女だけど、俺カッコイイ」を体現するグループだったので、いかにカッコよく女性ファン（８割は女性ファン）を魅了するかを日々考えながら過ごしていました。

　今作の主人公、浅川長束はその逆で「男だけど、俺可愛い」を体現しながらアイドル活動をしている、というわけですね。

　この作品にはそういった「男性性や女性性に縛られない快感」を込めたつもりです。

　またアイドルをしていると熱心なファンの人のことがだんだん「自分の理解者」のように思えてくる、というアイドルのあるあるなども書きたかったことのひとつです。アイドル活動をしているとアイドルファンではない人から「握手会とかさ、本当は嫌じゃないの？」と言われがちですがとんでもない！　自分が何をしても受け止めて応援してくれるファンの人に対しては「無償の愛をもらってるな」という自覚がありますから、握手会に来る人嫌だ、とか思ってるアイドルはごくごく少数でしょうね。一度だけ、握手会で「こっちを全然見てくれなくて、悔しくて自分の唇を噛みきりました」と血まみれの口で挨拶された時は、正直ドン引きしましたけど（笑）引いたのはその一度くらいですね。

　今後の展開として、さまざまな悩みを抱えるアイドルたちと奮闘する長束＆イデアのみんなを描いていきたいと思っております。Ｔｗｉｔｔｅｒでハッシュタグ「＃俺かわいい」「＃アラデレ」でご感想をつぶやいてくださいましたら担当さん共々直接読ませていただきますので、イデアのみんなの応援よろしくお願いいたします！

　また最後になりましたが、読者の皆さま、全国の書店員の皆さま、イラストを描いてくださった森もり倉くら円えんさま、ＫＡＤＯＫＡＷＡの堤さま、並木さま、営業部の皆さま、エースクリエイターの大原さま、今作に関わってくださった皆さま、本当にありがとうございました。「アラデレ」を引き続きよろしくお願いいたします！
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